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基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ   ｿｳｱｲﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 相愛大学（Soai University）

大 学 本 部 の 位 置 大阪府大阪市住之江区南港中4丁目4番1

計 画 の 区 分 相愛大学　収容定員関係学則変更

フ リ ガ ナ   ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ｿｳｱｲｶﾞｸｴﾝ

設 置 者 学校法人　  相愛学園

大 学 の 目 的
本学は大乗仏教特に浄土真宗の精神に基き、宗教的情操を涵養し広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸
を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的
近年における当該2学科の入学定員充足率及び今後の学生確保の見通し等に鑑み、令和8年度より子ども教育学
科の募集停止と管理栄養学科の入学定員を80名人から60人に削減する。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位 学位の分野
開設時期及
び開設年次

所在地

　　年　月
第　年次

学士（子ども
発達学）

教育学・保育学関
係

　子ども教育学科
【Department of Child
Education】

4
0

（80）
（－）

0
（320）

　管理栄養学科
【Department of Food
and Nutrition
Management】

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習

計

実験・実習 計

科目 科目 科目 科目

同一設置者内における変更
状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

該当なし

単位

学部等の名称
基幹教員

助手
基幹教員以外の教

員
（助手を除く）教授 准教授 講師 助教 計

人間発達学部　管理栄養学科
5 1 5 0 11

新

設

分

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

6 21

（5） （1） （5） （0） （11） （6） （21）
大学設置基準別表
第一イに定める基
幹教員数の四分の
三の数　８人

（5） （1） （5） （0） （11）

0

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

5 1 5 0

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）
（1） （5） （0）

（0）

計（ａ～ｄ）
5 1 5 0

0

（0） （0） （0） （0） （0）

11

（11）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

5 1 5 0 11

（5）

（0）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

11

（5） （1） （5） （0） （11）

計
5 1 5 0 11 6 21

（5） （1） （5） （0） （11） （6） （21）

4
60

（80）
（－）

240
（320）

令和8年度
第1年次

学士（発達栄
養学）

家政関係
令和8年度
第1年次

年 人 年次
人

人

大阪府大阪市住之
江区南港中4丁目4

番1

人間発達学部
【Faculty of Human
Development】
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計（ａ～ｄ）
14 2 3 0 19

（14） （2） （3） （0） （19）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

（0）

小計（ａ～ｂ）
14 2 3 0 19

（14） （2） （3） （0） （19）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

14 2 3 0 19

（14） （2） （3） （0） （19）

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

音楽学部　音楽学科
14 2 3 0 19 0 129

（14） （2） （3） （0） （19） （0） （129）

計（ａ～ｄ）
7 10 2 0 19

（7） （10） （2） （0） （19）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

（7） （10） （2） （0） （19） （0） （47）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

7 10 2 0 19

（7） （10） （2） （0） （19）

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0

人文学部　人文学科
7 2 0 19 0 47

計
21 12 5 0 38 0 176

（0） （176）

10 2 0 19

（7） （10） （2） （0） （19）

合　　　　計
26 13 10 0 49

既

設

分

0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
7

（21） （12） （5） （0） （38）

10

6 197

（26） （13） （10） （0） （49） （6） （197）

職　　　種 専　　属 その他 計

事 務 職 員
　　　　　　 28　　　　　人 　　　　　　 36　　　　　人 64         人

　　　　　 （28）

図 書 館 職 員
2 5 7

（2） （5） （7）

　　　　　 （36） （64）

技 術 職 員
0 1 1

（0） （1） （1）

指 導 補 助 者
0 0 0

（0） （0） （0）

そ の 他 の 職 員
0 0 0

（0） （0） （0）

計
30 42

（30） （42） （72）

 5,664 ㎡ 73,824 ㎡

校
　
地
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

0 ㎡

72

合 計 66,663 ㎡  1,497 ㎡

校 舎 敷 地 66,663 ㎡ 1,497 ㎡ 5,664 ㎡ 73,824 ㎡

そ の 他  0 ㎡  0 ㎡ 0 ㎡

教 室 ・ 教 員 研 究 室 教 室 室 教 員 研 究 室 室

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

 36,701 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 36,701 ㎡

（　　　　　　㎡） （　　　　　　㎡） （　　　　　　㎡） （　　　　　　㎡）

大学設置基準別表
第一イに定める基
幹教員数の四分の
三の数　８人

大学設置基準別表
第一イに定める基
幹教員数の四分の
三の数　８人

大学全体・本町学
舎の一部を相愛高
等学校・中学校と
併用
相愛高校（収容定
員:1,200人／面積
基準:6,240㎡）
相愛中学校（収容
定員:450人／面積
基準:3,060㎡）
当該2学科で使用す
る南港学舎での共
用はなし
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〔　　〕　 〔　　〕　 〔　　〕　

標本

〔うち外国書〕 電子図書 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 〔うち外国書〕

（　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　　　　） （　　　　　）

種 〔うち外国書〕 点 点

図書 学術雑誌 機械・器具

〔　　〕　

スポーツ施設等
スポーツ施設 講堂 厚生補導施設

㎡ ㎡ ㎡

（　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　　　　） （　　　　　）
計

〔　　〕　 〔　　〕　 〔　　〕　 〔　　〕　

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

経費
の見
積り
及び
維持
方法
の概
要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

図 書 購 入 費 3,899 千円 4,613 千円 3,899 千円

共 同 研 究 費 等 247 千円 247 千円

2,034 千円

第１年次 第２年次

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 80 千円 80 千円 80 千円 80 千円 ― ―

247 千円 247 千円 ― ―

3,899 千円 3,899 千円 ― ―

設 備 購 入 費 2,318 千円 0 千円 2,318 千円 2,318 千円 2,318 千円 ― ―

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

2,107 千円

年 人 年次
人

人

2,034 千円 2,034 千円 ― ―

学生納付金以外の維持方法の概要 　私立大学経常費補助金、寄付金、雑収入 等

1,129 千円

音楽研究科　音楽専攻 1,767 千円 1,494 千円 ― ― ― ―

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

開設
年度

所　在　地

大阪府大阪市住之江区
南港中4丁目4番1

　ポーツ施設等」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

６　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

７　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

２　「新設分」及び「既設分」の備考の「大学設置基準別表第一イ」については、専門職大学にあっては「専門職大学設置基準別表第一イ」、短期大学

　にあっては「短期大学設置基準別表第一イ」，専門職短期大学にあっては「専門職短期大学設置基準別表第一イ」にそれぞれ読み替えて作成すること。

３「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

４　私立の大学の学部又は短期大学の学科の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室・教員研究室」，「図書・

　設備」及び「スポーツ施設等」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室・教員研究室」，「図書・設備」，「ス

倍

附属施設の概要 該当なし

（注）

１　共同学科の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「新設分」の欄に記入

　せず，斜線を引くこと。

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 等 の 名 称  相愛大学

音楽学部
　音楽学科

4 80 320
学士（音楽）

0.72

平成12
年度

学生１人当り
納付金

子ども教育学科

人文学科

― ―

― ―

― ― ― ―

1,403 千円 1,129 千円 1,129 千円

人文学部
　人文学科

4 105 10 440
学士（人文学）

0.84

平成25
年度

― ―

図書購入費につい
ては、電子ジャー
ナル、データベー
ス、、その他の経
費（運用コストを
含む）を含む。

管理栄養学科 1,653 千円 1,349 千円 1,349 千円 1,349 千円 ― ―

音楽学科 演奏コース

音楽学科 音楽創造コース

音楽学科 音楽文化コース

1,947 千円 1,854 千円 1,854 千円 1,854 千円

1,787 千円 1,674 千円 1,674 千円 1,674 千円

― ―
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令和７年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員 令和８年度

入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

相愛大学 相愛大学

音楽学部 音楽学部
音楽学科 80 － 320 音楽学科 80 － 320

人文学部 人文学部
人文学科 105 420 人文学科 105 － 420

10 20 10 20
人間発達学部 人間発達学部

子ども教育学科 80 － 320 子ども教育学科 0 － 0 令和８年４月学生募集停止

管理栄養学科 80 － 320 管理栄養学科 60 － 240 定員変更（△20）

音楽専攻科 12 12 音楽専攻科 12 12

357 10 1,412 257 10 1,012

令和７年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員 令和８年度

入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

相愛大学　大学院 相愛大学　大学院

音楽研究科 8 16 音楽研究科 8 16

8 16 8 16

学校法人相愛学園　設置認可等に関わる組織の移行表

計 計

計 計

基本計画書-４



 
（１）都道府県内における位置関係の図面
（２）最寄り駅からの距離、交通機関及び所要時間がわかる図面

大阪市中央区本町 4 丁目 1 番 23 号 

□2021年度以降、授業では使用せず 

＜本町学舎＞

距 離：約 13km  移動時間：約 40 分 
ニュートラム

「ポートタウン東」駅～「コスモスクエア」駅（約 7 分）

地下鉄中央線

「コスモスクエア」駅～「本町」駅（約 15 分） 

＜南港学舎＞
大阪市住之江区南港中４丁目４番１

□音楽学部

音楽学科（1～4年次）

□人文学部

人文学科（1～4 年次）

□人間発達学部

子ども発達学科（1～4 年次）

発達栄養学科（1～4 年次）

相愛
大学 

最寄り駅からの距離：約500ｍ（徒歩5分）

最寄り駅からの距離：約240ｍ（徒歩3分）

校
地
校
舎
-1



校地面積：66,663㎡
校舎面積：36,701㎡
 (大学設置基準上の「校舎面積」：31,450㎡）

（3695.240㎡）

（2844.600㎡）

（2437.560㎡）
（1817.200㎡）

（268.540㎡）

（3947.580㎡）

（1796.040㎡）
（3995.710㎡）

（3024.000㎡）

（2676.030㎡）

（3041.850㎡）

（492.240㎡）

（24.00㎡）

（4.05㎡）

大学共用部分（子ども教育学科・管理栄養学科を含む）

音楽練習棟

運動場・守衛室 等

校地面積に算入している部分

（3）校舎,運動場等の配置図
（南港学舎）

（4606.710㎡）

校
地
校
舎
-2



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相愛大学 学則 
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令和 8 年 4 月 
 

 

  



学則－1 
 

第１章 目的及び使命、自己点検・評価 

 

第１条 本学は大乗仏教特に浄土真宗の精神に基き、宗教的情操を涵養し広く知識を授けるとともに、

深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的とする。 

 

第１条の２ 本学は教育水準の向上を図り、目的及び使命を達成するため教育研究活動等の状況につい

て自ら点検及び評価を行う。 

２ 前項の点検及び評価に関する事項は別に定める。 

 

第１条の３ 本学に共通教育および教養教育の充実を図るために、共通教育センターを設ける。 

２ 共通教育センターに関する規程は別に定める。 

 

第２章 学部及び学科の組織、教育研究上の目的 

 

第２条 本学は相愛大学と称し、下記の学部及び学科を置く。 

学  部 学  科 

音 楽 学 部 音 楽 学 科 

人 文 学 部 人 文 学 科 

人間発達学部 管理栄養学科 

 

第２条の２ 前条に定める各学部・学科の教育研究上の目的は、次の通りとする。 

１. 音楽学部は、高度な音楽的技術の修得にとどまらず、宗教的情操を備え、感性豊かで優れた音楽家、

音楽教育者、音楽研究者などの専門家を養成する。同時に、音楽を愛好する音楽文化人として文化

の諸現象が社会に寄与する意義を感得し、音楽文化と産業の振興に貢献できる人材を育成すること

を目的とする。 

（１） 音楽学科は、演奏技量・教育能力・音楽教養の 3方向に拡がる領域の中で、個々の学生をそ

れぞれの資質や希望に沿って位置づけ、音楽文化の諸相において活躍できるように育成し、

その音楽人的文化力を通じて、日本の情操社会の水準向上に貢献することを目的とする。 

２．人文学部は、人文科学の分野において、総合的・学際的な教育研究を行い、現代社会に生じる諸問

題を多面的に捉え、思想・宗教的な素養をも生かして、自ら問題に立ち向かう主体性を持った人材

を育成することを目的とする。 

（１） 人文学科は、日本文学、歴史・サブカルチャー、仏教文化、心理、国際コミュニケーション、

ビジネス・社会などの分野を軸に、文化の諸相を読み解く能力と複雑化する現代社会を生き

抜く力を培い、仏教精神に基づく知情意のバランスのとれた人格を育み、他者及び異文化へ

の理解を備えた国際社会に通用する人材の育成を目的とする。 

３．人間発達学部は、生涯における心身の健全な発達を支援するための学術的研究と教育を行う。さら

に、當相敬愛という建学の精神のもとに、これらの成果を生かし、多様な社会支援能力をもつ人材

を育成し、社会への貢献を行うことを目的とする。 

（１） 管理栄養学科は、共生のこころを基本とし、地域社会の活性化による生活の質的向上を支援
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するという目標のもとに、栄養・食生活の面から心身の健康な発達を支援できる人材の育成

を目的とする。  

 

第２条の３ 本学に大学院を置く。 

２ 大学院の学則は別に定める。 

 

第３章 修業年限及び定員 

 

第３条 修業年限は 4年とする。但し在学期間は通算8年を超えることができない。 

２ 学生定員は次の通りとする。 

学  部 学    科 入学定員 編入学定員 収容定員 

音 楽 学 部 音 楽 学 科 80人  － 320人 

人 文 学 部 

人 文 学 科 105人 10人 440人 

日本文学コース （25人） － （100人） 

歴史・サブカルチャーコース （10人） － （40人） 

仏教文化コース （10人） － （40人） 

心理コース （30人） － （120人） 

国際コミュニケーションコース （15人） （5人） （70人） 

ビジネス・社会コース （15人） （5人） （70人） 

人間発達学部 管理栄養学科 60人 － 240人 

 

第４章 学年、学期、休業日 

 

第４条 学年は4月1日に始まり、翌年 3月31日に終る。 

２ 学年を分けて2学期とする。 

前期   自  4月1日  至 9月30日 

後期   自  10月 1日  至 3月31日 
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第５条 休業日は下記の通りとする。 

（１） 国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第178号）に規定する休日 

（２） 日曜日 

（３） 御 正 忌   1月16日 

（４） 降 誕 会   5月21日 

（５） 春季休業   自  3月21日  至 4月 10日 

（６） 夏季休業   自  7月11日  至 9月 10日 

（７） 冬季休業   自  12月21日  至 翌年1月10日 

２ 前項の休業日にても授業を行ない、又は時宣により休業日を変更することがある。 

 

第５章 授業科目 

 

第６条 授業科目は、共通教育科目、専門科目、教職課程科目、図書館司書課程科目、学校図書館司書

教諭課程科目とする。 

 

第７条 授業科目及びその単位数は別表第一の通りとする。 

 

第７条の２ 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併

用により行うものとする。 

２ 学長が必要と認めた場合、前項の授業は、文部科学大臣が別に定めるところにより、多様

なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

なお、これにより修得する単位数は 60 単位を超えないものとする。 

 

第６章 履修方法及び単位の認定 

 

第８条 各授業科目の単位数は１単位の授業時間を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成するこ

とを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、

次の基準により単位数を計算するものとする。 

（１） 講義及び演習は 15時間の授業をもって 1単位とする。ただし、別に定める科目については、30

時間の授業をもって 1単位とする。 

（２） 実験、実習及び実技は 30時間の授業をもって１単位とする。ただし、人間発達学部専門科目で

別に定める科目については、40時間、45時間又は60時間の授業をもって 1単位とする。 

（３） 音楽学部の個人指導による実技は５時間の授業をもって１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作、卒業演奏等の授業科目については、これ

らの学修の成果を評価して単位数を定める。 
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第９条 本学を卒業するためには４カ年以上在学し、前条の定めるところにより、下記の単位を修得し

なければならない。 

音楽学部 

         授業科目 
学 科 

共通教育科目 
専    門 
科  目 

自由選択 
科  目 

計 

音 楽 学 科 18 82 24 124 

 

人文学部 

          授業科目 
学 科 

共通教育科目 
専    門 
科  目 

自由選択 
科  目 

計 

人 文 学 科 18 80 26 124 

 

人間発達学部 

          授業科目 
学 科 

共通教育科目 
専    門 
科  目 

自由選択 
科    目 

計 

管理栄養学科 18 80 32 130 

 

２ 上表の自由選択科目とは、共通教育科目、専門科目、及び他学部・他学科専門科目の内で指定された

科目の中から自由に選択する科目をいう。 

 

第９条の２ 第3条第1項及び前条の規定にかかわらず、本学に 3カ年以上在学した者が、卒業に必要な

単位を極めて優秀な成績で修得したと教授会が認める場合は、卒業することができる。 

２ 前項の卒業に関する事項は、別に定める。 

 

第１０条 教育職員免許状を得ようとする者は、教育職員免許法及び同施行規則に規定する授業科目の単

位を修得しなければならない。 

２ 前項により取得できる免許状は下記の通りとする。 
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学  部 学   科 種  類（教 科） 

音楽専攻科 
  高校専修（音楽） 

 中学専修（音楽） 

音 楽 学 部 音 楽 学 科 
 高校一種（音楽） 
 中学一種（音楽） 

人 文 学 部 

人 文 学 科 
   日 本 文 学 コ ー ス 

 高校一種（国語） 
 中学一種（国語） 

人 文 学 科 
   仏 教 文 化 コ ー ス 

 高校一種（宗教） 
 中学一種（宗教） 

人間発達学部 管理栄養学科  栄養教諭一種 

３ 教育職員免許状を得ようとする者の中で、学校図書館司書教諭資格を得ようとするものは、文部科学

省の定める所定の授業科目の単位を修得しなければならない。  

 

第１０条の２ （削除） 

２ 人間発達学部管理栄養学科の学生で栄養士免許証及び管理栄養士国家試験受験資格を得ようとする

ものは、第9条に規定するもののほか、管理栄養士学校指定規則に規定する授業科目の単位を別表第二

の通り修得しなければならない。 

３ 本学の学生で図書館司書資格を得ようとするものは、文部科学省の定める所定の授業科目の単位を修

得しなければならない 

 

第１１条 授業科目を履修し、その試験（研究報告又は実験報告等を含む）に合格した者には、当該授業

科目所定の単位を与える。 

２ 授業科目の試験の成績は、秀・優・良・可・不可の五種の評語をもって表し、秀・優・良・可を合格

とする。その評点は次の通り定める。 

 

秀  100 点 － 90 点 

優  89 点 － 80 点 

良  79 点 － 70 点 

可  69 点 － 60 点 

不可  59 点 以下   

 

第１１条の２ 本学における授業科目の履修による単位の修得の他に、他の大学、短期大学において修得

した単位を本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことがある。また、他の教育機関

等における学修を本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることがある。 

２ 単位認定については別に定める。 
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第７章 卒業及び学位 

 

第１２条 卒業の認定は教授会の意見を聴いて、学長がこれを行う。 

 

第１３条 卒業を認定された者には、教授会の意見を聴いて、学長が学位を授与する。 

 

第１４条 本学を卒業した者には下記の学位を授与する。 

学部 学科 学位 

音 楽 学 部 音 楽 学 科 学 士 （音楽） 

人 文 学 部 人 文 学 科 学 士 （人文学） 

人間発達学部 管理栄養学科 学 士 （発達栄養学） 

 

第８章 入学、編入学、再入学、転学部・転学科、休学、復学、退学、留学、除籍 

 

第１５条 入学は毎年度の4月とする。 

２ 再入学者については、この限りではない。 

 

第１６条 本学に入学できる者は下記の各号の何れかに該当し、本学の入学選考に合格し、学長が入学を

許可した者とする。 

（１） 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者 

（２） 通常の課程による 12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当する

学校教育を修了した者を含む。） 

（３） 外国において学校教育における 12年の課程を修了した者又は、これに準ずる者で文部科学大臣

の指定したもの 

（４） 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該

課程を修了した者 

（５） 専修学校の高等課程(修業年限が 3 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基

準を満たすものに限る。)で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日

以後に修了した者 

（６） 文部科学大臣の指定した者 

（７） 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者(旧規程

による大学入学資格検定に合格した者を含む。)  

（８） その他本学において、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、18歳に達

したもの 

 

第１７条 入学志願者は規程の書式に準じ入学願書、出身学校長の調査書を提出しなければならない。  



学則－7 
 

第１８条 本学に、編入学を志望する者については、選考のうえ、学長が入学を許可する。 

２ 前項により入学できる者の資格、既修得単位の認定方法及びその他の必要な手続きは、別に定める。 

 

第１８条の２ （削除） 

 

第１８条の３ 退学者又は第 25条第 1項第 3号により除籍となった者が、再入学を願い出た場合は、選

考のうえ、学長が再入学を許可することがある。 

２ 前項による再入学に関する必要な事項は、別に定める。 

 

第１９条 入学を許可された者は宣誓書を提出し、かつ 1名の保証人を定め、保護者との連署をもって

保証書を提出しなければならない。但し、保証書については協定校の留学生はこの限りではない。 

 

第１９条の２ 保証人はよくその任に堪えられる成年で、独立して生計を営む者であって、本学において

適当と認めた者であることを要する。 

２ 保証人を変更する場合は直ちに届出なければならない。 

 

第２０条 本学に在籍している者で、他の学部、学科への移籍を志望する者がある場合、学長は転学部又

は転学科を許可することがある。 

２ 前項による転学部及び転学科に関する必要な事項は、別に定める。 

 

第２１条 病気その他の事由により休学しようとする者は、その理由を記し、保護者または保証人同意の

上、学長に願い出て、許可を得なければならない。 

２ 休学期間は半期または1年とする。ただし、事情によりさらに 1年を限度としてこれを続けることが

できるが、通算して 2年を超えることができない。 

３ 休学中の者が復学しようとする場合は、休学事由が解消となった理由を記し、学長に願い出て、許可

を得なければならない。 

４ 休学期間は所定の在学期間に算入しない。 

 

第２２条 退学しようとする者は、その理由を記し、保護者または保証人同意の上、学長に願い出て、許

可を得なければならない。 

 

第２３条 学長が教育上有益と認めたときは、休学することなく、国内外の大学に留学することを認める

ことができる。 

２ 前項による留学の期間は原則として１年以内とする。 

３ 留学期間は在学年数に算入する。 

４ 留学中に修得した授業科目単位は別に定める規程により、認定することができる。 

５ 留学に関しての詳細は別に定める。 

 

第２４条 （削除） 
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第２５条 下記の各号の一に該当する者は学籍を除く。 

（１） 第 3条第1項に規定する在学期間を超えた者 

（２） 第21条第2項に定める休学期間を終えても復学できない者 

（３） 授業料等を納付しない者 

（４） 死亡 

（５） 長期間にわたり、行方不明の者 

２ 前項第 3 号に関する規程は、別に定める。 

 

第９章 授業料その他の費用 

 

第２６条 入学志願者は検定料、入学を許可された者は入学金を納めねばならない。 

 

第２７条 授業料その他の費用は下記の通りとする。 

 音楽学部                                        （円） 

 項目 

学科（コース） 

納  付  金 

入学検定料 入学金 授業料 維持費 施設費 

入学 
年次 

音楽学科 演奏コース 35,000 350,000 1,240,000 - 460,000 

音楽学科 

 音楽文化創造コース 
35,000 350,000 1,040,000 - 340,000 

２年次 
以降 

音楽学科 演奏コース - - 1,240,000 300,000 460,000 

音楽学科 

 音楽文化創造コース 
- - 1,040,000 260,000 340,000 

 

 人文学部                                      （円） 

 項目 

学科（コース） 

納  付  金 

入学検定料 入学金 授業料 維持費 施設費 

入学 
年次 

人文学科 30,000 250,000 860,000 - 240,000 

２年次 
以降 

人文学科 - - 860,000 - 240,000 
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 人間発達学部                                      （円） 

 項目 

学科（コース） 

納  付  金 

入学検定料 入学金 授業料 維持費 施設費 

入学 
年次 

管理栄養学科 30,000 280,000 1,040,000 - 280,000 

２年次 
以降 

管理栄養学科 - - 1,040,000 - 280,000 

  

２ 上記のほか検定料、手数料その他の費用については別に定める。 

３ 資格取得に要する学外実習等の費用は、別途徴収する場合がある。 

４ 既納の入学金、授業料その他の費用は、いかなる事情があっても返還しない。ただし入学手続きを完

了した者が、定められた期日内に本学所定の「入学辞退届」を提出した場合、入学金を除く既納の授業

料等を返還する。 

 

第２８条 授業料は学生の出席の有無に拘らず学籍の存する限りこれを徴収する。但し、休学中の者に

ついては事情によりその一部又は全部を免除することができる。 

 

第１０章 賞罰 

 

第２９条 表彰に値する業績・行為があった者は、大学評議会の審議を経て学長が特にこれを表彰するこ

とがある。 

 

第３０条 学生が次の各号の一に該当すると認められる場合は、大学評議会の審議を経て学長が懲戒を行

う。 

（１） 本学の学則、その他諸規程に違反した者 

（２） 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

（３） 正当の理由がなくて出席常でない者 

（４） 学力劣等で成業の見込のないと認められる者 

（５） その他学生としての本分に反した者 

２ 懲戒は、訓告、停学及び退学とする。 

３ 懲戒の手続については、別に定める。 
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第１１章 教職員組織 

 

第３１条 本学に下記の教職員を置く。 

学   長  准 教 授  研究室助手 

副 学 長  講   師  養護職員 

学 部 長  助   教  事務職員 

教   授  助   手  司   書 

 

第３１条の２ 学長は校務を統理し、教職員を統督する。 

 

第１２章 教授会、大学評議会 

 

第３２条 本学各学部に教授会を置く。 

２ 教授会は専任の教授、准教授、講師、助教をもって構成する。 

３ （削除） 

 

第３３条 教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

（１） 学生の入学、卒業及び課程の修了 

（２） 学位の授与 

（３） 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが必要

なものとして学長が定めるもの 

２ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長その他の教授会が置かれる組織

の長がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見

を述べることができる。 

 

第３４条 教授会の運営に関する規程は別にこれを定める。 

 

第３５条 本学に大学評議会を置く。 

２ 大学評議会の構成員については、別に定める。 

 

第３６条 大学評議会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり、意見を述べるものとす

る。 

（１） 教育課程の編成等、教育に関する重要な事項で、大学評議会の意見を聴くことが必要

なものとして学長が定めるもの 

２ 大学評議会は、前項に規定するもののほか、学長がつかさどる教育研究に関する事項につ

いて審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができる。 

 

第３７条 大学評議会に関する規程は別にこれを定める。 

 

第１３章 専攻科 
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第３８条 本学に次の専攻科を置く。 

     音楽専攻科 

 

第３９条 専攻科は、深く専門の学芸を教授研究し、その高度な専門技術をもって音楽文化の発展に寄与

することを目的とする。 

 

第４０条 専攻科の修業年限は、1年とする。 

２ 専攻科には、2年を超えて在学することはできない。 

 

第４１条 専攻科に置く専攻、研究分野及びその収容定員は、次表のとおりとする。 

 

専 攻 研 究 分 野 収容定員 

作曲専攻  作曲・音楽学・音楽療法 2名 

声楽専攻  声楽 3名 

器楽専攻 
 ピアノ・オルガン・創作演奏・ 
 管弦打古楽器 7名 

 

第４２条 専攻科の教育は、授業科目の授業及び修了演奏（又は修了研究）等に対する指導によって行う

ものとする。 

２ 各研究分野別の授業科目の種別及び単位数、並びに履修方法は、別表第三に定める通りとする。 

 

第４３条 専攻科の修了の要件は、当該専攻に 1年以上在学し、各研究分野の定める所定の授業科目につ

いて30単位以上を修得することとする。 

２ 前項により専攻科を修了した者には、修了証書を授与する。 

 

第４４条 専攻科に入学することのできる者は、次のとおりとする。 

（１） 大学を卒業した者 

（２） 当該専攻において、大学を卒業した者と同等以上の学力・技量があると認められた者 

２ 入学志願者は、入学願書に所定の書類を添えて提出しなければならない。 

３ 入学志願者に対しては、実技試験又は学力試験を行い、入学を許可すべき者を決定する。 
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第４５条 専攻科の授業料その他の費用は下記の通りとする。 

                                           （円） 

項目 納  付  金 

入学検定料 入学金 授業料 維持費 施設費 

音楽専攻科 35,000 250,000 640,000 - 180,000 

 

２ 本学卒業生が入学する場合は、入学金を半額とする。 

３ 既納の納付金は如何なる事情あるもこれを返付しない。 

 

第４６条 専攻科に関し、本章に定める以外の事項は本学則の定めるところによる。 

 

第１４章 図書館 

 

第４７条 本学に図書館を設ける。 

２ 図書館に関する規程は別にこれを定める。 

 

第１５章 厚生保健施設 

 

第４８条 本学に厚生保健施設を設ける。 

２ 厚生保健の施設に関する規程は別にこれを定める。 

 

第１６章 外国人留学生、科目等履修生 

 

第４９条 外国人で、大学において教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志願する者があると

きは、選考のうえ、学長は外国人留学生として入学を許可することがある。 

２ 外国人留学生の授業科目及び単位数は、第 7条に規定する別表第一の通りとする。 

３ 外国人留学生に関する規程は別にこれを定める。 

  

第４９条の２ 本学の授業科目の履修を願い出た者は教授会の意見を聴いて、学長が科目等履修生とし

て入学を許可することがある。 

２ 科目等履修生に関する規程は別にこれを定める。 

 

第１７章 公開講座 

 

第５０条 本学は公開講座を開設することがある。 

２ 公開講座に関する規程は別にこれを定める。 
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第１８章 学生寮 

 

第５１条 本学に学生寮を設ける。 

２ 学生寮に関する規程は別にこれを定める。 

 

第１９章 附属研究・教育機関 

 

第５２条 本学に附属研究・教育機関として次のものをおく。 

（１） 相愛大学総合研究センター 

（２） 相愛オーケストラ 

（３） 相愛大学附属音楽教室 

２ 附属研究・教育機関の規程については、別にこれを定める。 

 

附 則  

1. 昭和33年 1月10日  文部省認可 

2. 昭和33年 4月 1日 施行 

3. 昭和35年 4月 1日 改正 

4. 昭和36年 4月 1日 改正 

5. 昭和38年 4月 1日 改正 

6. 昭和45年 4月 1日 改正 

7. 昭和50年 4月 1日 改正 

8. 昭和51年 4月 1日 改正 

9. 昭和52年 4月 1日 改正 

10. 昭和53年 4月 1日 改正 

11. 昭和54年 4月 1日 改正 

12. 昭和55年 4月 1日 改正 

13. 昭和56年 4月 1日 改正 

14. 昭和57年 4月 1日 改正 

15. 昭和58年 4月 1日 改正 

16. 昭和59年 4月 1日 改正 

17. 昭和60年 4月 1日 改正 

18. 昭和61年 4月 1日 改正 

19. 昭和62年 4月 1日 改正 

20. 昭和63年 4月 1日 改正 

21. 平成元年 4月 1日 改正 

22. 平成 2年 4月 1日 改正 

23. 平成 3年 4 月 1日 改正 

24. 平成 4年 2 月 1日 改正 

25. 平成 4年 4月 1日 改正 

26. 平成 5年 4月 1日 改正 
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27. 平成 6年 4月 1日 改正 

28. 平成 7年 4月 1日  改正 

29. 平成 8年 4月 1日  改正 

30. 平成11年 4月 1日 改正 

31. 平成12年 4月 1日  改正 

32. 平成13年 4月 1日 改正 

33. 平成14年 4月 1日 改正 

34. 平成15年 4月 1日 改正 

35. 平成16年 4月 1日 改正 

36. 平成17年 4月 1日 改正 

37. 平成18年 4月 1日 改正 

38. 平成19年 4月 1日 改正 

39. 平成20年 4月 1日 改正 

附 則 

1. 第 7条別表第一「子ども発達学科専門科目」については、平成 19年度入学生より適用する。 

2. 第49条については、平成 18年度入学生より適用する。 

40. 平成21年4月1日 改正 

附 則 

1. 第 8条については、平成 18年度入学生より適用する。 

41. 平成21年 8月24日 改正 

42. 平成22年 4月 1日 改正 

43. 平成23年 4月 1日 改正 

附 則 

1. この改正学則は、平成 23年 4月1日より施行する。 

2. 平成22年度以前に入学した学生については、第 18条の 2を除き、なお従前の学則による。 

3. 平成23年度からの音楽学部、人文学部の収容定員は、第 3条第2項の規定にかかわらず次の通

りとする。 
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学 部・学 科 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 

音
楽
学
部 

音 楽 学 科 480人 480人 480人 480人 

音楽マネジメント学科 50人 100人 150人 200人 

人
文
学
部 

日 本 文 化 学 科 300人 280人 260人 240人 

仏 教 文 化 学 科 60人 120人 180人 240人 

文 化 交 流 学 科 60人 120人 190人 260人 

英 米 文 化 学 科 70人 －人 －人 －人 

人 間 心 理 学 科 240人 160人 80人 －人 

社会デザイン学科 180人 120人 60人 －人 

4. 人文学部英米文化学科、人間心理学科、社会デザイン学科は、第 3条第 2項の規定にかかわら

ず平成23年3月 31日に在学する者が、在学しなくなるまで存続する。 

44. 平成24年 4月 1日 改正 

附 則 

1. この改正学則は、平成 24年 4月1日より施行する。 

2. 平成23年度以前に入学した学生については、別表第一「図書館司書課程科目」を除き、なお従前

の学則による。 

45. 平成25年 4月 1日 改正 

附 則 

1. この改正学則は、平成 25年 4月1日より施行する。 

2. 平成24年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 

3. 平成25年度からの人文学部の収容定員は、第 3条第2項の規定にかかわらず次の通りとす

る。 

学 部・学 科 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

人
文
学
部 

人 文 学 科 90人 180人 270人 360人 

日本 文化学科 200人 120人 60人 －人 

仏教 文化学科 120人  120人  60人 －人 

文化 交流学科 130人 140人 70人 －人 

人間 心理学科 80人 －人 －人 －人 

社会デザイン学科 60人 －人 －人  －人 

4. 人文学部日本文化学科、仏教文化学科、文化交流学科、人間心理学科、社会デザイン学科は、第



学則－16 
 

3条第 2項の規定にかかわらず平成 25年 3月 31日に在学する者が、在学しなくなるまで存続

する。 

46. 平成26年 4月 1日 改正 

附 則 

1. この改正学則は、平成 26年 4月1日より施行する。 

2. 平成25年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 

3. 平成26年度からの音楽学部、人間発達学部の収容定員は、第 3条第 2項の規定にかかわらず

次の通りとする。 

学 部・学 科 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

音
楽
学
部 

音楽学科 460人 440人 420人 400人 

音楽マネジメント学科 200人 200人 200人 200人 

人
間
発
達
学
部 

子ども発達学科 400人 400人 400人 400人 

発達栄養学科 380人 360人 340人 320人 

 

47. 平成27年4月1日 改正  

 附 則 

1. この改正学則は、平成 27年 4月1日より施行する。 

2. 平成26年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 

3. 平成27年度からの人間発達学部の収容定員は、第 3条第 2項の規定にかかわらず次の通りと

する。 

学 部・学 科 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

人
間
発
達
学
部 

子ども発達学科 380人 360人 340人 320人 

発達 栄養学科 360人 340人 320人 320人 

 

48. 平成28年4月1日 改正  

附 則 

1. この改正学則は、平成 28年 4月1日より施行する。 

2. 平成27年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 

49. 平成29年4月1日 改正  

附 則 

1. この改正学則は、平成 29年 4月1日より施行する。 

2. 平成28年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 

3. 平成29年度からの音楽学部の収容定員は、第 3条第2項の規定にかかわらず次の通りとす
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る。 

学 部・学 科 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 

音
楽
学
部 

音 楽 学 科 400人 400人 400人 400人 

音楽マネジメント学科 170人 140人 110人 80人 

 

50. 平成30年4月1日 改正 

附 則 

1. この改正学則は、平成 30年 4月1日より施行する。 

2. 平成29年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 

3. 平成30年度からの音楽学部の収容定員は、第 3条第2項の規定にかかわらず次の通りとす

る。 

学 部・学 科 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 

音
楽
学
部 

音 楽 学 科 400人 400人 400人 400人 

音楽マネジメント学科 120人 70人 20人 －人 

4. 音楽学部音楽マネジメント学科は、第 2条、第2条の2、第 3条第2項、第 9条、第14条、第

27条の規定にかかわらず平成 30年 3月31日に在学する者が、在学しなくなるまで存続する。 

51. 平成31年4月1日 改正 

附 則 

1. この改正学則は、平成 31年 4月1日より施行する。 

2. 平成30年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 

52. 令和2年 4月 1日 改正 

附 則 

1. この改正学則は、令和 2年4月1日より施行する。 

2. 令和元（平成31）年度以前に入学した学生については、第 9条の 2を除き、なお従前の学則に

よる。 

53. 令和 3 年 4 月 1 日 改正 

附 則 

1. この改正学則は、令和 3 年 4 月 1 日より施行する。 

2. 令和 2 年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 

3. 第 7 条の 2 については、令和 2 年度以前に入学した学生に遡及適用する。 

4. 第 7 条別表第一の人間発達学部子ども発達学科専門科目については、平成 31 年度及

び令和 2 年度に入学した学生に遡及適用する。 
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54. 令和 4 年 4月1日 改正 

附 則 

1. この改正学則は、令和 4 年 4月 1日より施行する。 

2. 令和 3 年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 

3. 令和4年度からの音楽学部および人文学部の収容定員は、第 3条第 2項の規定にかかわらず次

の通りとする。 

学部 学科 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

音楽学部 音楽学科 380人 360人 340人 320人 

人文学部 人文学科 385人 410人 425人 440人 

 

55. 令和 4 年 9 月 15 日 改正 

56. 令和 5 年 4 月 1 日 改正 

附 則 

1. この改正学則は、令和 5 年 4 月 1 日より施行する。 

2. 令和4年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 

57. 令和 6 年 4 月 1 日 改正 

附 則 

1. この改正学則は、令和 6 年 4 月 1 日より施行する。 

2. 令和5年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 

58. 令和 7 年 4 月 1 日 改正 

附 則 

1. この改正学則は、令和 7 年 4 月 1 日より施行する。 

2. 令和6年度以前に入学した学生については、第 21条、第22条、第25条を除き、なお従前の

学則による。 

59. 令和 8 年 4 月 1 日 改正 

附 則 

1. この改正学則は、令和 8年4月1日より施行する。 

2. 令和7年度以前に入学した学生については、なお従前の学則による。 

3. 令和8年度からの人間発達学部の収容定員は、第 3条第 2項の規定にかかわらず次の通りとす

る。 

学 部・学 科 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 

人
間
発
達
学
部 

子ども教育学科 240人 160人 80人 0人 

管理栄養学科 300人 280人 260人 240人 

4. 人間発達学部子ども教育学科は、第 2条、第 2条の2、第 3条第2項、第 9条、第14条、第27

条の規定にかかわらず令和8年3月 31日に在学する者が、在学しなくなるまで存続する。 



別表第一（第７条関係）

共通教育科目

必修 選択
當相敬愛と浄土真宗Ⅰ 2 1 講義 半期

仏教思想と現代 2 2 講義 半期

大学と社会 2 1･2･3･4 講義 半期

當相敬愛と浄土真宗Ⅱ 2 4 演習 半期

生涯学習概論 2 1･2･3･4 講義 半期

人権教育 2 1･2･3･4 講義 半期

社会生活と安全 2 1･2･3･4 講義 半期
市民性(シティズンシップ)育成論 2 1･2･3･4 講義 半期

共生社会論 2 1･2･3･4 講義 半期

現代社会とリテラシー 2 1･2･3･4 講義 半期

食と健康 2 1･2･3･4 講義 半期

生活文化を知る 2 1･2･3･4 講義 半期

図書館概論 2 1･2･3･4 講義 半期

音楽の楽しみ 2 1･2･3･4 講義 半期
異文化を知る（海外研修実践） 2 1･2･3･4 実習 集中

文学概論 2 1･2･3･4 講義 半期

心理学概論 2 1･2･3･4 講義 半期

歴史学概論 2 1･2･3･4 講義 半期

倫理学概論 2 1･2･3･4 講義 半期

日本国憲法 2 1･2･3･4 講義 半期

教育原論 2 1･2･3･4 講義 半期

経済学概論 2 1･2･3･4 講義 半期

法と社会 2 1･2･3･4 講義 半期

生活の中の数学 2 1･2･3･4 講義 半期

科学史概論 2 1･2･3･4 講義 半期

生活の中の医学 2 1･2･3･4 講義 半期

キャリアデザイン 2 1 演習 半期

インターンシップ 2 2 演習 半期

情報処理演習Ａ 2 1 演習 半期

情報処理演習Ｂ 2 1 演習 半期

健康科学 2 2 講義 半期

健康とスポーツ実技 1 1 実技 半期

生涯健康とスポーツ実技 1 2 実技 半期

英会話Ⅰ 2 1 演習 半期

英会話Ⅱ 2 1 演習 半期

英語Ⅰ 2 1 演習 半期

英語Ⅱ 2 1 演習 半期

ドイツ語Ⅰ 2 1 演習 半期

ドイツ語Ⅱ 2 1 演習 半期

イタリア語Ⅰ 2 1 演習 半期

イタリア語Ⅱ 2 1 演習 半期

フランス語Ⅰ 2 1 演習 半期

フランス語Ⅱ 2 1 演習 半期

中国語Ⅰ 2 1 演習 半期

中国語Ⅱ 2 1 演習 半期

ステップアップ英語Ａ 1 1･2･3･4 演習 半期

ステップアップ英語Ｂ 1 1･2･3･4 演習 半期

ステップアップ英語Ｃ 1 1･2･3･4 演習 半期

ステップアップ英語Ｄ 1 1･2･3･4 演習 半期

日本語会話Ａ 2 1 演習 半期

日本語会話Ｂ 2 1 演習 半期

日本語Ａ 2 1 演習 半期

日本語Ｂ 2 1 演習 半期

日本語Ｃ 1 2 演習 半期

日本語Ｄ 1 2 演習 半期

履修条件・卒業要件単位

人 間 発 達 学 部

基
礎
科
目 4単位以上 4単位以上 4単位以上

区分 期間
人　文　学　部

授　業　科　目　名
単位数

年次 形態
履修条件・卒業要件単位

音　楽　学　部

履修条件・卒業要件単位

教
養
科
目

複
合
領
域

人
文

自
然

社
会

4単位以上 4単位以上 4単位以上

建
学
の
精
神

　留学生のみ 　留学生のみ 　留学生のみ

4単位以上 4単位以上

合　　　　　　計 18単位以上 18単位以上 18単位以上

※年次欄の「1･2･3･4」は、いずれの学年からでも履修できる科目を示す。

ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ス
キ
ル

キ
ャ

リ

ア

情
報

健
康

語
学

4単位以上
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音楽学部音楽学科専門科目（学科共通）

声 ピ 創 オ 管弦打 古 作 音 療 AP 声 ピ 管弦打

音楽キャリアデザイン 2 1 講義 半期 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

音楽総合研究Ａ 2 1 演習 集中 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

西洋音楽史（中世・ルネッサンス・バロック） 2 2 講義 半期 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ★

西洋音楽史（古典派・ロマン派） 2 2 講義 半期 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ★

アートマネジメント概論 2 3 講義 半期 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

合唱Ⅰ 2 1 演習 半期 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

音楽基礎演習Ⅰ 1 1 演習 半期

音楽基礎演習Ⅱ 1 1 演習 半期

和声法基礎演習Ⅰ 1 1 演習 半期 △ △ △

和声法基礎演習Ⅱ 1 1 演習 半期 △ △ △

和声法演習Ⅰ 1 1 演習 半期 ● ● ● ● ● ● △ △ △ ● ● ●

和声法演習Ⅱ 1 1 演習 半期 ● ● ● ● ● ● △ △ △ ● ● ●

楽式論 2 2 講義 半期 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ソルフェ－ジュ基礎Ⅰ 1 1 演習 半期 ◇ ◇ ◇

ソルフェ－ジュ基礎Ⅱ 1 1 演習 半期 ◇ ◇ ◇

ソルフェ－ジュⅠ 1 1 演習 半期 ● ● ● ● ● ● ● ◇ ◇ ◇ ● ● ●

ソルフェ－ジュⅡ 1 1 演習 半期 ● ● ● ● ● ● ● ◇ ◇ ◇ ● ● ●

副科ピアノⅠ 2 1 実技 通年 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

副科ピアノⅡ 2 2 実技 通年 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

22
単
位
以
上

18
単
位
以
上

18
単
位
以
上

22
単
位
以
上

22
単
位
以
上

18
単
位
以
上

20
単
位
以
上

22
単
位
以
上

22
単
位
以
上

22
単
位
以
上

22
単
位
以
上

18
単
位
以
上

22
単
位
以
上

真宗礼拝音楽 1 1 演習 半期 ● ● ★

真宗礼拝音楽実習 1 1 実習 集中 ● ● ★

西洋音楽史各論Ａ 2 3 講義 半期

西洋音楽史各論Ｂ 2 3 講義 半期

音楽総合研究Ｂ 2 2 演習 集中

合唱Ⅱ 2 1 演習 半期

音楽心理学 2 2 講義 半期

音楽美学 2 3 講義 半期 ★

音楽社会学 2 3 講義 半期 ★

音楽著作権 2 3 講義 半期 ★

アレクサンダー・テクニック 2 2 演習 半期

副科ピアノⅢ 1 3 実技 半期

副科ピアノⅣ 1 3 実技 半期

副科ピアノⅤ 1 4 実技 半期

副科ピアノⅥ 1 4 実技 半期

副科声楽Ⅰ 2 2 実技 通年

副科声楽Ⅱ 1 3 実技 半期

副科声楽Ⅲ 1 3 実技 半期

副科管弦打古楽器Ⅰ 1 3 実技 半期

副科管弦打古楽器Ⅱ 1 3 実技 半期

副科オルガンⅠ 1 3 実技 半期

副科オルガンⅡ 1 3 実技 半期

和声法演習Ⅲ 1 2 演習 半期

和声法演習Ⅳ 1 2 演習 半期

ソルフェ－ジュⅢ 1 2 演習 半期

ソルフェ－ジュⅣ 1 2 演習 半期

対位法 2 3 演習 半期

楽曲分析 2 2 講義 半期

室内楽Ⅰ 2 2 実技 集中

室内楽Ⅱ 2 3 実技 集中

室内楽Ⅲ 2 4 実技 集中

特別研究ⅠＡ 3 3 実技 半期

特別研究ⅠＢ 3 3 実技 半期

特別研究ⅡＡ 3 4 実技 半期

特別研究ⅡＢ 3 4 実技 半期

海外研修事前・事後指導 1 1 演習 集中

海外研修Ⅰ 2 1 実習 集中

海外研修Ⅱ 2 2 実習 集中

日本音楽史 2 3 講義 半期 ★

諸民族の音楽 2 2 講義 半期 ★

管弦楽概説 2 3 講義 半期

指揮法Ⅰ 2 3 演習 半期

指揮法Ⅱ 2 3 演習 半期

伴奏法演習 2 3 演習 半期

作・編曲法Ａ 2 3 演習 半期

作・編曲法Ｂ 2 3 演習 半期

器楽合奏 1 2 演習 半期 ★

雅楽Ⅰ 1 1 演習 半期 ★

雅楽Ⅱ 1 1 演習 半期 ★

地歌・箏曲Ⅰ 1 1 演習 半期 ★

地歌・箏曲Ⅱ 1 1 演習 半期 ★

近世歌謡 1 2 演習 半期 ★

学
科
共
通
科
目

備考演奏コース 文化創造コース 特別演奏コース区分

学
科
基
礎
科
目

学科基礎科目　卒業要件単位

学
科
応
用
科
目

演
奏
関
連
科
目

音
楽
教
育
関
連
科
目

学
科
展
開
科
目

年次 形態

学
科
共
通
科
目

履　修　条　件

期間授業科目名 単位数
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音楽学部音楽学科専門科目（学科共通）

声 ピ 創 オ 管弦打 古 作 音 療 AP 声 ピ 管弦打

常磐津Ⅰ 1 2 演習 半期 ★

常磐津Ⅱ 1 2 演習 半期 ★

コレギウム・ムジクムⅠ 1 1 演習 半期 ★

コレギウム・ムジクムⅡ 1 1 演習 半期 ★

キーボード・ハーモニーＡ 1 3 演習 半期

キーボード・ハーモニーＢ 1 3 演習 半期

コミュニケーションと交渉術 2 1 演習 半期

キャリアアップ研究 2 1 演習 半期

プレゼンテーション 2 2 講義 半期

現代日本の音楽カルチャー 2 2 講義 半期 ★
コンピュータ・ミュージック（ノーテーション） 2 2 演習 半期
コンピュータ・ミュージック（エディット） 2 2 演習 半期

音楽教室の運営 2 4 演習 半期

音楽とライブラリ構築 2 3 演習 半期 ★

映像と音楽と放送 2 3 講義 半期 ★

音楽文化論 2 3 講義 半期

音楽メディア論 2 3 講義 半期

42
単
位
以
上

38
単
位
以
上

38
単
位
以
上

42
単
位
以
上

42
単
位
以
上

38
単
位
以
上

40
単
位
以
上

42
単
位
以
上

42
単
位
以
上

42
単
位
以
上

42
単
位
以
上

38
単
位
以
上

42
単
位
以
上

備考欄の、★印は全学への開放科目を示す。

音
楽
教
育
関
連
科
目

学
科
共
通
科
目

学
科
展
開
科
目

キ
ャ

リ
ア
関
連
科
目

履修条件欄の、声＝声楽、ピ＝ピアノ、創＝創作演奏、オ＝オルガン、管弦打＝管弦打楽器、古＝古楽器、作＝作曲、音＝音楽学、
療＝音楽療法、AP＝アートプロデュースを示す。

また、●印は「必修科目」、△印・◇印はそれぞれ「2科目以上選択必修科目」、無印は「選択科目」、／線は「配当せず」を示す。

学科応用科目/学科展開科目　卒業要件単位 20単位以上

学科共通科目　卒業要件単位

履　修　条　件
備考演奏コース 文化創造コース 特別演奏コース授業科目名 単位数 期間年次 形態区分
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音楽学部音楽学科専門科目（演奏コース）

　　 単位数

必修 選択

専攻実技Ⅰ 3 1 実技 半期

専攻実技Ⅱ 3 1 実技 半期

専攻実技Ⅲ 3 2 実技 半期

専攻実技Ⅳ 3 2 実技 半期

専攻実技Ⅴ 3 3 実技 半期

専攻実技Ⅵ 3 3 実技 半期

専攻実技Ⅶ 3 4 実技 半期

専攻実技Ⅷ 3 4 実技 半期

イタリア歌曲研究Ⅰ 2 1 演習 半期

イタリア歌曲研究Ⅱ 2 1 演習 半期

日本歌曲研究Ⅰ 2 1 演習 半期

日本歌曲研究Ⅱ 2 1 演習 半期

オラトリオ・カンタ－タ研究Ⅰ 2 3 演習 半期

オラトリオ・カンタ－タ研究Ⅱ 2 3 演習 半期

オペラ演習Ⅰ 2 3 演習 半期

オペラ演習Ⅱ 2 3 演習 半期

オペラ演習Ⅲ 2 4 演習 半期

オペラ演習Ⅳ 2 4 演習 半期

ミュージカル演習Ⅰ 2 3 演習 半期 ☆

ミュージカル演習Ⅱ 2 3 演習 半期 ☆

ドイツ歌曲研究Ⅰ 2 2 演習 半期

ドイツ歌曲研究Ⅱ 2 2 演習 半期

フランス歌曲研究Ⅰ 2 3 演習 半期

フランス歌曲研究Ⅱ 2 3 演習 半期

童謡・唱歌研究 2 1 演習 半期 ☆

演唱法 2 1 演習 半期

イタリア語会話Ａ 2 2 演習 半期 ☆

イタリア語会話Ｂ 2 2 演習 半期 40単位以上 ☆

専攻実技Ⅰ 3 1 実技 半期

専攻実技Ⅱ 3 1 実技 半期

専攻実技Ⅲ 3 2 実技 半期

専攻実技Ⅳ 3 2 実技 半期

専攻実技Ⅴ 3 3 実技 半期

専攻実技Ⅵ 3 3 実技 半期

専攻実技Ⅶ 3 4 実技 半期

専攻実技Ⅷ 3 4 実技 半期

伴奏法Ⅰ 4 3 演習 通年 演奏課程のみ配当

伴奏法Ⅱ 4 4 演習 通年 演奏課程のみ配当

伴奏法Ⅰ 4 3 演習 通年 指導者課程のみ配当

伴奏法Ⅱ 4 4 演習 通年 指導者課程のみ配当

ピアノ音楽史Ａ 2 2 講義 半期 ☆

ピアノ音楽史Ｂ 2 2 講義 半期 ☆

ピアノ室内楽Ⅰ 4 3 演習 通年

ピアノ室内楽Ⅱ 4 4 演習 通年

ピアノ教授法Ａ 2 3 講義 半期 ☆

ピアノ教授法Ｂ 2 3 講義 半期 ☆

リトミックＡ 2 2 演習 半期 ☆

リトミックＢ 2 2 演習 半期 ☆

電子オルガンⅠ 2 2 実技 通年 ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽ、演奏課程のみ配当

電子オルガンⅠ 2 2 実技 通年 指導者課程のみ配当

電子オルガンⅡ 2 3 実技 通年

演奏研究Ａ 1 2 演習 集中 ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽ課程のみ配当

演奏研究Ｂ 1 2 演習 集中 ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽ課程のみ配当

演奏研究Ｃ 1 3 演習 集中 ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽ課程のみ配当

演奏研究Ｄ 1 3 演習 集中 ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽ課程のみ配当

演奏研究Ｅ 1 4 演習 集中 ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽ課程のみ配当

演奏研究Ｆ 1 4 演習 集中 ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽ課程のみ配当

アンサンブル演習ⅠＡ 2 1 演習 半期 ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽ課程のみ配当

アンサンブル演習ⅠＢ 2 1 演習 半期 ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽ課程のみ配当

アンサンブル演習ⅡＡ 2 2 演習 半期 ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽ課程のみ配当

アンサンブル演習ⅡＢ 2 2 演習 半期 ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽ課程のみ配当

アンサンブル演習ⅢＡ 2 3 演習 半期 ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽ課程のみ配当

アンサンブル演習ⅢＢ 2 3 演習 半期 ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽ課程のみ配当

アンサンブル演習ⅣＡ 2 4 演習 半期 ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽ課程のみ配当

アンサンブル演習ⅣＢ 2 4 演習 半期 ｱﾄﾞｳﾞｧﾝｽ課程のみ配当

指導基礎演習 4 1 演習 通年 指導者課程のみ配当

ピアノ教材研究 2 3 演習 半期 指導者課程のみ配当

ピアノ指導法研究 2 3 演習 半期 指導者課程のみ配当 44単位以上

卒業要件単位 備考

演
　
奏
　
コ
　
ー

　
ス

声
楽
 
専
門
科
目

学科専門科目　卒業要件単位 82単位以上

ピ
ア
ノ
専
門
科
目

学科専門科目　卒業要件単位 82単位以上

区分 授業科目名 年次 形態 期間 履修条件
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音楽学部音楽学科専門科目（演奏コース）

　　 単位数

必修 選択
卒業要件単位 備考区分 授業科目名 年次 形態 期間 履修条件

専攻実技Ⅰ 3 1 実技 半期

専攻実技Ⅱ 3 1 実技 半期

専攻実技Ⅲ 3 2 実技 半期

専攻実技Ⅳ 3 2 実技 半期

専攻実技Ⅴ 3 3 実技 半期

専攻実技Ⅵ 3 3 実技 半期

専攻実技Ⅶ 3 4 実技 半期

専攻実技Ⅷ 3 4 実技 半期

創作演奏基礎演習 2 1 演習 半期

制作演習Ⅰ 2 1 演習 半期

アナリーゼ演習 2 2 演習 半期

制作演習Ⅱ 2 2 演習 半期

サウンド制作演習 2 3 演習 半期

スコア制作演習 2 3 演習 半期

作品研究Ⅰ 2 4 演習 半期

作品研究Ⅱ 2 4 演習 半期

副科実技Ⅰ 2 1 実技 通年

副科実技Ⅱ 2 2 実技 通年

副科研究Ⅰ 2 3 実技 通年

副科研究Ⅱ 2 4 実技 通年

アンサンブルⅠＡ 2 3 演習 半期

アンサンブルⅠＢ 2 3 演習 半期

アンサンブルⅡＡ 2 4 演習 半期

アンサンブルⅡＢ 2 4 演習 半期 44単位以上

専攻実技Ⅰ 3 1 実技 半期

専攻実技Ⅱ 3 1 実技 半期

専攻実技Ⅲ 3 2 実技 半期

専攻実技Ⅳ 3 2 実技 半期

専攻実技Ⅴ 3 3 実技 半期

専攻実技Ⅵ 3 3 実技 半期

専攻実技Ⅶ 3 4 実技 半期

専攻実技Ⅷ 3 4 実技 半期

オルガン基礎理論ⅠＡ 2 1 演習 半期 ☆

オルガン基礎理論ⅠＢ 2 1 演習 半期 ☆

オルガン基礎理論ⅡＡ 2 2 演習 半期

オルガン基礎理論ⅡＢ 2 2 演習 半期

オルガン基礎理論ⅢＡ 2 3 演習 半期

オルガン基礎理論ⅢＢ 2 3 演習 半期

オルガン基礎理論ⅣＡ 2 4 演習 半期

オルガン基礎理論ⅣＢ 2 4 演習 半期 40単位以上

専攻実技Ⅰ 3 1 実技 半期
専攻実技Ⅱ 3 1 実技 半期

専攻実技Ⅲ 3 2 実技 半期

専攻実技Ⅳ 3 2 実技 半期

専攻実技Ⅴ 3 3 実技 半期

専攻実技Ⅵ 3 3 実技 半期

専攻実技Ⅶ 3 4 実技 半期

専攻実技Ⅷ 3 4 実技 半期

オーケストラＡ 2 1 演習 半期

オーケストラＢ 2 1 演習 半期

オーケストラＣ 2 2 演習 半期

オーケストラＤ 2 2 演習 半期

オーケストラＥ 2 3 演習 半期

オーケストラＦ 2 3 演習 半期

オーケストラＧ 2 4 演習 半期

オーケストラＨ 2 4 演習 半期

管弦打楽器アンサンブル演習Ａ 1 1 演習 半期

管弦打楽器アンサンブル演習Ｂ 1 1 演習 半期

管弦打楽器アンサンブル演習Ｃ 1 2 演習 半期

管弦打楽器アンサンブル演習Ｄ 1 2 演習 半期

管弦打楽器アンサンブル演習Ｅ 1 3 演習 半期

管弦打楽器アンサンブル演習Ｆ 1 3 演習 半期

管弦打楽器アンサンブル演習Ｇ 1 4 演習 半期

管弦打楽器アンサンブル演習Ｈ 1 4 演習 半期

弦楽器指導法Ａ 2 3 演習 半期

弦楽器指導法Ｂ 2 3 演習 半期

アンサンブル指導法実習 1 3 実習 半期

オーケストラインターンシップ特別研究Ａ 1 3 実技 集中

オーケストラインターンシップ特別研究Ｂ 1 3 実技 集中

オーケストラインターンシップ特別実習Ａ 1 3 実習 集中
オーケストラインターンシップ特別実習Ｂ 1 3 実習 集中 40単位以上
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学科専門科目　卒業要件単位 82単位以上
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音楽学部音楽学科専門科目（演奏コース）

　　 単位数

必修 選択
卒業要件単位 備考区分 授業科目名 年次 形態 期間 履修条件

学科専門科目　卒業要件単位 82単位以上
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音楽学部音楽学科専門科目（演奏コース）

　　 単位数

必修 選択
卒業要件単位 備考区分 授業科目名 年次 形態 期間 履修条件

専攻実技Ⅰ 3 1 実技 半期

専攻実技Ⅱ 3 1 実技 半期

専攻実技Ⅲ 3 2 実技 半期

専攻実技Ⅳ 3 2 実技 半期

専攻実技Ⅴ 3 3 実技 半期

専攻実技Ⅵ 3 3 実技 半期

専攻実技Ⅶ 3 4 実技 半期

専攻実技Ⅷ 3 4 実技 半期

鍵盤実技Ⅰ 2 1 実技 通年

鍵盤実技Ⅱ 2 2 実技 通年

鍵盤実技Ⅲ 2 3 実技 通年

鍵盤実技Ⅳ 2 4 実技 通年

古楽器研究Ⅰ 2 1 演習 半期 ☆

古楽器研究Ⅱ 2 1 演習 半期 ☆

古楽器研究Ⅲ 2 2 演習 半期

古楽器研究Ⅳ 2 2 演習 半期

古楽器研究Ⅴ 2 3 演習 半期

古楽器研究Ⅵ 2 3 演習 半期

古楽器研究Ⅶ 2 4 演習 半期

古楽器研究Ⅷ 2 4 演習 半期 44単位以上

備考欄の、☆印は音楽学科内への開放科目を示す。
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学科専門科目　卒業要件単位 82単位以上
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音楽学部音楽学科専門科目（音楽文化創造コース）

　　 単位数

必修 選択

作曲演習I 2 1 演習 半期 ☆

作曲演習Ⅱ 2 1 演習 半期 ☆

作曲実技I 3 2 実技 半期

作曲実技Ⅱ 3 2 実技 半期

作曲実技Ⅲ 3 3 実技 半期

作曲実技Ⅳ 3 3 実技 半期

作曲実技Ⅴ 3 4 実技 半期

作曲実技Ⅵ 3 4 実技 半期

作曲理論I 2 1 実技 半期

作曲理論Ⅱ 2 1 実技 半期

作曲理論Ⅲ 2 2 実技 半期

作曲理論Ⅳ 2 2 実技 半期

作曲理論Ⅴ 2 3 実技 半期

作曲理論Ⅵ 2 3 実技 半期

作曲リレーションワーク 2 1 演習 半期

管弦楽法 2 1 演習 半期 ☆

現代音楽概説Ａ 2 2 講義 半期 ☆

現代音楽概説Ｂ 2 2 講義 半期 ☆

ポピュラー・ミュージック概説Ａ 2 2 講義 半期 ☆

ポピュラー・ミュージック概説Ｂ 2 2 講義 半期 ☆

音響学Ａ 2 1 講義 半期 ☆

音響学Ｂ 2 1 講義 半期 ☆

音楽情報処理Ａ 2 2 演習 半期

音楽情報処理Ｂ 2 2 演習 半期 42単位以上

音楽学概説Ａ 2 1 講義 半期

音楽学概説Ｂ 2 1 講義 半期

音楽構造研究ⅠＡ 2 1 演習 半期 ☆

音楽構造研究ⅠＢ 2 1 演習 半期 ☆

音楽構造研究ⅡＡ 2 2 演習 半期

音楽構造研究ⅡＢ 2 2 演習 半期

音楽学基礎研究Ａ 2 2 講義 半期 ☆

音楽学基礎研究Ｂ 2 2 講義 半期 ☆

音楽学演習ⅠＡ 2 3 演習 半期 ☆

音楽学演習ⅠＢ 2 3 演習 半期 ☆

音楽学演習ⅡＡ 2 4 演習 半期

音楽学演習ⅡＢ 2 4 演習 半期

楽書講読（英語）ⅠＡ 2 2 演習 半期 ☆

楽書講読（英語）ⅠＢ 2 2 演習 半期 ☆

楽書講読（英語）ⅡＡ 2 3 演習 半期 ☆

楽書講読（英語）ⅡＢ 2 3 演習 半期 ☆

音楽の歴史と文化Ａ 2 2 講義 半期 ☆

音楽の歴史と文化Ｂ 2 3 講義 半期 ☆

ポピュラー・ミュージック概説Ａ 2 2 講義 半期 ☆

ポピュラー・ミュージック概説Ｂ 2 2 講義 半期 ☆

卒業研究 2 4 演習 半期

卒業論文 2 4 演習 半期 40単位以上

卒業要件単位 備考

音
　
楽
　
文
　
化
　
創
　
造
　
コ
　
ー

　
ス

作
曲
 
専
門
科
目

8単位以上選択必修

学科専門科目　卒業要件単位 82単位以上
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学科専門科目　卒業要件単位 82単位以上

区分 授業科目名 年次 形態 期間 履修条件
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音楽学部音楽学科専門科目（音楽文化創造コース）

　　 単位数

必修 選択
卒業要件単位 備考区分 授業科目名 年次 形態 期間 履修条件

音楽療法概論 2 2 講義 半期 ☆

音楽療法の基礎Ａ 2 1 講義 半期 ☆

音楽療法の基礎Ｂ 2 1 講義 半期 ☆

音楽療法各論Ａ 2 2 演習 半期 ☆

音楽療法各論Ｂ 2 2 演習 半期 ☆

音楽療法各論Ｃ 2 3 演習 半期 ☆

声楽演習Ⅰ 2 1 演習 半期

声楽演習Ⅱ 2 1 演習 半期

臨床即興Ⅰ 2 2 演習 半期 ☆

臨床即興Ⅱ 2 2 演習 半期 ☆

音楽療法演習 2 3 演習 半期 ☆

卒業研究 4 4 演習 通年

音楽療法実習Ⅰ 2 3 実習 集中

音楽療法実習Ⅱ 2 3 実習 半期

音楽療法実習Ⅲ 2 4 実習 半期

医学概論 2 3 講義 半期

臨床医学各論Ⅰ 2 2 講義 半期 ☆

臨床医学各論Ⅱ 2 2 講義 半期 ☆

臨床心理学Ⅰ 2 2 演習 半期

臨床心理学Ⅱ 2 2 演習 半期

社会福祉論 2 2 講義 半期 ☆

介護概論 2 2 講義 半期 ☆

発達心理学 2 3 講義 半期

障害児教育 2 3 講義 半期

音楽構造研究ⅠＡ 2 1 演習 半期 ☆

音楽構造研究ⅠＢ 2 1 演習 半期 40単位以上 ☆

アートプロデュース演習Ⅰ 2 2 演習 半期

アートプロデュース演習Ⅱ 2 3 演習 半期

アートプロデュース演習Ⅲ 2 3 演習 半期

卒業研究Ⅰ 2 4 演習 半期

卒業研究Ⅱ 2 4 演習 半期

アートプロデュース概説 2 1 講義 半期 ☆

舞台芸術概論 2 1 講義 半期 ☆

音響学Ａ 2 1 講義 半期 ☆

音響学Ｂ 2 1 講義 半期 ☆

舞台組織機構概論 2 2 講義 半期 ☆

レコーディング・エディットＡ 2 2 演習 半期 ☆

レコーディング・エディットＢ 2 2 演習 半期 ☆

サウンドソフトウェアＡ 2 3 演習 半期 ☆

サウンドソフトウェアＢ 2 3 演習 半期 ☆

舞台スタッフ演習 2 2 演習 集中 ☆

文化政策 2 2 講義 半期 ☆

アートと法律 2 2 講義 半期 ☆

音楽情報処理Ａ 2 2 演習 半期 ☆

音楽情報処理Ｂ 2 2 演習 半期 ☆

芸術企画研究Ⅰ 2 3 演習 半期

芸術企画研究Ⅱ 2 3 演習 半期

アーティスト論 2 3 講義 半期 ☆

芸術環境論 2 3 講義 半期

ミュージックデザインＡ 2 3 演習 半期 ☆

ミュージックデザインＢ 2 3 演習 半期 ☆

メディア情報学 2 3 講義 半期

電子回路の基礎 2 2 講義 半期 40単位以上 ☆

備考欄の、☆印は音楽学科内への開放科目を示す。
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音楽学部音楽学科専門科目（特別演奏コース）

　　 単位数

必修 選択

専攻実技Ⅰ 3 1 実技 半期

専攻実技Ⅱ 3 1 実技 半期

専攻実技Ⅲ 3 2 実技 半期

専攻実技Ⅳ 3 2 実技 半期

専攻実技Ⅴ 3 3 実技 半期

専攻実技Ⅵ 3 3 実技 半期

専攻実技Ⅶ 3 4 実技 半期

専攻実技Ⅷ 3 4 実技 半期

イタリア歌曲研究Ⅰ 2 1 演習 半期

イタリア歌曲研究Ⅱ 2 1 演習 半期

日本歌曲研究Ⅰ 2 1 演習 半期

日本歌曲研究Ⅱ 2 1 演習 半期

オラトリオ・カンタ－タ研究Ⅰ 2 3 演習 半期

オラトリオ・カンタ－タ研究Ⅱ 2 3 演習 半期

オペラ演習Ⅰ 2 3 演習 半期

オペラ演習Ⅱ 2 3 演習 半期

オペラ演習Ⅲ 2 4 演習 半期

オペラ演習Ⅳ 2 4 演習 半期

ミュージカル演習Ⅰ 2 3 演習 半期 ☆

ミュージカル演習Ⅱ 2 3 演習 半期 ☆

ドイツ歌曲研究Ⅰ 2 2 演習 半期

ドイツ歌曲研究Ⅱ 2 2 演習 半期

フランス歌曲研究Ⅰ 2 3 演習 半期

フランス歌曲研究Ⅱ 2 3 演習 半期

童謡・唱歌研究 2 1 演習 半期 ☆

演唱法 2 1 演習 半期

イタリア語会話Ａ 2 2 演習 半期 ☆

イタリア語会話Ｂ 2 2 演習 半期 ☆

特別演奏研究Ａ 3 1 実技 半期

特別演奏研究Ｂ 3 1 実技 半期

特別演奏研究Ｃ 3 2 実技 半期

特別演奏研究Ｄ 3 2 実技 半期 40単位以上

専攻実技Ⅰ 3 1 実技 半期

専攻実技Ⅱ 3 1 実技 半期

専攻実技Ⅲ 3 2 実技 半期

専攻実技Ⅳ 3 2 実技 半期

専攻実技Ⅴ 3 3 実技 半期

専攻実技Ⅵ 3 3 実技 半期

専攻実技Ⅶ 3 4 実技 半期

専攻実技Ⅷ 3 4 実技 半期

特別演奏研究Ａ 3 1 実技 半期

特別演奏研究Ｂ 3 1 実技 半期

特別演奏研究Ｃ 3 2 実技 半期

特別演奏研究Ｄ 3 2 実技 半期

演奏会演習 4 1 演習 通年

特別演奏実習Ａ 2 2 実習 通年

特別演奏実習Ｂ 2 3 実習 通年

特別演奏実習Ｃ 2 3 実習 通年

卒業演奏 4 4 演習 集中

重奏研究Ａ 2 1 演習 集中

重奏研究Ｂ 2 1 演習 集中

重奏研究Ｃ 2 2 演習 集中

重奏研究Ｄ 2 2 演習 集中

重奏研究Ｅ 2 3 演習 集中

重奏研究Ｆ 2 3 演習 集中

ピアノ室内楽Ⅰ 4 3 演習 集中

ピアノDuo Ａ 2 4 演習 半期

ピアノDuo Ｂ 2 4 演習 半期

ピアノ音楽史Ａ 2 2 講義 半期 ☆

ピアノ音楽史Ｂ 2 2 講義 半期 ☆

ピアノ教授法Ａ 2 3 講義 半期 ☆

ピアノ教授法Ｂ 2 3 講義 半期 44単位以上 ☆

卒業要件単位 備考

特
　
別
　
演
　
奏
　
コ
　
ー

　
ス

声
楽
 
専
門
科
目
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区分 授業科目名 年次 形態 期間 履修条件
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音楽学部音楽学科専門科目（特別演奏コース）

　　 単位数

必修 選択
卒業要件単位 備考区分 授業科目名 年次 形態 期間 履修条件

専攻実技Ⅰ 3 1 実技 半期

専攻実技Ⅱ 3 1 実技 半期

専攻実技Ⅲ 3 2 実技 半期

専攻実技Ⅳ 3 2 実技 半期

専攻実技Ⅴ 3 3 実技 半期

専攻実技Ⅵ 3 3 実技 半期

専攻実技Ⅶ 3 4 実技 半期

専攻実技Ⅷ 3 4 実技 半期

特別演奏研究Ａ 3 1 実技 半期

特別演奏研究Ｂ 3 1 実技 半期

特別演奏研究Ｃ 3 2 実技 半期

特別演奏研究Ｄ 3 2 実技 半期

演奏会演習 4 1 演習 通年

特別演奏実習Ａ 2 1 実習 通年

特別演奏実習Ｂ 2 2 実習 通年

特別演奏実習Ｃ 2 2 実習 通年

卒業演奏 4 4 演習 集中

重奏研究Ａ 2 1 演習 集中

重奏研究Ｂ 2 1 演習 集中

重奏研究Ｃ 2 2 演習 集中

重奏研究Ｄ 2 2 演習 集中

重奏研究Ｅ 2 3 演習 集中

重奏研究Ｆ 2 3 演習 集中

オーケストラＡ 2 1 演習 半期

オーケストラＢ 2 1 演習 半期

オーケストラＣ 2 2 演習 半期

オーケストラＤ 2 2 演習 半期

オーケストラＥ 2 3 演習 半期

オーケストラＦ 2 3 演習 半期

オーケストラＧ 2 4 演習 半期

オーケストラＨ 2 4 演習 半期

管弦打楽器アンサンブル演習Ａ 1 1 演習 半期

管弦打楽器アンサンブル演習Ｂ 1 1 演習 半期

管弦打楽器アンサンブル演習Ｃ 1 2 演習 半期

管弦打楽器アンサンブル演習Ｄ 1 2 演習 半期

管弦打楽器アンサンブル演習Ｅ 1 3 演習 半期

管弦打楽器アンサンブル演習Ｆ 1 3 演習 半期

管弦打楽器アンサンブル演習Ｇ 1 4 演習 半期

管弦打楽器アンサンブル演習Ｈ 1 4 演習 半期

弦楽器指導法Ａ 2 3 演習 半期

弦楽器指導法Ｂ 2 3 演習 半期

オーケストラ特別研究Ａ 1 3 実技 集中

オーケストラ特別研究Ｂ 1 3 実技 集中

オーケストラ特別研究Ｃ 1 3 実習 集中

オーケストラ特別研究Ｄ 1 3 実習 集中 40単位以上

備考欄の、☆印は音楽学科内への開放科目を示す。

特
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奏
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目

学科専門科目　卒業要件単位 82単位以上

学則別表－29



必修 選択必修 選択

基礎演習Ａ 2 1 演習 半期

基礎演習Ｂ 2 1 演習 半期

専門基礎演習Ａ 2 2 演習 半期

専門基礎演習Ｂ 2 2 演習 半期

専門応用演習Ａ 2 3 演習 半期

専門応用演習Ｂ 2 3 演習 半期

専門研究演習 2 4 演習 半期

卒業研究 2 4 演習 半期 16単位以上

人文学概論 2 1 講義 半期

日本文化概論 2 1 講義 半期

日本史入門 2 1 講義 半期

人間の心と行動 2 1 講義 半期

宗教学概論Ａ 2 1 講義 半期 ★

仏教学概論Ａ 2 1 講義 半期 ★

サブカルチャー入門 2 1 講義 半期

英語圏文化入門 2 1 講義 半期

社会学概論 2 1 講義 半期 8単位以上

主体的学習法 2 1 講義 半期

プレゼンテーション演習 2 1 演習 半期

グループワーキング演習 2 2 演習 半期

社会人基礎力形成演習 2 2 演習 半期

社会人基礎力実践 2 3 演習 半期

データ分析 2 3 演習 半期 8単位以上

日本文学入門１ 2 1 講義 半期 ★

日本文学入門２ 2 1 講義 半期 ★

日本古典文学史 2 2 講義 半期 ★

日本近代文学史 2 2 講義 半期 ★

国語学概論 2 1 講義 半期 ★

国語史 2 2 講義 半期 ★

言語学概論 2 1 講義 半期 ★

日本文学概論 2 1 講義 半期 ★

日本文学講読Ａ 2 2 演習 半期 ★

日本文学講読Ｂ 2 2 演習 半期 ★

日本文学演習Ａ 2 3 演習 半期 ★

日本文学演習Ｂ 2 3 演習 半期 ★

漢文学講読Ａ 2 1 演習 半期 ★

漢文学講読Ｂ 2 1 演習 半期 ★

日本美術史 2 3 講義 半期 ★

国語表現法 2 2 講義 半期 ★

ことばと文化 2 1 講義 半期 ★

日本語プレゼンテーション 2 2 演習 半期 ★

日本語教授法 2 3 講義 半期 ★

漢文学 2 1 講義 半期 ★

漢文学史Ａ 2 2 講義 半期 ★

漢文学史Ｂ 2 2 講義 半期 ★

書道Ａ 1 3 実習 半期 ★

書道Ｂ 1 3 実習 半期 ★

国語学演習Ａ 2 3 演習 半期 ★

国語学演習Ｂ 2 3 演習 半期 ★

文学と芸能 2 1 講義 半期 ★

日本文学と仏教 2 2 講義 半期 ★

映像と文学 2 3 講義 半期 ★

浪速の文学 2 3 講義 半期 ★

文化資料論Ａ（日本文学） 2 3 講義 半期 ★

文化資料論Ｂ（日本文学） 2 3 講義 半期 ★

日本文学研究法 2 3 講義 半期 ★

日本文化特殊講義（日本文学） 2 3 講義 半期 30単位以上 ★

日本文化史Ａ 2 2 講義 半期 ★

日本文化史Ｂ 2 2 講義 半期 ★

日本思想史 2 3 講義 半期 ★

歴史と資料 2 3 講義 半期 ★

歴史文化特殊講義 2 3 講義 半期 ★

サブカルチャー概論 2 1 講義 半期 ★

大阪学 2 2 講義 半期 ★

上方落語論 2 3 講義 半期 ★

大阪文化特殊講義 2 2 講義 半期 ★

生活文化論 2 2 講義 半期 ★

日本のアニメ文化 2 2 講義 半期 ★

日本漫画史 2 2 講義 半期 ★

サブカルチャー資料論 2 3 講義 半期 ★

日本文化特殊講義（ｻﾌﾞｶﾙﾁｬｰ） 2 3 講義 半期 ★

真宗入門 2 1 講義 半期 ★

宗教学概論Ｂ 2 1 講義 半期 （次頁へ続く） （次頁へ続く） ★

備考

人文学部人文学科（日本文学コース）専門科目

卒業要件単位
単位数
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授　業　科　目　名 年次

入
門
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ゼ
ミ
ナ
ー

ル
科
目

履修条件

専
　
門
　
関
　
連
　
科
　
目

区分

学則別表－30



必修 選択必修 選択
備考

人文学部人文学科（日本文学コース）専門科目

卒業要件単位
単位数

授　業　科　目　名 年次 形態 期間 履修条件区分

仏教学概論Ｂ 2 1 講義 半期 ★

哲学概論 2 1 講義 半期 ★

仏教と生活 2 2 演習 半期 ★

パーリ語入門 2 2 講義 半期 ★

サンスクリット語入門 2 2 講義 半期 ★

宗教儀礼概論 2 1 講義 半期 ★

宗教社会学 2 2 講義 半期 ★

宗教史 2 2 講義 半期 ★

仏教史 2 1 講義 半期 ★

真宗史 2 2 講義 半期 ★

日本仏教史Ａ 2 2 講義 半期 ★

日本仏教史Ｂ 2 2 講義 半期 ★

仏教思想論 2 3 講義 半期 ★

宗教哲学 2 3 講義 半期 ★

比較宗教学 2 2 講義 半期 ★

宗教心理学 2 1 講義 半期 ★

仏教と社会福祉 2 3 講義 半期 ★

身体論 2 2 講義 半期 ★

真宗学概論 2 3 講義 半期 ★

真宗聖典学 2 2 講義 半期 ★

宗門法規 2 2 講義 半期 ★

布教法 2 2 講義 半期 ★

勤式作法 2 2 演習 半期 ★

宗教社会活動論 2 3 講義 半期 ★

ビハーラ演習 2 3 演習 半期 ★

真宗教学史・教団史 2 3 講義 半期 ★

真宗儀礼演習 2 3 演習 半期 ★

真宗伝道演習 2 3 演習 半期 ★

寺院運営論 2 3 講義 半期 ★

仏教文化講読１ 2 2 演習 半期 ★

仏教文化講読２ 2 3 演習 半期 ★

仏教文化演習 2 3 演習 半期 ★

アジアの仏教と社会 2 3 講義 半期 ★

公認心理師の職責 2 2 講義 半期 ★

知覚・認知心理学 2 1 講義 半期 ★

学習・言語心理学 2 1 講義 半期 ★

心理学実験 2 2 実験 半期 ★

心理学基礎実習 2 3 実習 半期 ★

心理的アセスメント 2 3 講義 半期 ★

心理演習 2 3 演習 半期

心理実習 2 4 実習 集中

社会・集団・家族心理学 2 1 講義 半期 ★

人間関係論 2 2 講義 半期 ★

心理学研究法 2 2 講義 半期 ★

健康・医療心理学 2 2 講義 半期 ★

福祉心理学 2 2 講義 半期 ★

心理学統計法 2 2 講義 半期 ★

感情・人格心理学 2 1 講義 半期 ★

発達心理学 2 1 講義 半期 ★

障害者・障害児心理学 2 2 講義 半期 ★

教育・学校心理学 2 1 講義 半期 ★

臨床心理学概論 2 2 講義 半期 ★

心理学的支援法 2 3 講義 半期 ★

人体の構造と機能及び疾病 2 3 講義 半期 ★

精神疾患とその治療 2 3 講義 半期 ★

神経・生理心理学 2 3 講義 半期 ★

司法・犯罪心理学 2 2 講義 半期 ★

関係行政論 2 3 講義 半期 ★

グループダイナミックス 2 2 講義 半期 ★

産業・組織心理学 2 2 講義 半期 ★

消費者行動論 2 3 講義 半期 ★

多文化社会論入門 2 1 講義 半期 ★

国際関係入門 2 1 講義 半期 ★

異文化間コミュニケーション 2 2 講義 半期 ★

英語文学概論 2 1 講義 半期 ★

英語圏の社会と文化Ａ 2 2 講義 半期 ★

フィールドワーク論 2 2 講義 半期 ★

スピーチとプレゼンテーション 2 1 演習 半期 ★

ビジネス英語 2 3 演習 半期 ★

コミュニケーション実践 2 3 演習 半期 ★

翻訳入門 2 2 演習 半期 ★

翻訳演習 2 2 演習 半期 ★

通訳入門 2 3 演習 半期 ★

通訳演習 2 3 演習 半期 ★

比較文化論 2 2 講義 半期 （次頁へ続く） （次頁へ続く） ★
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目
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必修 選択必修 選択
備考

人文学部人文学科（日本文学コース）専門科目

卒業要件単位
単位数

授　業　科　目　名 年次 形態 期間 履修条件区分

情報社会論 2 3 講義 半期 ★

英語文学講読 2 2 演習 半期 ★

英語圏の社会と文化Ｂ 2 2 講義 半期 ★

マーケティング論 2 3 講義 半期 ★

観光学 2 2 講義 半期 ★

社会調査入門 2 1 講義 半期 ★

現代社会論 2 2 講義 半期 ★

マス・メディア論 2 1 講義 半期 ★

国際金融論 2 2 講義 半期 ★

国際政治論 2 2 講義 半期 ★

社会統計学 2 2 講義 半期 ★

社会調査法 2 2 講義 半期 ★

企業管理論 2 3 講義 半期 ★

貿易論 2 3 講義 半期 ★

企業経営論 2 2 講義 半期 ★

社会調査演習 4 3 演習 通年 80単位以上 ★

備考欄の、★印は全学への開放科目を示す。
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人文学部人文学科（歴史・サブカルチャーコース）専門科目

必修 選択必修 選択

基礎演習Ａ 2 1 演習 半期

基礎演習Ｂ 2 1 演習 半期

専門基礎演習Ａ 2 2 演習 半期

専門基礎演習Ｂ 2 2 演習 半期

専門応用演習Ａ 2 3 演習 半期

専門応用演習Ｂ 2 3 演習 半期

専門研究演習 2 4 演習 半期

卒業研究 2 4 演習 半期 16単位以上

人文学概論 2 1 講義 半期

日本文化概論 2 1 講義 半期

日本史入門 2 1 講義 半期

人間の心と行動 2 1 講義 半期

宗教学概論Ａ 2 1 講義 半期 ★

仏教学概論Ａ 2 1 講義 半期 ★

サブカルチャー入門 2 1 講義 半期

英語圏文化入門 2 1 講義 半期

社会学概論 2 1 講義 半期 8単位以上

主体的学習法 2 1 講義 半期

プレゼンテーション演習 2 1 演習 半期

グループワーキング演習 2 2 演習 半期

社会人基礎力形成演習 2 2 演習 半期

社会人基礎力実践 2 3 演習 半期

データ分析 2 3 演習 半期 8単位以上

日本文学入門１ 2 1 講義 半期 ★

日本文学入門２ 2 1 講義 半期 ★

日本古典文学史 2 2 講義 半期 ★

日本近代文学史 2 2 講義 半期 ★

日本美術史 2 3 講義 半期 ★

漢文学史Ａ 2 2 講義 半期 ★

漢文学史Ｂ 2 2 講義 半期 ★

映像と文学 2 3 講義 半期 ★

浪速の文学 2 3 講義 半期 ★

日本文化史Ａ 2 2 講義 半期 ★

日本文化史Ｂ 2 2 講義 半期 ★

日本思想史 2 3 講義 半期 ★

歴史と資料 2 3 講義 半期 ★

歴史文化特殊講義 2 3 講義 半期 ★

サブカルチャー概論 2 1 講義 半期 ★

大阪学 2 2 講義 半期 ★

上方落語論 2 3 講義 半期 ★

大阪文化特殊講義 2 2 講義 半期 ★

生活文化論 2 2 講義 半期 ★

日本のアニメ文化 2 2 講義 半期 ★

日本漫画史 2 2 講義 半期 ★

サブカルチャー資料論 2 3 講義 半期 ★

日本文化特殊講義（ｻﾌﾞｶﾙﾁｬｰ） 2 3 講義 半期 ★

宗教史 2 2 講義 半期 ★

比較宗教学 2 2 講義 半期 ★

社会・集団・家族心理学 2 1 講義 半期 ★

消費者行動論 2 3 講義 半期 ★

ことばと文化 2 1 講義 半期 ★

異文化間コミュニケーション 2 2 講義 半期 ★

比較文化論 2 2 講義 半期 ★

情報社会論 2 3 講義 半期 ★

マーケティング論 2 3 講義 半期 ★

観光学 2 2 講義 半期 ★

マス・メディア論 2 1 講義 半期 30単位以上 ★

国語学概論 2 1 講義 半期 ★

国語史 2 2 講義 半期 ★

言語学概論 2 1 講義 半期 ★

日本文学概論 2 1 講義 半期 ★

日本文学講読Ａ 2 2 演習 半期 ★

日本文学講読Ｂ 2 2 演習 半期 ★

日本文学演習Ａ 2 3 演習 半期 ★

日本文学演習Ｂ 2 3 演習 半期 ★

漢文学講読Ａ 2 1 演習 半期 ★

漢文学講読Ｂ 2 1 演習 半期 ★

国語表現法 2 2 講義 半期 ★

日本語プレゼンテーション 2 2 演習 半期 ★

日本語教授法 2 3 講義 半期 ★

漢文学 2 1 講義 半期 ★

書道Ａ 1 3 実習 半期 ★

書道Ｂ 1 3 実習 半期 （次頁へ続く） （次頁へ続く） ★

備考卒業要件単位授　業　科　目　名 年次 形態 期間 履修条件
単位数
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人文学部人文学科（歴史・サブカルチャーコース）専門科目

必修 選択必修 選択
備考卒業要件単位授　業　科　目　名 年次 形態 期間 履修条件

単位数
区分

国語学演習Ａ 2 3 演習 半期 ★

国語学演習Ｂ 2 3 演習 半期 ★

文学と芸能 2 1 講義 半期 ★

日本文学と仏教 2 2 講義 半期 ★

文化資料論Ａ（日本文学） 2 3 講義 半期 ★

文化資料論Ｂ（日本文学） 2 3 講義 半期 ★

日本文学研究法 2 3 講義 半期 ★

日本文化特殊講義（日本文学） 2 3 講義 半期 ★

真宗入門 2 1 講義 半期 ★

宗教学概論Ｂ 2 1 講義 半期 ★

仏教学概論Ｂ 2 1 講義 半期 ★

哲学概論 2 1 講義 半期 ★

仏教と生活 2 2 演習 半期 ★

パーリ語入門 2 2 講義 半期 ★

サンスクリット語入門 2 2 講義 半期 ★

宗教儀礼概論 2 1 講義 半期 ★

宗教社会学 2 2 講義 半期 ★

仏教史 2 1 講義 半期 ★

真宗史 2 2 講義 半期 ★

日本仏教史Ａ 2 2 講義 半期 ★

日本仏教史Ｂ 2 2 講義 半期 ★

仏教思想論 2 3 講義 半期 ★

宗教哲学 2 3 講義 半期 ★

宗教心理学 2 1 講義 半期 ★

仏教と社会福祉 2 3 講義 半期 ★

身体論 2 2 講義 半期 ★

真宗学概論 2 3 講義 半期 ★

真宗聖典学 2 2 講義 半期 ★

宗門法規 2 2 講義 半期 ★

布教法 2 2 講義 半期 ★

勤式作法 2 2 演習 半期 ★

宗教社会活動論 2 3 講義 半期 ★

ビハーラ演習 2 3 演習 半期 ★

真宗教学史・教団史 2 3 講義 半期 ★

真宗儀礼演習 2 3 演習 半期 ★

真宗伝道演習 2 3 演習 半期 ★

寺院運営論 2 3 講義 半期 ★

仏教文化講読１ 2 2 演習 半期 ★

仏教文化講読２ 2 3 演習 半期 ★

仏教文化演習 2 3 演習 半期 ★

アジアの仏教と社会 2 3 講義 半期 ★

公認心理師の職責 2 2 講義 半期 ★

知覚・認知心理学 2 1 講義 半期 ★

学習・言語心理学 2 1 講義 半期 ★

心理学実験 2 2 実験 半期 ★

心理学基礎実習 2 3 実習 半期 ★

心理的アセスメント 2 3 講義 半期 ★

心理演習 2 3 演習 半期

心理実習 2 4 実習 集中

人間関係論 2 2 講義 半期 ★

心理学研究法 2 2 講義 半期 ★

健康・医療心理学 2 2 講義 半期 ★

福祉心理学 2 2 講義 半期 ★

心理学統計法 2 2 講義 半期 ★

感情・人格心理学 2 1 講義 半期 ★

発達心理学 2 1 講義 半期 ★

障害者・障害児心理学 2 2 講義 半期 ★

教育・学校心理学 2 1 講義 半期 ★

臨床心理学概論 2 2 講義 半期 ★

心理学的支援法 2 3 講義 半期 ★

人体の構造と機能及び疾病 2 3 講義 半期 ★

精神疾患とその治療 2 3 講義 半期 ★

神経・生理心理学 2 3 講義 半期 ★

司法・犯罪心理学 2 2 講義 半期 ★

関係行政論 2 3 講義 半期 ★

グループダイナミックス 2 2 講義 半期 ★

産業・組織心理学 2 2 講義 半期 ★

多文化社会論入門 2 1 講義 半期 ★

国際関係入門 2 1 講義 半期 ★

英語文学概論 2 1 講義 半期 ★

英語圏の社会と文化Ａ 2 2 講義 半期 ★

フィールドワーク論 2 2 講義 半期 ★

スピーチとプレゼンテーション 2 1 演習 半期 ★

ビジネス英語 2 3 演習 半期 ★

コミュニケーション実践 2 3 演習 半期 （次頁へ続く） （次頁へ続く） ★

専
　
門
　
関
　
連
　
科
　
目
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人文学部人文学科（歴史・サブカルチャーコース）専門科目

必修 選択必修 選択
備考卒業要件単位授　業　科　目　名 年次 形態 期間 履修条件

単位数
区分

翻訳入門 2 2 演習 半期 ★

翻訳演習 2 2 演習 半期 ★

通訳入門 2 3 演習 半期 ★

通訳演習 2 3 演習 半期 ★

英語文学講読 2 2 演習 半期 ★

英語圏の社会と文化Ｂ 2 2 講義 半期 ★

社会調査入門 2 1 講義 半期 ★

現代社会論 2 2 講義 半期 ★

国際金融論 2 2 講義 半期 ★

国際政治論 2 2 講義 半期 ★

社会統計学 2 2 講義 半期 ★

社会調査法 2 2 講義 半期 ★

企業管理論 2 3 講義 半期 ★

貿易論 2 3 講義 半期 ★

企業経営論 2 2 講義 半期 ★

社会調査演習 4 3 演習 通年 80単位以上 ★

備考欄の、★印は全学への開放科目を示す。
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連
　
科
　
目
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人文学部人文学科（仏教文化コース）専門科目

必修 選択必修 選択

基礎演習Ａ 2 1 演習 半期

基礎演習Ｂ 2 1 演習 半期

専門基礎演習Ａ 2 2 演習 半期

専門基礎演習Ｂ 2 2 演習 半期

専門応用演習Ａ 2 3 演習 半期

専門応用演習Ｂ 2 3 演習 半期

専門研究演習 2 4 演習 半期

卒業研究 2 4 演習 半期 16単位以上

人文学概論 2 1 講義 半期

日本文化概論 2 1 講義 半期

日本史入門 2 1 講義 半期

人間の心と行動 2 1 講義 半期

宗教学概論Ａ 2 1 講義 半期 ★

仏教学概論Ａ 2 1 講義 半期 ★

サブカルチャー入門 2 1 講義 半期

英語圏文化入門 2 1 講義 半期

社会学概論 2 1 講義 半期 8単位以上

主体的学習法 2 1 講義 半期

プレゼンテーション演習 2 1 演習 半期

グループワーキング演習 2 2 演習 半期

社会人基礎力形成演習 2 2 演習 半期

社会人基礎力実践 2 3 演習 半期

データ分析 2 3 演習 半期 8単位以上

真宗入門 2 1 講義 半期 ★

宗教学概論Ｂ 2 1 講義 半期 ★

仏教学概論Ｂ 2 1 講義 半期 ★

哲学概論 2 1 講義 半期 ★

仏教と生活 2 2 演習 半期 ★

パーリ語入門 2 2 講義 半期 ★

サンスクリット語入門 2 2 講義 半期 ★

宗教儀礼概論 2 1 講義 半期 ★

宗教社会学 2 2 講義 半期 ★

宗教史 2 2 講義 半期 ★

仏教史 2 1 講義 半期 ★

真宗史 2 2 講義 半期 ★

日本仏教史Ａ 2 2 講義 半期 ★

日本仏教史Ｂ 2 2 講義 半期 ★

仏教思想論 2 3 講義 半期 ★

宗教哲学 2 3 講義 半期 ★

比較宗教学 2 2 講義 半期 ★

宗教心理学 2 1 講義 半期 ★

仏教と社会福祉 2 3 講義 半期 ★

身体論 2 2 講義 半期 ★

真宗学概論 2 3 講義 半期 ★

真宗聖典学 2 2 講義 半期 ★

宗門法規 2 2 講義 半期 ★

布教法 2 2 講義 半期 ★

勤式作法 2 2 演習 半期 ★

宗教社会活動論 2 3 講義 半期 ★

ビハーラ演習 2 3 演習 半期 ★

真宗教学史・教団史 2 3 講義 半期 ★

真宗儀礼演習 2 3 演習 半期 ★

真宗伝道演習 2 3 演習 半期 ★

寺院運営論 2 3 講義 半期 ★

仏教文化講読１ 2 2 演習 半期 ★

仏教文化講読２ 2 3 演習 半期 ★

仏教文化演習 2 3 演習 半期 ★

アジアの仏教と社会 2 3 講義 半期 ★

日本文学と仏教 2 2 講義 半期 ★

大阪文化特殊講義 2 2 講義 半期 30単位以上 ★

日本文学入門１ 2 1 講義 半期 ★

日本文学入門２ 2 1 講義 半期 ★

日本古典文学史 2 2 講義 半期 ★

日本近代文学史 2 2 講義 半期 ★

国語学概論 2 1 講義 半期 ★

国語史 2 2 講義 半期 ★

言語学概論 2 1 講義 半期 ★

日本文学概論 2 1 講義 半期 ★

日本文学講読Ａ 2 2 演習 半期 ★

日本文学講読Ｂ 2 2 演習 半期 ★

日本文学演習Ａ 2 3 演習 半期 ★

日本文学演習Ｂ 2 3 演習 半期 ★

漢文学講読Ａ 2 1 演習 半期 （次頁へ続く） （次頁へ続く） ★

備考
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目
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人文学部人文学科（仏教文化コース）専門科目

必修 選択必修 選択
備考履修条件 卒業要件単位年次 形態 期間

単位数
授　業　科　目　名区分

漢文学講読Ｂ 2 1 演習 半期 ★

日本美術史 2 3 講義 半期 ★

国語表現法 2 2 講義 半期 ★

日本語プレゼンテーション 2 2 演習 半期 ★

日本語教授法 2 3 講義 半期 ★

漢文学 2 1 講義 半期 ★

漢文学史Ａ 2 2 講義 半期 ★

漢文学史Ｂ 2 2 講義 半期 ★

書道Ａ 1 3 実習 半期 ★

書道Ｂ 1 3 実習 半期 ★

国語学演習Ａ 2 3 演習 半期 ★

国語学演習Ｂ 2 3 演習 半期 ★

文学と芸能 2 1 講義 半期 ★

映像と文学 2 3 講義 半期 ★

浪速の文学 2 3 講義 半期 ★

文化資料論Ａ（日本文学） 2 3 講義 半期 ★

文化資料論Ｂ（日本文学） 2 3 講義 半期 ★

日本文学研究法 2 3 講義 半期 ★

日本文化特殊講義（日本文学） 2 3 講義 半期 ★

日本文化史Ａ 2 2 講義 半期 ★

日本文化史Ｂ 2 2 講義 半期 ★

日本思想史 2 3 講義 半期 ★

歴史と資料 2 3 講義 半期 ★

歴史文化特殊講義 2 3 講義 半期 ★

サブカルチャー概論 2 1 講義 半期 ★

大阪学 2 2 講義 半期 ★

上方落語論 2 3 講義 半期 ★

生活文化論 2 2 講義 半期 ★

日本のアニメ文化 2 2 講義 半期 ★

日本漫画史 2 2 講義 半期 ★

サブカルチャー資料論 2 3 講義 半期 ★

日本文化特殊講義（ｻﾌﾞｶﾙﾁｬｰ） 2 3 講義 半期 ★

公認心理師の職責 2 2 講義 半期 ★

知覚・認知心理学 2 1 講義 半期 ★

学習・言語心理学 2 1 講義 半期 ★

心理学実験 2 2 実験 半期 ★

心理学基礎実習 2 3 実習 半期 ★

心理的アセスメント 2 3 講義 半期 ★

心理演習 2 3 演習 半期

心理実習 2 4 実習 集中

社会・集団・家族心理学 2 1 講義 半期 ★

人間関係論 2 2 講義 半期 ★

心理学研究法 2 2 講義 半期 ★

健康・医療心理学 2 2 講義 半期 ★

福祉心理学 2 2 講義 半期 ★

心理学統計法 2 2 講義 半期 ★

感情・人格心理学 2 1 講義 半期 ★

発達心理学 2 1 講義 半期 ★

障害者・障害児心理学 2 2 講義 半期 ★

教育・学校心理学 2 1 講義 半期 ★

臨床心理学概論 2 2 講義 半期 ★

心理学的支援法 2 3 講義 半期 ★

人体の構造と機能及び疾病 2 3 講義 半期 ★

精神疾患とその治療 2 3 講義 半期 ★

神経・生理心理学 2 3 講義 半期 ★

司法・犯罪心理学 2 2 講義 半期 ★

関係行政論 2 3 講義 半期 ★

グループダイナミックス 2 2 講義 半期 ★

産業・組織心理学 2 2 講義 半期 ★

消費者行動論 2 3 講義 半期 ★

多文化社会論入門 2 1 講義 半期 ★

ことばと文化 2 1 講義 半期 ★

国際関係入門 2 1 講義 半期 ★

異文化間コミュニケーション 2 2 講義 半期 ★

英語文学概論 2 1 講義 半期 ★

英語圏の社会と文化Ａ 2 2 講義 半期 ★

フィールドワーク論 2 2 講義 半期 ★

スピーチとプレゼンテーション 2 1 演習 半期 ★

ビジネス英語 2 3 演習 半期 ★

コミュニケーション実践 2 3 演習 半期 ★

翻訳入門 2 2 演習 半期 ★

翻訳演習 2 2 演習 半期 ★

通訳入門 2 3 演習 半期 ★

通訳演習 2 3 演習 半期 ★

比較文化論 2 2 講義 半期 （次頁へ続く） （次頁へ続く） ★
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人文学部人文学科（仏教文化コース）専門科目

必修 選択必修 選択
備考履修条件 卒業要件単位年次 形態 期間

単位数
授　業　科　目　名区分

情報社会論 2 3 講義 半期 ★

英語文学講読 2 2 演習 半期 ★

英語圏の社会と文化Ｂ 2 2 講義 半期 ★

マーケティング論 2 3 講義 半期 ★

観光学 2 2 講義 半期 ★

社会調査入門 2 1 講義 半期 ★

現代社会論 2 2 講義 半期 ★

マス・メディア論 2 1 講義 半期 ★

国際金融論 2 2 講義 半期 ★

国際政治論 2 2 講義 半期 ★

社会統計学 2 2 講義 半期 ★

社会調査法 2 2 講義 半期 ★

企業管理論 2 3 講義 半期 ★

貿易論 2 3 講義 半期 ★

企業経営論 2 2 講義 半期 ★

社会調査演習 4 3 演習 通年 80単位以上 ★

備考欄の、★印は全学への開放科目を示す。
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門
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目
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人文学部人文学科（心理コース）専門科目

必修 選択必修 選択

基礎演習Ａ 2 1 演習 半期

基礎演習Ｂ 2 1 演習 半期

専門基礎演習Ａ 2 2 演習 半期

専門基礎演習Ｂ 2 2 演習 半期

専門応用演習Ａ 2 3 演習 半期

専門応用演習Ｂ 2 3 演習 半期

専門研究演習 2 4 演習 半期

卒業研究 2 4 演習 半期 16単位以上

人文学概論 2 1 講義 半期

日本文化概論 2 1 講義 半期

日本史入門 2 1 講義 半期

人間の心と行動 2 1 講義 半期

宗教学概論Ａ 2 1 講義 半期 ★

仏教学概論Ａ 2 1 講義 半期 ★

サブカルチャー入門 2 1 講義 半期

英語圏文化入門 2 1 講義 半期

社会学概論 2 1 講義 半期 8単位以上

主体的学習法 2 1 講義 半期

プレゼンテーション演習 2 1 演習 半期

グループワーキング演習 2 2 演習 半期

社会人基礎力形成演習 2 2 演習 半期

社会人基礎力実践 2 3 演習 半期

データ分析 2 3 演習 半期 8単位以上

宗教心理学 2 1 講義 半期 ★

身体論 2 2 講義 半期 ★

公認心理師の職責 2 2 講義 半期 ★

知覚・認知心理学 2 1 講義 半期 ★

学習・言語心理学 2 1 講義 半期 ★

心理学実験 2 2 実験 半期 ★

心理学基礎実習 2 3 実習 半期 ★

心理的アセスメント 2 3 講義 半期 ★

心理演習 2 3 演習 半期

心理実習 2 4 実習 集中

社会・集団・家族心理学 2 1 講義 半期 ★

人間関係論 2 2 講義 半期 ★

心理学研究法 2 2 講義 半期 ★

健康・医療心理学 2 2 講義 半期 ★

福祉心理学 2 2 講義 半期 ★

心理学統計法 2 2 講義 半期 ★

感情・人格心理学 2 1 講義 半期 ★

発達心理学 2 1 講義 半期 ★

障害者・障害児心理学 2 2 講義 半期 ★

教育・学校心理学 2 1 講義 半期 ★

臨床心理学概論 2 2 講義 半期 ★

心理学的支援法 2 3 講義 半期 ★

人体の構造と機能及び疾病 2 3 講義 半期 ★

精神疾患とその治療 2 3 講義 半期 ★

神経・生理心理学 2 3 講義 半期 ★

司法・犯罪心理学 2 2 講義 半期 ★

関係行政論 2 3 講義 半期 ★

グループダイナミックス 2 2 講義 半期 ★

産業・組織心理学 2 2 講義 半期 ★

消費者行動論 2 3 講義 半期 ★

異文化間コミュニケーション 2 2 講義 半期 ★

フィールドワーク論 2 2 講義 半期 ★

マーケティング論 2 3 講義 半期 ★

観光学 2 2 講義 半期 ★

マス・メディア論 2 1 講義 半期 30単位以上 ★

日本文学入門１ 2 1 講義 半期 ★

日本文学入門２ 2 1 講義 半期 ★

日本古典文学史 2 2 講義 半期 ★

日本近代文学史 2 2 講義 半期 ★

国語学概論 2 1 講義 半期 ★

国語史 2 2 講義 半期 ★

言語学概論 2 1 講義 半期 ★

日本文学概論 2 1 講義 半期 ★

日本文学講読Ａ 2 2 演習 半期 ★

日本文学講読Ｂ 2 2 演習 半期 ★

日本文学演習Ａ 2 3 演習 半期 ★

日本文学演習Ｂ 2 3 演習 半期 ★

漢文学講読Ａ 2 1 演習 半期 ★

漢文学講読Ｂ 2 1 演習 半期 ★

日本美術史 2 3 講義 半期 （次頁へ続く） （次頁へ続く） ★

備考卒業要件単位年次 形態
単位数
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人文学部人文学科（心理コース）専門科目

必修 選択必修 選択
備考卒業要件単位年次 形態

単位数
授　業　科　目　名 期間 履修条件区分

国語表現法 2 2 講義 半期 ★

日本語プレゼンテーション 2 2 演習 半期 ★

日本語教授法 2 3 講義 半期 ★

漢文学 2 1 講義 半期 ★

漢文学史Ａ 2 2 講義 半期 ★

漢文学史Ｂ 2 2 講義 半期 ★

書道Ａ 1 3 実習 半期 ★

書道Ｂ 1 3 実習 半期 ★

国語学演習Ａ 2 3 演習 半期 ★

国語学演習Ｂ 2 3 演習 半期 ★

文学と芸能 2 1 講義 半期 ★

日本文学と仏教 2 2 講義 半期 ★

映像と文学 2 3 講義 半期 ★

浪速の文学 2 3 講義 半期 ★

文化資料論Ａ（日本文学） 2 3 講義 半期 ★

文化資料論Ｂ（日本文学） 2 3 講義 半期 ★

日本文学研究法 2 3 講義 半期 ★

日本文化特殊講義（日本文学） 2 3 講義 半期 ★

日本文化史Ａ 2 2 講義 半期 ★

日本文化史Ｂ 2 2 講義 半期 ★

日本思想史 2 3 講義 半期 ★

歴史と資料 2 3 講義 半期 ★

歴史文化特殊講義 2 3 講義 半期 ★

サブカルチャー概論 2 1 講義 半期 ★

大阪学 2 2 講義 半期 ★

上方落語論 2 3 講義 半期 ★

大阪文化特殊講義 2 2 講義 半期 ★

生活文化論 2 2 講義 半期 ★

日本のアニメ文化 2 2 講義 半期 ★

日本漫画史 2 2 講義 半期 ★

サブカルチャー資料論 2 3 講義 半期 ★

日本文化特殊講義（ｻﾌﾞｶﾙﾁｬｰ） 2 3 講義 半期 ★

真宗入門 2 1 講義 半期 ★

宗教学概論Ｂ 2 1 講義 半期 ★

仏教学概論Ｂ 2 1 講義 半期 ★

哲学概論 2 1 講義 半期 ★

仏教と生活 2 2 演習 半期 ★

パーリ語入門 2 2 講義 半期 ★

サンスクリット語入門 2 2 講義 半期 ★

宗教儀礼概論 2 1 講義 半期 ★

宗教社会学 2 2 講義 半期 ★

宗教史 2 2 講義 半期 ★

仏教史 2 1 講義 半期 ★

真宗史 2 2 講義 半期 ★

日本仏教史Ａ 2 2 講義 半期 ★

日本仏教史Ｂ 2 2 講義 半期 ★

仏教思想論 2 3 講義 半期 ★

宗教哲学 2 3 講義 半期 ★

比較宗教学 2 2 講義 半期 ★

仏教と社会福祉 2 3 講義 半期 ★

真宗学概論 2 3 講義 半期 ★

真宗聖典学 2 2 講義 半期 ★

宗門法規 2 2 講義 半期 ★

布教法 2 2 講義 半期 ★

勤式作法 2 2 演習 半期 ★

宗教社会活動論 2 3 講義 半期 ★

ビハーラ演習 2 3 演習 半期 ★

真宗教学史・教団史 2 3 講義 半期 ★

真宗儀礼演習 2 3 演習 半期 ★

真宗伝道演習 2 3 演習 半期 ★

寺院運営論 2 3 講義 半期 ★

仏教文化講読１ 2 2 演習 半期 ★

仏教文化講読２ 2 3 演習 半期 ★

仏教文化演習 2 3 演習 半期 ★

アジアの仏教と社会 2 3 講義 半期 ★

多文化社会論入門 2 1 講義 半期 ★

ことばと文化 2 1 講義 半期 ★

国際関係入門 2 1 講義 半期 ★

英語文学概論 2 1 講義 半期 ★

英語圏の社会と文化Ａ 2 2 講義 半期 ★

スピーチとプレゼンテーション 2 1 演習 半期 ★

ビジネス英語 2 3 演習 半期 ★

コミュニケーション実践 2 3 演習 半期 ★

翻訳入門 2 2 演習 半期 ★

翻訳演習 2 2 演習 半期 （次頁へ続く） （次頁へ続く） ★
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人文学部人文学科（心理コース）専門科目

必修 選択必修 選択
備考卒業要件単位年次 形態

単位数
授　業　科　目　名 期間 履修条件区分

通訳入門 2 3 演習 半期 ★

通訳演習 2 3 演習 半期 ★

比較文化論 2 2 講義 半期 ★

情報社会論 2 3 講義 半期 ★

英語文学講読 2 2 演習 半期 ★

英語圏の社会と文化Ｂ 2 2 講義 半期 ★

社会調査入門 2 1 講義 半期 ★

現代社会論 2 2 講義 半期 ★

国際金融論 2 2 講義 半期 ★

国際政治論 2 2 講義 半期 ★

社会統計学 2 2 講義 半期 ★

社会調査法 2 2 講義 半期 ★

企業管理論 2 3 講義 半期 ★

貿易論 2 3 講義 半期 ★

企業経営論 2 2 講義 半期 ★

社会調査演習 4 3 演習 通年 80単位以上 ★

備考欄の、★印は全学への開放科目を示す。
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人文学部人文学科（国際コミュニケーションコース）専門科目

必修 選択必修 選択

基礎演習Ａ 2 1 演習 半期

基礎演習Ｂ 2 1 演習 半期

専門基礎演習Ａ 2 2 演習 半期

専門基礎演習Ｂ 2 2 演習 半期

専門応用演習Ａ 2 3 演習 半期

専門応用演習Ｂ 2 3 演習 半期

専門研究演習 2 4 演習 半期

卒業研究 2 4 演習 半期 16単位以上

人文学概論 2 1 講義 半期

日本文化概論 2 1 講義 半期

日本史入門 2 1 講義 半期

人間の心と行動 2 1 講義 半期

宗教学概論Ａ 2 1 講義 半期 ★

仏教学概論Ａ 2 1 講義 半期 ★

サブカルチャー入門 2 1 講義 半期

英語圏文化入門 2 1 講義 半期

社会学概論 2 1 講義 半期 8単位以上

主体的学習法 2 1 講義 半期

プレゼンテーション演習 2 1 演習 半期

グループワーキング演習 2 2 演習 半期

社会人基礎力形成演習 2 2 演習 半期

社会人基礎力実践 2 3 演習 半期

データ分析 2 3 演習 半期 8単位以上

多文化社会論入門 2 1 講義 半期 ★

ことばと文化 2 1 講義 半期 ★

国際関係入門 2 1 講義 半期 ★

異文化間コミュニケーション 2 2 講義 半期 ★

英語文学概論 2 1 講義 半期 ★

英語圏の社会と文化Ａ 2 2 講義 半期 ★

フィールドワーク論 2 2 講義 半期 ★

スピーチとプレゼンテーション 2 1 演習 半期 ★

ビジネス英語 2 3 演習 半期 ★

コミュニケーション実践 2 3 演習 半期 ★

翻訳入門 2 2 演習 半期 ★

翻訳演習 2 2 演習 半期 ★

通訳入門 2 3 演習 半期 ★

通訳演習 2 3 演習 半期 ★

比較文化論 2 2 講義 半期 ★

情報社会論 2 3 講義 半期 ★

英語文学講読 2 2 演習 半期 ★

英語圏の社会と文化Ｂ 2 2 講義 半期 ★

日本文学概論 2 1 講義 半期 ★

日本語プレゼンテーション 2 2 演習 半期 ★

日本語教授法 2 3 講義 半期 ★

日本文化史Ａ 2 2 講義 半期 ★

日本文化史Ｂ 2 2 講義 半期 ★

日本のアニメ文化 2 2 講義 半期 ★

日本漫画史 2 2 講義 半期 ★

サンスクリット語入門 2 2 講義 半期 ★

比較宗教学 2 2 講義 半期 ★

アジアの仏教と社会 2 3 講義 半期 ★

人間関係論 2 2 講義 半期 ★

グループダイナミックス 2 2 講義 半期 ★

観光学 2 2 講義 半期 ★

社会調査入門 2 1 講義 半期 ★

国際金融論 2 2 講義 半期 ★

国際政治論 2 2 講義 半期 ★

貿易論 2 3 講義 半期 30単位以上 ★

日本文学入門１ 2 1 講義 半期 ★

日本文学入門２ 2 1 講義 半期 ★

日本古典文学史 2 2 講義 半期 ★

日本近代文学史 2 2 講義 半期 ★

国語学概論 2 1 講義 半期 ★

国語史 2 2 講義 半期 ★

言語学概論 2 1 講義 半期 ★

日本文学講読Ａ 2 2 演習 半期 ★

日本文学講読Ｂ 2 2 演習 半期 ★

日本文学演習Ａ 2 3 演習 半期 ★

日本文学演習Ｂ 2 3 演習 半期 ★

漢文学講読Ａ 2 1 演習 半期 ★

漢文学講読Ｂ 2 1 演習 半期 ★

日本美術史 2 3 講義 半期 ★

国語表現法 2 2 講義 半期 （次頁へ続く） （次頁へ続く） ★

備考区分 履修条件 卒業要件単位授　業　科　目　名 年次 形態 期間
単位数
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人文学部人文学科（国際コミュニケーションコース）専門科目

必修 選択必修 選択
備考区分 履修条件 卒業要件単位授　業　科　目　名 年次 形態 期間

単位数

漢文学 2 1 講義 半期 ★

漢文学史Ａ 2 2 講義 半期 ★

漢文学史Ｂ 2 2 講義 半期 ★

書道Ａ 1 3 実習 半期 ★

書道Ｂ 1 3 実習 半期 ★

国語学演習Ａ 2 3 演習 半期 ★

国語学演習Ｂ 2 3 演習 半期 ★

文学と芸能 2 1 講義 半期 ★

日本文学と仏教 2 2 講義 半期 ★

映像と文学 2 3 講義 半期 ★

浪速の文学 2 3 講義 半期 ★

文化資料論Ａ（日本文学） 2 3 講義 半期 ★

文化資料論Ｂ（日本文学） 2 3 講義 半期 ★

日本文学研究法 2 3 講義 半期 ★

日本文化特殊講義（日本文学） 2 3 講義 半期 ★

日本思想史 2 3 講義 半期 ★

歴史と資料 2 3 講義 半期 ★

歴史文化特殊講義 2 3 講義 半期 ★

サブカルチャー概論 2 1 講義 半期 ★

大阪学 2 2 講義 半期 ★

上方落語論 2 3 講義 半期 ★

大阪文化特殊講義 2 2 講義 半期 ★

生活文化論 2 2 講義 半期 ★

サブカルチャー資料論 2 3 講義 半期 ★

日本文化特殊講義（ｻﾌﾞｶﾙﾁｬｰ） 2 3 講義 半期 ★

真宗入門 2 1 講義 半期 ★

宗教学概論Ｂ 2 1 講義 半期 ★

仏教学概論Ｂ 2 1 講義 半期 ★

哲学概論 2 1 講義 半期 ★

仏教と生活 2 2 演習 半期 ★

パーリ語入門 2 2 講義 半期 ★

宗教儀礼概論 2 1 講義 半期 ★

宗教社会学 2 2 講義 半期 ★

宗教史 2 2 講義 半期 ★

仏教史 2 1 講義 半期 ★

真宗史 2 2 講義 半期 ★

日本仏教史Ａ 2 2 講義 半期 ★

日本仏教史Ｂ 2 2 講義 半期 ★

仏教思想論 2 3 講義 半期 ★

宗教哲学 2 3 講義 半期 ★

宗教心理学 2 1 講義 半期 ★

仏教と社会福祉 2 3 講義 半期 ★

身体論 2 2 講義 半期 ★

真宗学概論 2 3 講義 半期 ★

真宗聖典学 2 2 講義 半期 ★

宗門法規 2 2 講義 半期 ★

布教法 2 2 講義 半期 ★

勤式作法 2 2 演習 半期 ★

宗教社会活動論 2 3 講義 半期 ★

ビハーラ演習 2 3 演習 半期 ★

真宗教学史・教団史 2 3 講義 半期 ★

真宗儀礼演習 2 3 演習 半期 ★

真宗伝道演習 2 3 演習 半期 ★

寺院運営論 2 3 講義 半期 ★

仏教文化講読１ 2 2 演習 半期 ★

仏教文化講読２ 2 3 演習 半期 ★

仏教文化演習 2 3 演習 半期 ★

公認心理師の職責 2 2 講義 半期 ★

知覚・認知心理学 2 1 講義 半期 ★

学習・言語心理学 2 1 講義 半期 ★

心理学実験 2 2 実験 半期 ★

心理学基礎実習 2 3 実習 半期 ★

心理的アセスメント 2 3 講義 半期 ★

心理演習 2 3 演習 半期

心理実習 2 4 実習 集中

社会・集団・家族心理学 2 1 講義 半期 ★

心理学研究法 2 2 講義 半期 ★

健康・医療心理学 2 2 講義 半期 ★

福祉心理学 2 2 講義 半期 ★

心理学統計法 2 2 講義 半期 ★

感情・人格心理学 2 1 講義 半期 ★

発達心理学 2 1 講義 半期 ★

障害者・障害児心理学 2 2 講義 半期 ★

教育・学校心理学 2 1 講義 半期 ★

臨床心理学概論 2 2 講義 半期 （次頁へ続く） （次頁へ続く） ★
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人文学部人文学科（国際コミュニケーションコース）専門科目

必修 選択必修 選択
備考区分 履修条件 卒業要件単位授　業　科　目　名 年次 形態 期間

単位数

心理学的支援法 2 3 講義 半期 ★

人体の構造と機能及び疾病 2 3 講義 半期 ★

精神疾患とその治療 2 3 講義 半期 ★

神経・生理心理学 2 3 講義 半期 ★

司法・犯罪心理学 2 2 講義 半期 ★

関係行政論 2 3 講義 半期 ★

産業・組織心理学 2 2 講義 半期 ★

消費者行動論 2 3 講義 半期 ★

マーケティング論 2 3 講義 半期 ★

現代社会論 2 2 講義 半期 ★

マス・メディア論 2 1 講義 半期 ★

社会統計学 2 2 講義 半期 ★

社会調査法 2 2 講義 半期 ★

企業管理論 2 3 講義 半期 ★

企業経営論 2 2 講義 半期 ★

社会調査演習 4 3 演習 通年 80単位以上 ★

備考欄の、★印は全学への開放科目を示す。

専
　
門
　
関
　
連
　
科
　
目
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人文学部人文学科（ビジネス・社会コース）専門科目

必修 選択必修 選択

基礎演習Ａ 2 1 演習 半期

基礎演習Ｂ 2 1 演習 半期

専門基礎演習Ａ 2 2 演習 半期

専門基礎演習Ｂ 2 2 演習 半期

専門応用演習Ａ 2 3 演習 半期

専門応用演習Ｂ 2 3 演習 半期

専門研究演習 2 4 演習 半期

卒業研究 2 4 演習 半期 16単位以上

人文学概論 2 1 講義 半期

日本文化概論 2 1 講義 半期

日本史入門 2 1 講義 半期

人間の心と行動 2 1 講義 半期

宗教学概論Ａ 2 1 講義 半期 ★

仏教学概論Ａ 2 1 講義 半期 ★

サブカルチャー入門 2 1 講義 半期

英語圏文化入門 2 1 講義 半期

社会学概論 2 1 講義 半期 8単位以上

主体的学習法 2 1 講義 半期

プレゼンテーション演習 2 1 演習 半期

グループワーキング演習 2 2 演習 半期

社会人基礎力形成演習 2 2 演習 半期

社会人基礎力実践 2 3 演習 半期

データ分析 2 3 演習 半期 8単位以上

産業・組織心理学 2 2 講義 半期 ★

消費者行動論 2 3 講義 半期 ★

多文化社会論入門 2 1 講義 半期 ★

国際関係入門 2 1 講義 半期 ★

異文化間コミュニケーション 2 2 講義 半期 ★

英語圏の社会と文化Ａ 2 2 講義 半期 ★

フィールドワーク論 2 2 講義 半期 ★

ビジネス英語 2 3 演習 半期 ★

翻訳入門 2 2 演習 半期 ★

通訳入門 2 3 演習 半期 ★

比較文化論 2 2 講義 半期 ★

英語圏の社会と文化Ｂ 2 2 講義 半期 ★

情報社会論 2 3 講義 半期 ★

マーケティング論 2 3 講義 半期 ★

観光学 2 2 講義 半期 ★

社会調査入門 2 1 講義 半期 ★

現代社会論 2 2 講義 半期 ★

マス・メディア論 2 1 講義 半期 ★

国際金融論 2 2 講義 半期 ★

国際政治論 2 2 講義 半期 ★

社会統計学 2 2 講義 半期 ★

社会調査法 2 2 講義 半期 ★

企業管理論 2 3 講義 半期 ★

貿易論 2 3 講義 半期 ★

企業経営論 2 2 講義 半期 ★

社会調査演習 4 3 演習 通年 ★

映像と文学 2 3 講義 半期 ★

大阪学 2 2 講義 半期 ★

生活文化論 2 2 講義 半期 ★

日本のアニメ文化 2 2 講義 半期 ★

日本漫画史 2 2 講義 半期 ★

仏教と社会福祉 2 3 講義 半期 ★

宗教社会活動論 2 3 講義 半期 ★

アジアの仏教と社会 2 3 講義 半期 ★

グループダイナミックス 2 2 講義 半期 30単位以上 ★

日本文学入門１ 2 1 講義 半期 ★

日本文学入門２ 2 1 講義 半期 ★

日本古典文学史 2 2 講義 半期 ★

日本近代文学史 2 2 講義 半期 ★

国語学概論 2 1 講義 半期 ★

国語史 2 2 講義 半期 ★

言語学概論 2 1 講義 半期 ★

日本文学概論 2 1 講義 半期 ★

日本文学講読Ａ 2 2 演習 半期 ★

日本文学講読Ｂ 2 2 演習 半期 ★

日本文学演習Ａ 2 3 演習 半期 ★

日本文学演習Ｂ 2 3 演習 半期 ★

漢文学講読Ａ 2 1 演習 半期 ★

漢文学講読Ｂ 2 1 演習 半期 ★

日本美術史 2 3 講義 半期 （次頁へ続く） （次頁へ続く） ★

備考区分 履修条件 卒業要件単位授　業　科　目　名 年次 形態 期間
単位数
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人文学部人文学科（ビジネス・社会コース）専門科目

必修 選択必修 選択
備考区分 履修条件 卒業要件単位授　業　科　目　名 年次 形態 期間

単位数

国語表現法 2 2 講義 半期 ★

日本語プレゼンテーション 2 2 演習 半期 ★

日本語教授法 2 3 講義 半期 ★

漢文学 2 1 講義 半期 ★

漢文学史Ａ 2 2 講義 半期 ★

漢文学史Ｂ 2 2 講義 半期 ★

書道Ａ 1 3 実習 半期 ★

書道Ｂ 1 3 実習 半期 ★

国語学演習Ａ 2 3 演習 半期 ★

国語学演習Ｂ 2 3 演習 半期 ★

文学と芸能 2 1 講義 半期 ★

日本文学と仏教 2 2 講義 半期 ★

浪速の文学 2 3 講義 半期 ★

文化資料論Ａ（日本文学） 2 3 講義 半期 ★

文化資料論Ｂ（日本文学） 2 3 講義 半期 ★

日本文学研究法 2 3 講義 半期 ★

日本文化特殊講義（日本文学） 2 3 講義 半期 ★

日本文化史Ａ 2 2 講義 半期 ★

日本文化史Ｂ 2 2 講義 半期 ★

日本思想史 2 3 講義 半期 ★

歴史と資料 2 3 講義 半期 ★

歴史文化特殊講義 2 3 講義 半期 ★

サブカルチャー概論 2 1 講義 半期 ★

上方落語論 2 3 講義 半期 ★

大阪文化特殊講義 2 2 講義 半期 ★

サブカルチャー資料論 2 3 講義 半期 ★

日本文化特殊講義（ｻﾌﾞｶﾙﾁｬｰ） 2 3 講義 半期 ★

真宗入門 2 1 講義 半期 ★

宗教学概論Ｂ 2 1 講義 半期 ★

仏教学概論Ｂ 2 1 講義 半期 ★

哲学概論 2 1 講義 半期 ★

仏教と生活 2 2 演習 半期 ★

パーリ語入門 2 2 講義 半期 ★

サンスクリット語入門 2 2 講義 半期 ★

宗教儀礼概論 2 1 講義 半期 ★

宗教社会学 2 2 講義 半期 ★

宗教史 2 2 講義 半期 ★

仏教史 2 1 講義 半期 ★

真宗史 2 2 講義 半期 ★

日本仏教史Ａ 2 2 講義 半期 ★

日本仏教史Ｂ 2 2 講義 半期 ★

仏教思想論 2 3 講義 半期 ★

宗教哲学 2 3 講義 半期 ★

比較宗教学 2 2 講義 半期 ★

宗教心理学 2 1 講義 半期 ★

身体論 2 2 講義 半期 ★

真宗学概論 2 3 講義 半期 ★

真宗聖典学 2 2 講義 半期 ★

宗門法規 2 2 講義 半期 ★

布教法 2 2 講義 半期 ★

勤式作法 2 2 演習 半期 ★

ビハーラ演習 2 3 演習 半期 ★

真宗教学史・教団史 2 3 講義 半期 ★

真宗儀礼演習 2 3 演習 半期 ★

真宗伝道演習 2 3 演習 半期 ★

寺院運営論 2 3 講義 半期 ★

仏教文化講読１ 2 2 演習 半期 ★

仏教文化講読２ 2 3 演習 半期 ★

仏教文化演習 2 3 演習 半期 ★

公認心理師の職責 2 2 講義 半期 ★

知覚・認知心理学 2 1 講義 半期 ★

学習・言語心理学 2 1 講義 半期 ★

心理学実験 2 2 実験 半期 ★

心理学基礎実習 2 3 実習 半期 ★

心理的アセスメント 2 3 講義 半期 ★

心理演習 2 3 演習 半期

心理実習 2 4 実習 集中

社会・集団・家族心理学 2 1 講義 半期 ★

人間関係論 2 2 講義 半期 ★

心理学研究法 2 2 講義 半期 ★

健康・医療心理学 2 2 講義 半期 ★

福祉心理学 2 2 講義 半期 ★

心理学統計法 2 2 講義 半期 ★

感情・人格心理学 2 1 講義 半期 ★

発達心理学 2 1 講義 半期 （次頁へ続く） （次頁へ続く） ★
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人文学部人文学科（ビジネス・社会コース）専門科目

必修 選択必修 選択
備考区分 履修条件 卒業要件単位授　業　科　目　名 年次 形態 期間

単位数

障害者・障害児心理学 2 2 講義 半期 ★

教育・学校心理学 2 1 講義 半期 ★

臨床心理学概論 2 2 講義 半期 ★

心理学的支援法 2 3 講義 半期 ★

人体の構造と機能及び疾病 2 3 講義 半期 ★

精神疾患とその治療 2 3 講義 半期 ★

神経・生理心理学 2 3 講義 半期 ★

司法・犯罪心理学 2 2 講義 半期 ★

関係行政論 2 3 講義 半期 ★

ことばと文化 2 1 講義 半期 ★

英語文学概論 2 1 講義 半期 ★

スピーチとプレゼンテーション 2 1 演習 半期 ★

コミュニケーション実践 2 3 演習 半期 ★

翻訳演習 2 2 演習 半期 ★

通訳演習 2 3 演習 半期 ★

英語文学講読 2 2 演習 半期 80単位以上 ★

備考欄の、★印は全学への開放科目を示す。
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人間発達学部管理栄養学科専門科目

　　 単位数

必修 選択
ベ－シックセミナ－ 2 1 演習 半期

食育総論 2 1 講義 半期

産官学食育実践演習 2 1 演習 集中 4単位以上
健康管理論 2 1 講義 半期

公衆衛生学Ａ 2 2 講義 半期

食品学Ａ 2 1 講義 半期

公衆衛生学Ｂ 2 3 講義 半期

公衆衛生学実習 1 3 実習 半期

人体の構造（解剖学） 2 1 講義 半期

生理学Ａ 2 1 講義 半期

生理学Ｂ 2 1 講義 半期

解剖生理学実験 1 1 実験 半期

運動生理学実習 1 2 実習 半期

疾病の成り立ち 2 2 講義 半期

微生物学 2 2 講義 半期

栄養生化学 2 2 講義 半期

生化学 2 1 講義 半期

生化学実験 1 1 実験 半期

食品学Ｂ 2 2 講義 半期

食品学実習 1 2 実習 半期

食品学実験 1 1 実験 半期

食品衛生学 2 2 講義 半期

食品衛生学実験 1 2 実験 半期

調理学 2 1 講義 半期

調理学実習Ａ 1 1 実習 半期

調理学実習Ｂ 1 1 実習 半期

調理科学実験 1 2 実験 半期

基礎栄養学 2 2 講義 半期

基礎栄養学実験 1 2 実験 半期

発達栄養生化学 2 3 講義 半期

ライフステージ栄養学Ａ 2 2 講義 半期

ライフステージ栄養学Ｂ 2 2 講義 半期

ライフステージ栄養学実習 1 2 実習 半期

栄養教育論Ａ 2 2 講義 半期

栄養教育論Ｂ 2 3 講義 半期

栄養教育論実習Ａ 1 2 実習 半期

栄養教育論実習Ｂ 1 3 実習 半期

栄養教育演習 2 3 演習 半期

臨床栄養学Ａ 2 2 講義 半期

臨床栄養学Ｂ 2 3 講義 半期

臨床栄養アセスメント論 2 2 講義 半期

臨床栄養カウンセリング論 2 3 講義 半期

臨床栄養学実習Ａ 1 3 実習 半期

臨床栄養学実習Ｂ 1 3 実習 半期

公衆栄養学Ａ 2 3 講義 半期

公衆栄養学Ｂ 2 3 講義 半期

公衆栄養学実習Ａ 1 3 実習 半期

公衆栄養学実習Ｂ 1 3 実習 半期

給食経営管理論 2 2 講義 半期

給食経営管理実務論 2 2 講義 半期

給食経営管理実習 2 3 実習 半期

管理栄養総合演習 2 3 演習 半期

臨地実習Ａ 1 3 実習 集中

臨地実習Ｂ 1 3 実習 集中

臨地実習Ｃ 1 3 実習 集中

臨地実習Ｄ（給食の運営を含む） 1 3 実習 集中 50単位以上 （次頁へ続く）

備考区分 履　修　条　件 卒業要件単位授　業　科　目　名 年次 形態 期間
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　　 単位数

必修 選択
備考区分 履　修　条　件 卒業要件単位授　業　科　目　名 年次 形態 期間

基礎化学 2 1 講義 半期

学校栄養教育論Ａ 2 3 講義 半期

学校栄養教育論Ｂ 2 3 講義 半期

栄養教育実習 2 4 実習 集中

スポーツ栄養演習 2 3 演習 半期

在宅栄養ケア演習 2 4 演習 半期

臨床薬理学 2 3 講義 半期

行動カウンセリング論 2 1 講義 半期 ★

行動カウンセリング演習 2 1 演習 集中 ★

食文化論 2 4 講義 半期 ★

生活文化研究 2 4 演習 半期 ★

茶懐石の作法と料理 2 4 演習 半期 ★

製菓実習 1 4 実習 半期 ★

食デザイン演出 2 1 演習 半期

商品開発入門 2 1 演習 半期

インタ－ンシップ実習 1 4 実習 集中 6単位以上

管理栄養士演習Ａ 2 3 演習 半期

管理栄養士演習Ｂ 2 4 演習 半期

管理栄養士演習Ｃ 2 4 演習 半期

管理栄養士演習Ｄ 2 4 演習 半期

管理栄養士特別演習Ａ 2 4 演習 半期

管理栄養士特別演習Ｂ 2 4 演習 半期

管理栄養士特別演習Ｃ 2 4 演習 半期

卒業研究 4 4 演習 通年 4単位以上 80単位以上

備考欄の、★印は全学への開放科目を示す。
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教職課程科目

　　 単位数

必修 選択
教職入門 2 2 講義 半期

教育心理学 2 1 講義 半期

学校の制度と経営 2 2 講義 半期

特別支援教育 2 1 講義 半期

教育課程の意義と編成 2 3 講義 半期

教育の方法と技術（情報通信技術の活用含む） 2 3 講義 半期

道徳教育論 2 3 講義 半期
特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 2 2 講義 半期

生徒・進路指導論 2 2 講義 半期

生徒指導論 2 2 講義 半期

教育相談 2 2 講義 半期

教育史 2 2 講義 半期

異文化間教育論 2 2 講義 半期

音楽科教育法Ａ 2 2 講義 半期

音楽科教育法Ｂ 2 2 講義 半期

音楽科教育法Ｃ 2 3 講義 半期

音楽科教育法Ｄ 2 3 講義 半期

国語科教育法Ａ 2 2 講義 半期

国語科教育法Ｂ 2 2 講義 半期

国語科教育法Ｃ 2 3 講義 半期

国語科教育法Ｄ 2 3 講義 半期

宗教科教育法Ａ 2 2 講義 半期

宗教科教育法Ｂ 2 2 講義 半期

宗教科教育法Ｃ 2 3 講義 半期

宗教科教育法Ｄ 2 3 講義 半期

教育実習１（事前事後指導） 1 4 実習 半期

教育実習２（実地実習） 2 4 実習 集中

教育実習３（実地実習） 2 4 実習 集中

介護体験 2 3 実習 集中

教職実践演習（中・高） 2 4 演習 半期

教職実践演習（栄養教諭） 2 4 演習 半期

教職特別演習Ａ 2 専 演習 半期

教職特別演習Ｂ 2 専 演習 半期

図書館司書課程科目

区 　　 単位数

分 必修 選択
図書館制度・経営論 2 2 講義 半期

図書館情報技術論 2 1 講義 半期

図書館サ－ビス概論 2 1 講義 半期

情報サ－ビス論 2 2 講義 半期

児童サ－ビス論 2 2 講義 半期

情報サービス演習１ 2 3 演習 半期

情報サービス演習２ 2 3 演習 半期

図書館情報資源概論 2 2 講義 半期

情報資源組織論 2 2 講義 半期

情報資源組織演習 2 2 演習 半期

図書館総合演習 2 3 演習 半期

図書館基礎特論 2 3 講義 半期

図書館サービス特論 2 3 講義 半期

学校教育概論 2 1 講義 半期

学校図書館司書教諭課程科目

区 　　 単位数

分 必修 選択

学校経営と学校図書館 2 2 講義 半期

学校図書館メディアの構成 2 2 講義 半期

学習指導と学校図書館 2 2 講義 半期

読書と豊かな人間性 2 3 講義 半期

情報メディアの活用 2 3 講義 半期

備考

備考

備考区分 期間 履　修　条　件 卒業要件単位授　業　科　目　名 年次 形態

履　修　条　件 卒業要件単位

卒業要件単位

授　業　科　目　名 年次 形態 期間

履　修　条　件期間授　業　科　目　名 年次 形態
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別表第二　（第10条の2関係）

講義
又は
演習

実験
又は
実習

必修 選択

公衆衛生学Ａ 2 2 講義 後期

公衆衛生学Ｂ 2 3 講義 前期

公衆衛生学実習 1 3 実習 前期

健康管理論 2 1 講義 後期

人体の構造（解剖学） 2 1 講義 前期

生理学Ａ 2 1 講義 前期

生理学Ｂ 2 1 講義 後期

解剖生理学実験 1 1 実験 後期

運動生理学実習 1 2 実習 前期

疾病の成り立ち 2 2 講義 前期

生化学 2 1 講義 前期

生化学実験 1 1 実験 前期

栄養生化学 2 2 講義 後期

微生物学 2 2 講義 後期

食品学Ａ 2 1 講義 前期

食品学Ｂ 2 2 講義 前期

食品学実習 1 2 実習 前期

食品学実験 1 1 実験 後期

食品衛生学 2 2 講義 前期

食品衛生学実験 1 2 実験 後期

調理学 2 1 講義 前期

調理学実習Ａ 1 1 実習 前期

調理学実習Ｂ 1 1 実習 後期

調理科学実験 1 2 実験 前期

小計 28 10

基礎栄養学 2 2 講義 前期

基礎栄養学実験 1 2 実験 後期

発達栄養生化学 2 3 講義 前期

ライフステージ栄養学Ａ 2 2 講義 前期

ライフステージ栄養学Ｂ 2 2 講義 後期

ライフステージ栄養学実習 1 2 実習 後期

栄養教育論Ａ 2 2 講義 後期

栄養教育論Ｂ 2 3 講義 前期

栄養教育論実習Ａ 1 2 実習 後期

栄養教育論実習Ｂ 1 3 実習 前期

栄養教育演習 2 3 演習 後期

臨床栄養学Ａ 2 2 講義 前期

臨床栄養学Ｂ 2 3 講義 前期

臨床栄養アセスメント論 2 2 講義 後期

臨床栄養カウンセリング論 2 3 講義 後期

臨床栄養学実習Ａ 1 3 実習 前期

臨床栄養学実習Ｂ 1 3 実習 後期

公衆栄養学Ａ 2 3 講義 前期

公衆栄養学Ｂ 2 3 講義 後期

公衆栄養学実習Ａ 1 3 実習 前期

公衆栄養学実習Ｂ 1 3 実習 後期

給食経営管理論 2 2 講義 後期

給食経営管理実務論 2 2 講義 後期

給食経営管理実習 2 3 実習 前期

管理栄養総合演習 2 3 演習 後期

管理栄養士演習Ａ 2 3 演習 後期

管理栄養士演習Ｂ 2 4 演習 前期

管理栄養士演習Ｃ 2 4 演習 前期

管理栄養士演習Ｄ 2 4 演習 後期

臨地実習Ａ 1 3 実習 集中

臨地実習Ｂ 1 3 実習 集中

臨地実習Ｃ 1 3 実習 集中

臨地実習Ｄ（給食の運営を含む） 1 3 実習 集中

小計 32 12

60 22

4

合計
82

4

給食経営管理論 4

総合演習 2

臨地実習

8

専
門
分
野

基礎栄養学 2

応用栄養学 6

栄養教育論 6

臨床栄養学 8

公衆栄養学

期間

6

10

栄養士法施行規則による教育内
容

規定単位数

授　業　科　目　名
単位数

人体の構造と機能
及び疾病の成り立
ち

14
専
門
基
礎
分
野

社会・環境と健康

年次 形態

食べ物と健康 8
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別表第三　（第42条関係）

音楽専攻科教育課程表

区 　　 単位数

分 必修 選択

専攻実技Ａ 6 1 演習 通年 作曲専攻作曲分野

専攻実技Ｂ 6 1 演習 通年 声楽専攻・器楽専攻

音楽学演習Ａ 6 1 演習 通年 作曲専攻音楽学分野

音楽学演習Ｂ 6 1 演習 通年

音楽療法演習Ａ 6 1 演習 通年 作曲専攻音楽療法分野

音楽療法演習Ｂ 6 1 演習 通年

修了作品 6 1 演習 集中 作曲専攻作曲分野

修了論文 6 1 演習 集中 作曲専攻音楽学分野

修了研究 6 1 演習 集中 作曲専攻音楽療法分野

修了演奏 6 1 演習 集中 声楽専攻・器楽専攻

特殊研究Ⅰ 4 1 講義 通年

特殊研究Ⅱ 4 1 講義 通年

特殊研究Ⅲ 4 1 講義 通年

特殊研究Ⅳ 4 1 講義 通年

作品研究 4 1 演習 通年

演奏解釈 4 1 演習 通年

音楽療法事例研究 4 1 演習 通年

西洋音楽史特殊講義Ａ 2 1 講義 半期

西洋音楽史特殊講義Ｂ 2 1 講義 半期

西洋音楽史特殊講義Ｃ 2 1 講義 半期

西洋音楽史特殊講義Ｄ 2 1 講義 半期

合奏 4 1 演習 通年 管弦打古楽器分野

オーケストラ特別研究Ａ 1 1 実技 集中 管弦打古楽器分野

オーケストラ特別研究Ｂ 1 1 実技 集中 管弦打古楽器分野

オーケストラ特別実習Ａ 1 1 実習 集中 管弦打古楽器分野

オーケストラ特別実習Ｂ 1 1 実習 集中 管弦打古楽器分野

室内楽 2 1 実技 通年 ピアノ・管弦打古楽器分野

オペラ演習 4 1 演習 通年 声楽分野

通奏低音 2 1 実技 通年 古楽器分野は必修

室内楽演習 4 1 演習 通年 創作演奏分野 30単位以上

専
攻
科
目

履　修　条　件

専
攻
科
共
通
科
目

修了要件単位授　業　科　目　名 年次 形態 期間

4単位以上選択必修

4単位以上選択必修
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「相愛大学 学則」 

変更の事項を記載した書類 

 

 

1. 令和 8年 4月より子ども教育学科の学生募集停止に関する一部改正 

昨今の少子化、社会情勢の変化、保育者・教員養成課程へのニーズの減少等が影響し、入学

者数の確保が見通すことができないため、子ども教育学科を令和 8年 4月より学生募集停止

とする。 

・ 該当する条文・・・第 2条、第 2条の 2、第 3条、第 9条、第 10条、第 10条の 2、第 14

条、第 27条 

 

 

2. 令和 8年 4月より管理栄養学科の学生募集定員を 80名から 60名に削減することに関する一

部改正 

昨今の少子化、社会情勢の変化等が影響し、現在の学生募集定員の確保は困難と判断したた

め、管理栄養学科の学生募集定員を 80名から 60名に削減することとする。 

・ 該当する条文・・・第 3条 

 

 

3. 上記 1に関連したカリキュラム別表に関する一部改正 

子ども教育学科を学生募集停止にすることで同学科の専門カリキュラムを削除する。 

・ 該当する条文・・・別表第一（第 7条関係） 

 

 

4. 学則変更に係る附則の追加 

 

5. 変更の時期  令和 8年 4月 1日 

 

以 上 



学則新旧対照表―1 
 

 
新 旧 

 
（前略） 

 
第２章 学部及び学科の組織、教育研究上の目的 

 
第２条 本学は相愛大学と称し、下記の学部及び学科を置く。 

学  部 学  科 
音 楽 学 部  音 楽 学 科  
人 文 学 部  人 文 学 科  

人間発達学部 
 

管理栄養学科 
 

（中略）  
 
第２条の２ 前条に定める各学部・学科の教育研究上の目的は、次の通りとする。 
１. 音楽学部は、高度な音楽的技術の修得にとどまらず、宗教的情操を備え、感性豊かで優れた音楽家、音楽教育

者、音楽研究者などの専門家を養成する。同時に、音楽を愛好する音楽文化人として文化の諸現象が社会に寄
与する意義を感得し、音楽文化と産業の振興に貢献できる人材を育成することを目的とする。 
（１）  音楽学科は、演奏技量・教育能力・音楽教養の 3方向に拡がる領域の中で、個々の学生をそれぞれの資質

や希望に沿って位置づけ、音楽文化の諸相において活躍できるように育成し、その音楽人的文化力を通
じて、日本の情操社会の水準向上に貢献することを目的とする。 

２．人文学部は、人文科学の分野において、総合的・学際的な教育研究を行い、現代社会に生じる諸問題を多面的
に捉え、思想・宗教的な素養をも生かして、自ら問題に立ち向かう主体性を持った人材を育成することを目的
とする。 

（１）人文学科は、日本文学、歴史・サブカルチャー、仏教文化、心理、国際コミュニケーション、ビジネス・
社会などの分野を軸に、文化の諸相を読み解く能力と複雑化する現代社会を生き抜く力を培い、仏教精神
に基づく知情意のバランスのとれた人格を育み、他者及び異文化への理解を備えた国際社会に通用する人
材の育成を目的とする。 

３．人間発達学部は、生涯における心身の健全な発達を支援するための学術的研究と教育を行う。さらに、當相敬
愛という建学の精神のもとに、これらの成果を生かし、多様な社会支援能力をもつ人材を育成し、社会への貢
献を行うことを目的とする。 

 
 
（１）管理栄養学科は、共生のこころを基本とし、地域社会の活性化による生活の質的向上を支援するという目

標のもとに、栄養・食生活の面から心身の健康な発達を支援できる人材の育成を目的とする。  
 

（中略）  
 
 
 

 
（前略） 

 
第２章 学部及び学科の組織、教育研究上の目的 

 
第２条 本学は相愛大学と称し、下記の学部及び学科を置く。 

学  部 学  科 
音 楽 学 部  音 楽 学 科  
人 文 学 部  人 文 学 科  

人間発達学部 
子ども教育学科 
管理栄養学科 

 
（中略）  

 
第２条の２ 前条に定める各学部・学科の教育研究上の目的は、次の通りとする。 
１. 音楽学部は、高度な音楽的技術の修得にとどまらず、宗教的情操を備え、感性豊かで優れた音楽家、音楽教育

者、音楽研究者などの専門家を養成する。同時に、音楽を愛好する音楽文化人として文化の諸現象が社会に寄
与する意義を感得し、音楽文化と産業の振興に貢献できる人材を育成することを目的とする。 

（１）  音楽学科は、演奏技量・教育能力・音楽教養の 3 方向に拡がる領域の中で、個々の学生をそれぞれの資
質や希望に沿って位置づけ、音楽文化の諸相において活躍できるように育成し、その音楽人的文化力を
通じて、日本の情操社会の水準向上に貢献することを目的とする。 

２．人文学部は、人文科学の分野において、総合的・学際的な教育研究を行い、現代社会に生じる諸問題を多面的
に捉え、思想・宗教的な素養をも生かして、自ら問題に立ち向かう主体性を持った人材を育成することを目的
とする。 

（１）人文学科は、日本文学、歴史・サブカルチャー、仏教文化、心理、国際コミュニケーション、ビジネス・
社会などの分野を軸に、文化の諸相を読み解く能力と複雑化する現代社会を生き抜く力を培い、仏教精神
に基づく知情意のバランスのとれた人格を育み、他者及び異文化への理解を備えた国際社会に通用する人
材の育成を目的とする。 

３．人間発達学部は、生涯における心身の健全な発達を支援するための学術的研究と教育を行う。さらに、當相敬
愛という建学の精神のもとに、これらの成果を生かし、多様な社会支援能力をもつ人材を育成し、社会への貢
献を行うことを目的とする。 

（１）子ども教育学科は、慈しみのこころをもって子育てを支援し、子ども自身の育ちを大切にする教育を展開し、
地域の子育てネットワークを活性化する人材の育成を目的とする。 

（２）管理栄養学科は、共生のこころを基本とし、地域社会の活性化による生活の質的向上を支援するという目
標のもとに、栄養・食生活の面から心身の健康な発達を支援できる人材の育成を目的とする。  

 
（中略）  

 
 
 



学則新旧対照表―2 
 

新 旧 

第３章 修業年限及び定員 
 
第３条 修業年限は 4年とする。但し在学期間は通算 8 年を超えることができない。 
２  学生定員は次の通りとする。 

学  部 学    科 入学定員 
編入学定

員 
収容定員 

音 楽 学 部  音 楽 学 科  80人  － 320人 

人 文 学 部  

人 文 学 科  105人 10人 440人 
日本文学コース （25人） － （100人） 
歴史・サブカルチャーコース （10人） － （40人） 
仏教文化コース （10人） － （40人） 
心理コース （30人） － （120人） 
国際コミュニケーションコース （15人） （5人） （70人） 
ビジネス・社会コース （15人） （5人） （70人） 

人間発達学部 
    
管理栄養学科 60人 － 240人 

 
（中略）  

 
第９条 本学を卒業するためには４カ年以上在学し、前条の定めるところにより、下記の単位を修得しなければな

らない。 

 
（中略）  

 
人間発達学部 

          授業科目 
学 科 

共通教育
科目 

専    門 
科  目 

自由選択 
科    目 計 

     
管理栄養学科  18 80 32 130 

 
（中略）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３章 修業年限及び定員 
 
第３条 修業年限は 4年とする。但し在学期間は通算 8 年を超えることができない。 
２  学生定員は次の通りとする。 

学  部 学    科 入学定員 
編入学定

員 
収容定員 

音 楽 学 部  音 楽 学 科  80人  － 320人 

人 文 学 部  

人 文 学 科  105人 10人 440人 
日本文学コース （25人） － （100人） 
歴史・サブカルチャーコース （10人） － （40人） 
仏教文化コース （10人） － （40人） 
心理コース （30人） － （120人） 
国際コミュニケーションコース （15人） （5人） （70人） 
ビジネス・社会コース （15人） （5人） （70人） 

人間発達学部 
子ども教育学科 80人 － 320人 
管理栄養学科 80人 － 320人 

 
（中略）  

 
第９条 本学を卒業するためには４カ年以上在学し、前条の定めるところにより、下記の単位を修得しなければな

らない。 

 
（中略）  

 
人間発達学部 

          授業科目 
学 科 

共通教育
科目 

専    門 
科  目 

自由選択 
科    目 計 

子ども教育学科 18 80 32 130 
管理栄養学科  18 80 32 130 

 
（中略）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 



学則新旧対照表―3 
 

新 旧 

 
第１０条 教育職員免許状を得ようとする者は、教育職員免許法及び同施行規則に規定する授業科目の単位を修得し
なければならない。 

２ 前項により取得できる免許状は下記の通りとする。 
 

学  部 学   科 種  類（教 科） 

音楽専攻科 
  高校専修（音楽） 

 中学専修（音楽） 

音 楽 学 部  音 楽 学 科   高校一種（音楽） 
 中学一種（音楽） 

人 文 学 部  

人 文 学 科  
   日  本  文  学  コ  ー 
ス 

 高校一種（国語） 
 中学一種（国語） 

人 文 学 科  
   仏  教  文  化  コ  ー 
ス 

 高校一種（宗教） 
 中学一種（宗教） 

人間発達学部 
  

 

管理栄養学科   栄養教諭一種 

３ 教育職員免許状を得ようとする者の中で、学校図書館司書教諭資格を得ようとするものは、文部科学省の定める
所定の授業科目の単位を修得しなければならない。  

 
第１０条の２ （削除） 
 
２ 人間発達学部管理栄養学科の学生で栄養士免許証及び管理栄養士国家試験受験資格を得ようとするものは、第 9
条に規定するもののほか、管理栄養士学校指定規則に規定する授業科目の単位を別表第二の通り修得しなければな
らない。 

３ 本学の学生で図書館司書資格を得ようとするものは、文部科学省の定める所定の授業科目の単位を修得しなけれ
ばならない 

 
（中略）  

 
第１４条 本学を卒業した者には下記の学位を授与する。 

学部 学科 学位 

音 楽 学 部  音 楽 学 科  学 士 （音楽） 

人 文 学 部  人 文 学 科  学 士 （人文学） 

人間発達学部 
  

管理栄養学科  学 士 （発達栄養学） 
 

（中略）  
 

 
第１０条 教育職員免許状を得ようとする者は、教育職員免許法及び同施行規則に規定する授業科目の単位を修得し
なければならない。 

２ 前項により取得できる免許状は下記の通りとする。 
 

学  部 学   科 種  類（教 科） 

音楽専攻科 
  高校専修（音楽） 

 中学専修（音楽） 

音 楽 学 部  音 楽 学 科   高校一種（音楽） 
 中学一種（音楽） 

人 文 学 部  

人 文 学 科  
   日  本  文  学  コ  ー 
ス 

 高校一種（国語） 
 中学一種（国語） 

人 文 学 科  
   仏  教  文  化  コ  ー 
ス 

 高校一種（宗教） 
 中学一種（宗教） 

人間発達学部 
子ども教育学科  小学校一種 

 幼稚園一種 

管理栄養学科   栄養教諭一種 

３ 教育職員免許状を得ようとする者の中で、学校図書館司書教諭資格を得ようとするものは、文部科学省の定める
所定の授業科目の単位を修得しなければならない。  

 
第１０条の２ 人間発達学部子ども教育学科の学生で保育士資格を得ようとするものは、第 9 条に規定するもののほ
か、児童福祉法及び同施行規則に規定する授業科目の単位を修得しなければならない。 

２ 人間発達学部管理栄養学科の学生で栄養士免許証及び管理栄養士国家試験受験資格を得ようとするものは、第 9
条に規定するもののほか、管理栄養士学校指定規則に規定する授業科目の単位を別表第二の通り修得しなければな
らない。 

３ 本学の学生で図書館司書資格を得ようとするものは、文部科学省の定める所定の授業科目の単位を修得しなけれ
ばならない 

 
（中略）  

 
第１４条 本学を卒業した者には下記の学位を授与する。 

学部 学科 学位 

音 楽 学 部  音 楽 学 科  学 士 （音楽） 

人 文 学 部  人 文 学 科  学 士 （人文学） 

人間発達学部 
子ども教育学科 学 士 （子ども発達学） 
管理栄養学科  学 士 （発達栄養学） 

 
（中略）  

 



学則新旧対照表―4 
 

新 旧 

 
第２７条 授業料その他の費用は下記の通りとする。 
 

（中略）  
 
 人間発達学部                                      （円） 

 項目 
学科（コース） 

納  付  金 
入学検定料 入学金 授業料 維持費 施設費 

入学 
年次 

    -  

管理栄養学科 30,000 280,000 1,040,000 - 280,000 

２年次 
以降 

    -  

管理栄養学科 - - 1,040,000 - 280,000 

 
 
 

（中略）  
 

59. 令和 8年 4月 1日 改正 

附 則 
1. この改正学則は、令和 8年 4月 1日より施行する。 
2. 令和 7年度以前に入学した学生ついては、なお従前の学則による。 
3. この改正学則は、令和 8年 4月 1日より施行する。 
4. 令和 8からの人間発達学部の収容定員は、第 3条第 2項の規定にかかわらず次の通りとする。 

学 部・学 科 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 

人
間
発
達
学
部 

子ども教育学科 240人 160人 80人 0人 

管理栄養学科 300人 280人 260人 240人 

5. 人間発達学部子ども教育学科は、第 2 条、第 2 条の 2、第 3 条第 2 項、第 9 条、第 14 条、第 27 条の規定に
かかわらず令和 8年 3月 31日に在学する者が、在学しなくなるまで存続する。 

 
第２７条 授業料その他の費用は下記の通りとする。 
 

（中略）  
 
 人間発達学部                                      （円） 

 項目 
学科（コース） 

納  付  金 
入学検定料 入学金 授業料 維持費 施設費 

入学 
年次 

子ども教育学科 30,000 280,000 940,000 - 280,000 

管理栄養学科 30,000 280,000 1,040,000 - 280,000 

２年次 
以降 

子ども教育学科 - - 940,000 - 280,000 

管理栄養学科 - - 1,040,000 - 280,000 

 
 
 

（後略）  
 

 



人間発達学部 子ども教育学科専門科目

必修 選択 必修 選択

ベ－シックセミナ－ 2 1 演習 半期

子ども生活技術演習 2 1 演習 半期

子どものためのピアノ奏法（入門） 2 1 演習 半期

子どものためのピアノ奏法（基礎） 2 1 演習 半期

子どものための歌と伴奏 2 2 演習 半期

子どもと造形表現 2 1 演習 半期

保育原理 2 1 講義 半期

子ども家庭福祉 2 1 講義 半期

社会福祉 2 1 講義 半期

子ども家庭支援論 2 3 講義 半期

保育者論 2 1 講義 半期

社会的養護Ⅰ 2 3 講義 半期

社会的養護Ⅱ 1 3 演習 半期

保育の心理学 2 1 講義 半期

子ども家庭支援の心理学 2 3 講義 半期

子どもの保健 2 2 講義 半期

子どもの食と栄養 2 3 演習 半期

保育の計画と評価 2 2 講義 半期

乳児保育Ⅰ 2 1 講義 半期

乳児保育Ⅱ 1 2 演習 半期

子どもの健康と安全 2 2 演習 半期

障害児保育 2 2 演習 半期

子育て支援 1 2 演習 半期

子ども理解と相談援助 2 3 演習 半期

子どもと健康 1 1 演習 半期

子どもと人間関係 1 1 演習 半期

子どもと環境 1 1 演習 半期

子どもと言葉 1 1 演習 半期

子どもと表現 1 1 演習 半期

保育内容総合 2 2 演習 半期

保育内容健康 2 2 演習 半期

保育内容人間関係 2 3 演習 半期

保育内容環境 2 2 演習 半期

保育内容言葉 2 2 演習 半期

保育内容総合表現Ａ 2 2 演習 半期

保育内容総合表現Ｂ 2 3 演習 半期

教育原理 2 1 講義 半期

教職論 2 1 講義 半期

学校の制度と経営（幼・小） 2 3 講義 半期

教育心理学（子ども） 2 2 演習 半期

特別支援教育（幼・小） 2 4 講義 半期

教育課程論 2 2 講義 半期

教育方法論（情報通信技術の活用含む） 2 2 講義 半期

学校カウンセリング 2 4 演習 半期

国語（書写を含む。） 2 2 講義 半期

社会 2 2 講義 半期

算数 2 2 講義 半期

理科 2 2 講義 半期

生活 2 1 講義 半期

音楽 2 2 講義 半期

図画工作 2 2 演習 半期

家庭 2 3 講義 半期

体育 2 2 演習 半期

小学校英語 2 3 講義 半期

国語科指導法 2 3 演習 半期

社会科指導法 2 3 演習 半期

算数科指導法 2 3 演習 半期

理科指導法 2 3 演習 半期

生活科指導法 2 3 演習 半期

音楽科指導法 2 4 演習 半期

図画工作指導法 2 3 演習 半期

家庭科指導法 2 4 演習 半期

体育科指導法 2 3 演習 半期

外国語（英語）指導法 2 4 演習 半期

道徳教育の理論と実践 2 4 講義 半期

単位数 区分 授　業　科　目　名

専
　
門
　
基
　
幹
　
科
　
目

卒業要件単位 備考

専
　
門
　
基
　
幹
　
科
　
目

区分 授　業　科　目　名 年次 年次 形態 期間 履　修　条　件 卒業要件単位単位数

新 旧

備考形態 期間 履　修　条　件

学則新旧対照表ー5



新 旧
特別活動及び総合的な学習の時間の指導法（小） 2 4 講義 半期

生徒・進路指導の理論と方法 2 3 講義 半期

ＩＣＴ活用教育 2 4 演習 半期

子ども生活文化論 2 3 講義 半期 ★

子ども生活文化演習 2 4 演習 半期 ★

子どもとリズム 2 3 演習 半期

子どもの食育 2 4 講義 半期 ★

子どものためのピアノ奏法（発展） 2 4 演習 半期

子どもと楽しむ音楽 2 3 演習 半期

造形実習 1 3 実習 半期 ★

子どもの遊びと文化 2 3 演習 半期

世代間交流演習 2 3 演習 半期

教職特別演習 2 3 演習 半期

保育実践演習 2 3 演習 半期

教職実践演習（幼・小） 2 4 演習 半期

子ども学専門演習 2 4 演習 半期

絵本基礎演習 1 1 演習 集中

保育・教育マネジメントＡ 1 1 実習 集中

保育・教育マネジメントＢ 1 2 実習 集中

保育・教育マネジメントＣ 1 3 実習 集中

保育・教育マネジメントＤ 1 4 実習 集中

保育所実習の指導 2 1 演習 集中

保育所実習 2 2 実習 集中

施設実習の指導 2 3 演習 集中

施設実習 2 3 実習 集中

保育実習Ⅱの指導 2 2 演習 集中

保育実習Ⅱ 2 2 実習 集中

保育実習Ⅲの指導 2 3 演習 集中

保育実習Ⅲ 2 3 実習 集中

教育実習の指導（事前事後指導） 1 3 実習 集中

教育実習（実地実習） 4 4 実習 集中

保育・教育実践学習 1 1 実習 集中

保育・教育ボランティア実習Ａ 1 2 実習 集中

保育・教育ボランティア実習Ｂ 1 3 実習 集中

保育・教育インターンシップ 1 4 実習 集中

備考欄の、★印は全学への開放科目を示す。

専
門
関
連
科
目

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

専
門
基
幹
科
目

専
門
関
連
科
目

80単位以上

（次頁へ続く）

専
門
基
幹
科
目

学則新旧対照表ー6



学則の変更の趣旨－1 
 

学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 
１．学則変更（収容定員変更）の内容 

本学学則第 3 条第 2 項に記載の人間発達学部子ども教育学科ならびに人間発達学部
管理栄養学科の学生募集定員及び収容定員を以下の通り変更する。 
【人間発達学部】 
子ども教育学科 学生募集定員 80 名  → 0名 

収容定員   320 名 → 0 名 
管理栄養学科  学生募集定員 80 名  → 60名 

収容定員   320 名 → 240 名 
 
２．学則変更（収容定員変更）の必要性 

昨今の少子化、社会情勢の変化等が影響し、多くの小規模大学では学生募集に苦慮し
ている状況にある。本学の人間発達学部子ども教育学科、管理栄養学科においても、入
学者数の減少傾向に歯止めがかからない状況にあり、現在の規模を維持することは困
難と判断する。【資料 趣旨 1】 
これまでの相愛大学の運営においては、現在の規模を維持することを念頭に各種改

革を遂行してきたが、令和 6（2024）年度より学園ならびに大学の執行部体制を一新し
たうえで、今後の大学運営について中長期的な視野に立った議論を継続してきた。 
その結果、子ども教育学科においては、設置以降長年にわたり大阪の地で教員・保育

者の養成を担ってきたが、昨今の募集状況と教員・保育者養成課程へのニーズの減少に
鑑み、その役割は終えたと判断して令和 8（2026）年度より募集停止とする。 
管理栄養学科においては、一定その社会的なニーズは保ってはいるものの、現在の学

生募集定員 80 名を維持することを優先した運営を継続することで、管理栄養士養成課
程として教育の質を担保することは困難と判断し、令和 8（2026）年度より学生募集定
員を現在の 80 名から 60名に削減する。 
以上のことから、上記 1の通り学則の変更を行いたいと考える。 

 
3．学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 
（１）教育課程の変更内容 

学生募集の停止、ならびに収容定員変更に伴う、教育課程の変更は子ども教育学科
の専門科目の削除のみ実施することとし、それ以外の変更は行わない。引き続き、自
己点検・評価活動を通して、本学の教育の理念、目的に基づき、また、各学部・学科
の教育研究上の目的に沿って、さらなる充実と円滑な運用に努めることとする。 

 



学則の変更の趣旨－2 
 

（２）教育方法及び履修指導方法の変更内容 
学生募集の停止、ならびに収容定員変更に伴う、教育方法及び履修指導方法の変更

は行わない。子ども教育学科においては、在籍する学生すべて卒業を迎えるまで万全
の指導を続けるとともに、卒業後も各種証明証の発行等の支援体制について継続す
ることとしている。 

 
（３）教員組織の変更内容 

収容定員変更に伴う、教員組織の変更は行わない。令和 7（2025）年 4 月 1日で大
学設置基準上の基幹教員数（教授数）は子ども教育学科、管理栄養学科ともに基準を
満たしており、完成年次を迎えるまでは教育の質を担保する意味においても、現在の
組織を維持する方針である。なお、管理栄養学科においては学生募集定員を減じるも
のの、厚生労働省が指定する管理栄養士養成課程の必要教員数に鑑み、現在の基幹教
員数を維持する必要があることから、完成年次を迎える令和 11（2029）年度以降に
おいても現在の体制を維持することとなる。 

 
（４）大学全体の施設・設備の変更内容 

大学全体としての収容定員の総数を削減するため、収容定員変更に伴う施設・設備
等の変更は行わないこととする。 

 
 

以 上 



2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

学生募集定員 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80
入学者数 70 62 72 50 59 76 37 36 18 30
募集定員充足率 87.5% 77.5% 90.0% 62.5% 73.8% 95.0% 46.3% 45.0% 22.5% 37.5%
学生募集定員 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80
入学者数 67 49 61 63 85 73 63 49 44 40
募集定員充足率 83.8% 61.3% 76.3% 78.8% 106.3% 91.3% 78.8% 61.3% 55.0% 50.0%
学生募集定員 160 160 160 160 160 160 160 160 160 160
入学者数 137 111 133 113 144 149 100 85 62 70
募集定員充足率 85.6% 69.4% 83.1% 70.6% 90.0% 93.1% 62.5% 53.1% 38.8% 43.8%

【資料 趣旨1】

子ども教育学科

管理栄養学科

人間発達学部 合計

人間発達学部学科別入学者数推移



学生確保－1 
 

学生の確保の見通し等を記載した書類 

 
１．収容定員を変更する組織の概要 
① 収容定員を変更する組織の概要 

 

組織 入学定員 編入学定員 収容定員 所在地 

相愛大学 人間発達学部 

子ども教育学科 
募集停止 募集停止 0 

大阪府大阪市住之江区南港中 

4 丁目 4 番 1 

相愛大学 人間発達学部 

管理栄養学科 
60 － 240 （同上） 

 
※ 子ども教育学科については、これ以降～「3. 学生確保の見通し」の各項について、学生募集

を停止するものであるため該当なし 
 
② 収容定員を変更する組織の特色 

管理栄養学科は平成 18（2006）年に設置され、食に関する高度で専門的な知識を修得し、
食の問題を｢心｣と｢からだ｣の両面からとらえ食育のできる管理栄養士、栄養士、栄養教諭を
育成している。課題解決力や情報発信力・コミュニケーション力を身につけ、一人ひとりの
人間の発達段階や栄養状態にあった食の総合的な支援ができるだけでなく、食をトータルに
プロデュースするデザイン力を重視した教育を展開している。また、地域連携活動による食
育推進事業や商品開発を通した実践教育を特色とした管理栄養士養成課程である。 

 
 
２．人材需要の社会的な動向等 
① 収容定員を変更する組織で養成する人材の全国的、地域的、社会的動向の分析 

大阪府内に管理栄養士養成課程は 11 校ある。これら 11 校の動向については③-2-イで後述
する。全国で食物・栄養分野をめざす志願者は、学部・学科の系統別集計によると「食物・栄
養」の分野では、2024 年度の 24,926 人から 2025 年度では 25,152 人と対前年度比 100.9％
でほぼ横ばいと言える。一方で、2022 年度の志願者数は 34,051 人であったことから、この
4 年で志願者数が 73.9％にまで減少している。【資料 確保①】 

 
② 中期的な 18歳人口等入学対象人口の全国的、地域的動向の分析 

我が国の 18 歳人口の減少、大学進学率の動向については実数の通りであるが、本書提出に
至る議論は今後の中期的視点のなかで検討されたものである。各方面で公表されている都道
府県別の 18 歳人口の予測値推移によると、全国で 2025 年度の 1,092,647 人から 2034 年度
では 970,429 人と 88．8％に減少。近畿圏においては、2025 年度の 179,292 人から 2034 年
度では 158,282 人と 88.3％に減少。大阪府においては、2025 年度の 74,579 人から 2034 年
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度では 66,574人と 89.3％に減少する。いずれも 10％以上の減少は避けられない状況にあり、
大学進学率においても概ね現在の数値が継続されるとの予想から、高等教育機関の質を担保
する意味においても、入学定員を削減する判断は早期に実施すべきと考える。 

 
③ 収容定員を変更する組織の主な学生募集地域 

管理栄養学科では、これまでは近畿圏、特に大阪府を中心に学生募集を展開してきたが、
令和 6（2024）年度から入学者確保に向けたステークホルダーの確立に尽力している。具体
的には、本学の併設校である相愛高等学校に令和 7（2025）年度に誕生した「普通科 プログ
レスキャリアコース 栄養専攻」をはじめ、本学が加盟する龍谷総合学園（浄土真宗本願寺派
教育ネットワーク）の加盟高等学校との連携強化、調理系専門学校との包括連携協定の締結
など、毎年一定数を安定して確保できる環境をめざしている。 
社会情勢の変化により、厳しい学生募集環境を強いられることは想像に難くないが、地域

に囚われず広域的なステークホルダーとの関係性を強化することで、少数を着実に迎え入れ
たいと考えている。 

 
④ 既設組織の定員充足の状況 

本学が設置する既設組織は、音楽学部音楽学科と人文学部人文学科である。 
令和 7（2025）年 5月 1日現在、音楽学部音楽学科の収容定員充足率は 72.0％、人文学部

人文学科の収容定員充足率は 84.0％となっている。【資料 確保②】 
両学科とも中期的な視点に立てば決して安定しているとは言い難いものの、令和 8（2026）

年度より音楽学科に音楽創造コースを、人文学科にサブカルチャーコース、歴史・ツーリズ
ムコースを新設するなど、時代に即した教育を展開できていること、併せて管理栄養学科と
同様に入学者確保に向けたステークホルダーの確立に尽力していることから、人口動向を加
味しても今後数年は現在と同等かそれ以上の入学者を確保できると考えている。 

 
 
３．学生確保の見通し 
① 学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 
ア 既設組織における取組とその目標 

本書において収容定員を変更する管理栄養学科、ならびに音楽学科と人文学科において、
共通して効果が得られている広報手段としてオープンキャンパスが挙げられる。令和 7
（2025）年度入試において、オープンキャンパスに参加し入学試験に関するプログラムを
受講した生徒が、何らかの入試により出願した確率は音楽学科で 56.9％、人文学科で 38.6％、
管理栄養学科で 51.2％となっている。【資料 確保③】 
これは本学の知名度が低いこと、各社が公表する偏差値が極端に低く評価されているこ

となどから当初評価が決して高くない社会評価のなか、実際のキャンパスや教育内容、在
学生の活躍する姿を体感することで、その評価が一転していることが伺える。 
一方で、令和 4（2022）年度の同数値は、音楽学科で 58.9％、人文学科で 48.8％、管理

栄養学科で 50.0％であったことから、人文学科においては減少傾向にあるとも認識してい
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る。これは、大阪府ならびに近畿圏の大規模大学の合格ラインが極端に下がったこと、大
規模大学による指定校制特別推薦での囲い込みが激化していることなどから、より知名度
の高い大学へと志願者が流れているものと判断している。 
今後については、学校法人相愛学園が令和 10（2028）年に創立 140 周年を迎えるにあた

り、大阪市中央区本町に高層ビルの建設を行っているほか、本学にゆかりのある実務家教
員を招聘するなど、記念事業委員会を中心とした知名度向上に向けた諸活動をはじめ、時
代に即した教育環境を整備することで、オープンキャンパス参加者数の増加を見込んでい
る。なお、オープンキャンパスの内容もブラッシュアップすることで、参加した生徒の出
願率を令和 4（2022）年度の水準以上をすることを目標としている。 

 
イ 収容定員を変更する組織における取組とその目標 

管理栄養学科では、これまでは資格取得をめざす高校生をターゲットに、広報媒体の利
用や合同説明会への参加を中心に広報活動を展開してきた。しかしながら、その効果は一
定あるものの、志願者数は人口動向と比例するものであり、人口減少が大きい年度では同
様に志願者数も減少してきた。そこで、令和 6（2024）年に刷新した新執行部体制により、
これまでの方法を見直す方針を定め、広報媒体を打ち切り、その費用を利用してステーク
ホルダーとの関係強化に投じることとしている。一例に、管理栄養学科主催の「豆-1 グラ
ンプリ」をオープンキャンパス同日に開催。【資料 確保④】 
これは同学科の特色である実践教育（産官学連携）のネットワークを駆使して実現に至

ったものであり、高等学校の栄養系コースや調理系クラブに参加を促している。令和 6
（2024）年度は時間の無いなかで企画し第 1 回を開催したが、全国各地の高校から総数 15
作品の応募があり、決勝に進出した 9 校によりオープンキャンパス内で実演審査が行なわ
れ盛況のうちに終えることができた。また、これを LIVE 配信することで広報活動にも寄
与するに至っている。令和 7（2025）年度は 8月 17 日に開催を予定しており、新たに農林
水産省近畿農政局の後援を得るなど、グレードアップした内容にすべく準備を進めている。
【資料 確保⑤】 
また、在学生の活躍は社会の信頼を得るに非常に有効である。他学にはない「実践教育

ナンバー1 の管理栄養士養成課程」をテーマに掲げ、入学直後から卒業に至るまで座学（学
修）と実践（気づき）を交互に体験させる教育内容を継続するとともに、社会のニーズに
応える管理栄養士・栄養士等の養成に尽力していくことを目標としている。【資料 確保⑥】 

 
ウ 当該取組の実績の分析結果に基づく、収容定員を変更する組織での入学者の見込み数 

管理栄養学科の入学者数は、令和 4（2022）年度 63 名、令和 5（2025）年度 49 名、令
和 6（2024）年度 44名、令和 7（2025）年度 40 名であり、過去 4年間の平均は 49 名とな
っている。なお、編入学生を含む入学者数は、令和 4（2022）年度 66（編入 3）名、令和
5（2025）年度 53（編入 4）名、令和 6（2024）年度 46（編入 2）名、令和 7（2025）年度
48（編入 8）名と推移している。【資料 確保⑦】 
これらの実績に加え、2-③で既述の通りここ数年で入学者確保に向けたステークホルダ

ーの確立（これらの効果が存分に得られるのは令和 9（2027）年度以降と予想）により、
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今後4年間の経営的視点を踏まえた入学者数の最低ライン8割で想定した場合においても、
編入生を含めた令和 11（2029）年度の収容定員充足率は 92.5％を実現できるものと想定し
ている。【資料 確保⑧】 
また、管理栄養学科の教育活動に支障のない範囲（入学定員の 15％程度）で留学生の受

け入れを開始する方針である。なお、これまで積極的な留学生の募集を行っていなかった
にもかかわらず、すでに管理栄養士資格の合格実績と有名な企業への就職実績も備えてい
ることから、これらを広報することで毎年 10 名程度の入学を見込んでいる。【資料 確保
⑨】 

 
② 競合校の状況分析（立地条件，養成人材，教育内容と方法の類似性と定員充足状況） 
ア 競合校の選定理由と収容定員を変更する組織との比較分析，優位性 

大阪府内の管理栄養士養成課程は 11校ある。管理栄養学科では資格取得を目標に進学先
を決定するといった特徴から、競合校はこれらすべての教育機関と選定する【資料 確保⑩】。 
なお、管理栄養士養成課程は厚生労働省が指定する授業科目を中心にカリキュラムが整

備されているため、カリキュラム編成により他大学との差別化を図ることは困難である。 
一方で、本学に入学する学生の特徴として、入学までの学習環境が一様でないことが挙

げられる。砕いて表現すると基礎学力の差が大きいと言える。これらの学生を実践教育に
より気づきを与え続け、その積み重ねとグループワークによる仲間意識の醸成により、管
理栄養士国家試験に挑み結果に結びつける指導手法に関しては、高校教員からその成長の
幅に称賛のお声を頂戴するほどである。これこそが本学の教育力であり、競合校に対して
優位性を表現できるものと考える。【資料 確保⑪】 

 
イ 競合校の入学志願動向等 

管理栄養学科が競合校に選定する各校の入学者動向は別紙の通りである。【資料 確保⑩】 
ここからも見て取れるように、大規模大学では比較的順調な募集活動を展開しているが、
小規模大学では人口動向の受け入学者数が推移していると把握する。 

 
ウ 新設組織において定員を充足できる根拠等（競合校定員未充足の場合のみ） 

上記イの通り大阪府内における管理栄養士養成課程へのニーズは一定数あることがわか
る。一方で小規模大学では苦戦していることもあり、本学では収容定員を減じる方針を定
めたところである。これまでの実績と「①-ウ 当該取組の実績の分析結果に基づく、収容定
員を変更する組織での入学者の見込み数」の内容により、減じた定員については充足可能
な数値と判断している。 

 
エ 学生納付金等の金額設定の理由 

管理栄養学科の学生納付金については、令和 7（2025）年度の設定をそのまま継続する
こととしている。同年には物価上昇等に対応するため金額の見直しを行ったところであり、
その際は安定した教育活動の展開と他大学等との比較調査を経て設定した経緯があること
から、妥当なものと判断している。【資料 確保⑫】 
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③ 先行事例分析 

本書は本学の現状と社会情勢に鑑み、学生募集の停止と入学定員を削減するものである
ため、先行事例の分析は行っていない。 

 
④ 学生確保に関するアンケート調査 

本書は本学の現状と社会情勢に鑑み、学生募集の停止と入学定員を削減するものである
ため、学生確保に関するアンケート調査は行っていない。 

 
⑤ 人材需要に関するアンケート調査等 

本書は本学の現状と社会情勢に鑑み、学生募集の停止と入学定員を削減するものである
ため、人材需要に関するアンケート調査等は行っていない。一方で学部・学科の系統別集
計によると「食物・栄養」の分野に一定の志願者数があり推移していること、管理栄養学
科の卒業生の就職率については 5 年連続 100％となるなど社会ニーズは継続しているもの
と判断する。【資料 確保⑬】 

 
 
４．収容定員を変更する組織の定員設定の理由 

昨今の少子化、社会情勢の変化等が影響し、多くの小規模大学では学生募集に苦慮している
状況にある。本学の人間発達学部子ども教育学科、管理栄養学科においても、入学者数の減少
傾向に歯止めがかからない状況にあり、今後 10 年間を客観的に見据えたところ現在の規模を維
持することは困難と判断する。 
子ども教育学科については、直近 10 年間の募集状況は右肩下がりの状況であり、特に令和 4

（2022）年度以降の入学者数は、募集定員充足率ならびに収容定員充足率がともに 50％を下回
る状況が常態化し、今後改善の見込みはないと判断したことから、令和 8（2026）年度より学
生募集を停止する。【資料 確保②】 
管理栄養学科については、同じく右肩下がりの状況ではあるが、80 名の学生募集定員に対し

て 50％は維持しているいること、令和 7（2025）年 5月 1 日現在、編入学者を含む在籍者数は
収容定員に対して 58.0％を維持していることから、学生募集定員を 20 名減じ 60 名に設定す
る。【資料 確保②】 
なお、管理栄養学科については、管理栄養士国家試験の校内選考（受験希望者を学内選抜で

減じる施策）を行わずに、直近 5 年間の平均合格率が 90.9％、就職率については 5 年連続で
100％となるなど一定の教育成果が認められることから、同課程においては教育活動を継続する
とともに、ステークホルダーの確立による安定した入学者確保の環境下において、社会のニー
ズに応える管理栄養士・栄養士等の養成に尽力していく方針である。【資料 確保⑬】【資料 確
保⑭】 

 
以 上 
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資料 確保⑫ 学費・諸経費（入学試験要項抜刷） 
資料 確保⑬ 年度別管理栄養学科就職状況（過去 5カ年） 

資料 確保⑭ 
管理栄養士国家試験合格状況（過去 5カ年） 
国家試験合格率報告チラシ 

 



▼学部・学科の系統別集計 集計　507 大学 2025/6/13

募集人数 志願者数 倍率 募集人数 志願者数 倍率

法･政治 22,944 266,869 11.6 22,333 294,840 13.2 ＋27,971 110.5%
法律 15,296 175,492 11.5 14,905 196,253 13.2 ＋20,761 111.8%
政治・政策 7,648 91,377 11.9 7,428 98,587 13.3 ＋7,210 107.9%

経済･経営･商 51,370 652,495 12.7 50,561 710,896 14.1 ＋58,401 109.0%
経済 20,684 274,068 13.3 20,339 303,035 14.9 ＋28,967 110.6%
経営・商 30,686 378,427 12.3 30,222 407,861 13.5 ＋29,434 107.8%

社会 10,789 140,079 13.0 10,598 147,039 13.9 ＋6,960 105.0%
福祉 4,018 27,430 6.8 3,823 28,946 7.6 ＋1,516 105.5%
心理 7,391 76,380 10.3 7,226 77,035 10.7 ＋655 100.9%
人文 29,671 334,020 11.3 28,400 359,674 12.7 ＋25,654 107.7%

外国文学・語学 13,245 125,929 9.5 12,477 137,685 11.0 ＋11,756 109.3%
日本文学・語学 5,363 62,363 11.6 5,099 67,880 13.3 ＋5,517 108.8%
史 4,566 63,827 14.0 4,486 65,593 14.6 ＋1,766 102.8%
哲 1,877 22,549 12.0 1,852 23,926 12.9 ＋1,377 106.1%
文化 4,620 59,352 12.8 4,486 64,590 14.4 ＋5,238 108.8%

教育・児童・子ども 11,324 86,551 7.6 10,403 88,969 8.6 ＋2,418 102.8%
人間・健康 3,022 24,829 8.2 2,923 25,513 8.7 ＋684 102.8%
総合情報 4,939 63,458 12.8 4,984 65,000 13.0 ＋1,542 102.4%
環境 1,078 14,723 13.7 1,141 13,862 12.1 ▼861 94.2%
国際 11,004 105,224 9.6 10,605 124,256 11.7 ＋19,032 118.1%
理工 42,741 790,531 18.5 41,779 840,908 20.1 ＋50,377 106.4%
理学系 7,941 131,514 16.6 7,842 142,135 18.1 ＋10,621 108.1%

数・情報 2,973 48,145 16.2 2,930 48,481 16.5 ＋336 100.7%
物理・地学 1,561 29,280 18.8 1,538 32,852 21.4 ＋3,572 112.2%
化 1,050 17,343 16.5 1,054 19,054 18.1 ＋1,711 109.9%
生物・生命 2,357 36,746 15.6 2,320 41,748 18.0 ＋5,002 113.6%

工学系 34,800 659,017 18.9 33,937 698,773 20.6 ＋39,756 106.0%
機械 7,070 135,984 19.2 6,779 143,934 21.2 ＋7,950 105.8%
電気・情報 11,957 237,615 19.9 11,758 244,008 20.8 ＋6,393 102.7%
化・材料 3,552 72,327 20.4 3,458 80,640 23.3 ＋8,313 111.5%
建築 4,333 78,999 18.2 4,356 86,507 19.9 ＋7,508 109.5%
土木・環境 2,628 42,453 16.2 2,487 43,972 17.7 ＋1,519 103.6%
生物・生命 2,015 35,698 17.7 1,915 38,707 20.2 ＋3,009 108.4%
その他 3,245 55,941 17.2 3,184 61,005 19.2 ＋5,064 109.1%

農水産 5,845 76,626 13.1 5,757 80,035 13.9 ＋3,409 104.4%
獣医 461 13,645 29.6 468 15,077 32.2 ＋1,432 110.5%
農水産 5,384 62,981 11.7 5,289 64,958 12.3 ＋1,977 103.1%

医 2,777 103,876 37.4 2,745 104,392 38.0 ＋516 100.5%
歯 943 5,929 6.3 945 6,439 6.8 ＋510 108.6%
薬 6,331 56,439 8.9 6,030 54,757 9.1 ▼1,682 97.0%
看護 8,556 57,430 6.7 8,302 57,871 7.0 ＋441 100.8%
保健 8,697 45,983 5.3 8,274 49,104 5.9 ＋3,121 106.8%

リハビリ 4,359 20,745 4.8 4,004 21,953 5.5 ＋1,208 105.8%
リハビリ以外 4,338 25,238 5.8 4,270 27,151 6.4 ＋1,913 107.6%

生活 7,773 35,981 4.6 7,163 37,444 5.2 ＋1,463 104.1%
食物・栄養 5,328 24,926 4.7 4,932 25,152 5.1 ＋226 100.9%
食物・栄養以外 2,445 11,055 4.5 2,231 12,292 5.5 ＋1,237 111.2%

芸術 6,781 46,586 6.9 6,574 48,682 7.4 ＋2,096 104.5%
美術 5,595 44,627 8.0 5,531 46,540 8.4 ＋1,913 104.3%
音楽 1,186 1,959 1.7 1,043 2,142 2.1 ＋183 109.3%

体育 4,682 34,412 7.3 4,539 38,803 8.5 ＋4,391 112.8%

12.1 245,105 3,254,465 13.3 ＋208,614 106.8%合 計 252,676 3,045,851

増減数 指数系 統
2024年 2025年
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▼学部・学科の系統別集計 集計　531 大学 2023/7/6

募集人数 志願者数 倍率 募集人数 志願者数 倍率

法･政治 22,936 289,125 12.6 22,895 262,811 11.5 ▼26,314 90.9%
法律 15,313 199,825 13.0 15,252 178,468 11.7 ▼21,357 89.3%
政治・政策 7,623 89,300 11.7 7,643 84,343 11.0 ▼4,957 94.4%

経済･経営･商 53,460 685,476 12.8 53,476 686,178 12.8 ＋702 100.1%
経済 21,636 284,976 13.2 21,514 288,323 13.4 ＋3,347 101.2%
経営・商 31,824 400,500 12.6 31,962 397,855 12.4 ▼2,645 99.3%

社会 11,233 139,850 12.4 11,323 136,649 12.1 ▼3,201 97.7%
福祉 4,942 31,677 6.4 4,791 27,963 5.8 ▼3,714 88.3%
心理 7,336 83,917 11.4 7,360 79,661 10.8 ▼4,256 94.9%
人文 32,472 361,307 11.1 31,999 335,358 10.5 ▼25,949 92.8%

外国文学・語学 15,056 138,943 9.2 14,736 130,415 8.9 ▼8,528 93.9%
日本文学・語学 5,701 65,317 11.5 5,632 59,933 10.6 ▼5,384 91.8%
史 4,660 64,735 13.9 4,626 61,325 13.3 ▼3,410 94.7%
哲 1,939 21,984 11.3 1,925 21,120 11.0 ▼864 96.1%
文化 5,116 70,328 13.7 5,080 62,565 12.3 ▼7,763 89.0%

教育・児童・子ども 12,975 98,473 7.6 12,706 87,482 6.9 ▼10,991 88.8%
人間・健康 3,391 27,669 8.2 3,353 25,752 7.7 ▼1,917 93.1%
総合情報 3,746 43,142 11.5 4,112 44,442 10.8 ＋1,300 103.0%
環境 1,092 15,512 14.2 1,110 13,817 12.4 ▼1,695 89.1%
国際 10,675 104,225 9.8 10,319 96,526 9.4 ▼7,699 92.6%
理工 44,534 837,293 18.8 43,901 814,747 18.6 ▼22,546 97.3%
理学系 8,289 131,777 15.9 8,047 130,627 16.2 ▼1,150 99.1%

数・情報 3,044 52,866 17.4 3,081 50,641 16.4 ▼2,225 95.8%
物理・地学 1,652 30,434 18.4 1,589 29,734 18.7 ▼700 97.7%
化 1,088 17,713 16.3 1,048 17,642 16.8 ▼71 99.6%
生物・生命 2,505 30,764 12.3 2,329 32,610 14.0 ＋1,846 106.0%

工学系 36,245 705,516 19.5 35,854 684,120 19.1 ▼21,396 97.0%
機械 7,424 141,215 19.0 7,320 140,245 19.2 ▼970 99.3%
電気・情報 12,336 264,437 21.4 12,173 248,477 20.4 ▼15,960 94.0%
化・材料 3,628 72,292 19.9 3,566 72,378 20.3 ＋86 100.1%
建築 4,342 86,347 19.9 4,292 79,995 18.6 ▼6,352 92.6%
土木・環境 2,836 44,045 15.5 2,776 43,333 15.6 ▼712 98.4%
生物・生命 2,316 37,994 16.4 2,340 40,251 17.2 ＋2,257 105.9%
その他 3,363 59,186 17.6 3,387 59,441 17.5 ＋255 100.4%

農水産 5,992 69,803 11.6 5,916 72,541 12.3 ＋2,738 103.9%
獣医 428 10,473 24.5 456 13,010 28.5 ＋2,537 124.2%
農水産 5,564 59,330 10.7 5,460 59,531 10.9 ＋201 100.3%

医 2,845 90,271 31.7 2,874 94,598 32.9 ＋4,327 104.8%
歯 1,102 6,810 6.2 1,100 6,382 5.8 ▼428 93.7%
薬 6,513 61,697 9.5 6,329 59,817 9.5 ▼1,880 97.0%
看護 9,304 73,429 7.9 9,282 66,556 7.2 ▼6,873 90.6%
保健 8,761 57,615 6.6 8,508 50,929 6.0 ▼6,686 88.4%

リハビリ 4,329 26,359 6.1 4,282 23,605 5.5 ▼2,754 89.6%
リハビリ以外 4,432 31,256 7.1 4,226 27,324 6.5 ▼3,932 87.4%

生活 8,708 51,703 5.9 8,338 40,860 4.9 ▼10,843 79.0%
食物・栄養 5,961 34,051 5.7 5,742 27,789 4.8 ▼6,262 81.6%
食物・栄養以外 2,747 17,652 6.4 2,596 13,071 5.0 ▼4,581 74.0%

芸術 6,946 47,423 6.8 6,814 47,281 6.9 ▼142 99.7%
美術 5,603 44,867 8.0 5,480 45,045 8.2 ＋178 100.4%
音楽 1,343 2,556 1.9 1,334 2,236 1.7 ▼320 87.5%

体育 5,141 37,031 7.2 5,175 34,615 6.7 ▼2,416 93.5%

12.2 261,681 3,084,965 11.8 ▼128,483 96.0%合 計 264,104 3,213,448

増減数 指数系 統
2022年 2023年

資料 確保①
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相愛大学　学部在籍者数と収容定員充足率
（各年度5月1日現在の数値）

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

音楽学科 380 60 197 257 0.67 360 59 188 247 0.68 340 64 179 243 0.71 320 73 159 232 0.72

音楽学部 380 60 197 257 0.67 360 59 188 247 0.68 340 64 179 243 0.71 320 73 159 232 0.72

人文学科 385 197 214 411 1.06 410 199 216 415 1.01 425 189 201 390 0.91 440 165 208 373 0.84

人文学部 385 197 214 411 1.06 410 199 216 415 1.01 425 189 201 390 0.91 440 165 208 373 0.84

子ども教育学科 320 79 133 212 0.66 320 60 122 182 0.56 320 46 100 146 0.45 320 29 82 111 0.34

管理栄養学科 320 66 206 272 0.85 320 68 184 252 0.78 320 64 152 216 0.67 320 60 126 186 0.58

人間発達学部 640 145 339 484 0.75 640 128 306 434 0.67 640 110 252 362 0.56 640 89 208 297 0.46

大学合計 1,405 402 750 1,152 0.81 1,410 386 710 1,096 0.77 1,405 363 632 995 0.70 1,400 327 575 902 0.64

大学院 16 5 9 14 0.87 16 2 13 15 0.93 16 4 17 21 1.31 16 9 20 29 1.81

音楽専攻科 12 4 5 9 0.75 12 1 5 6 0.50 12 1 8 9 0.75 12 2 3 5 0.41

収容
定員

在籍者数 収容
定員

充足率

収容
定員

在籍者数 収容
定員

充足率

収容
定員

在籍者数 収容
定員

充足率

収容
定員

充足率

収容
定員

在籍者数

2024（令和6）年度 2025（令和7）年度2022（令和4）年度 2023（令和5）年度

資料 確保②



令和7（2025）年度

①プログラム参加者数 ②ｴﾝﾄﾘｰ ③出願
ｴﾝﾄﾘｰ

→出願
③/① ④/①

音楽学科 65 25 37 24 59.90% 96.00%

人文学科 70 27 27 21 38.60% 77.80%

管理栄養学科 41 31 21 15 51.20% 48.40%

※④の数値…ｴﾝﾄﾘｰ後、総合型＋その他の方向に出願した合計

令和6（2024）年度

①プログラム参加者数 ②ｴﾝﾄﾘｰ ③出願
ｴﾝﾄﾘｰ

→出願
③/① ④/①

音楽 56 23 33 21 58.90% 91.30%

人文 43 17 21 16 48.80% 94.10%

管理栄養 38 12 19 10 50.00% 83.30%

※④の数値…ｴﾝﾄﾘｰ後、総合型＋その他の方向に出願した合計

オープンキャンパス参加者出願率集計

資料 確保③



















2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

学生募集定員 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80

入学者数 70 62 72 50 59 76 37 36 18 30

募集定員充足率 87.5% 77.5% 90.0% 62.5% 73.8% 95.0% 46.3% 45.0% 22.5% 37.5%

学生募集定員 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80

入学者数 67 49 61 63 85 73 63 49 44 40

募集定員充足率 83.8% 61.3% 76.3% 78.8% 106.3% 91.3% 78.8% 61.3% 55.0% 50.0%

学生募集定員 160 160 160 160 160 160 160 160 160 160

入学者数 137 111 133 113 144 149 100 85 62 70

募集定員充足率 85.6% 69.4% 83.1% 70.6% 90.0% 93.1% 62.5% 53.1% 38.8% 43.8%

資料 確保⑦

子ども教育学科

管理栄養学科

人間発達学部 合計

人間発達学部学科別入学者数推移









資料 確保⑩

競合校入学者動向

大阪公立 65 66 101.5% 65 66 101.5% 65 66 65 － 65 －

大阪青山 健康科学 健康栄養 70 ★ 78.6% 70 55 90.0% 70 63 70 50 70 47

大阪樟蔭女子 健康栄養 健康栄養（管理栄養士） 80 92 107.5% 80 86 116.3% 80 93 80 108 80 －

関西福祉科学 健康福祉 福祉栄養 80 ★ 60.0% 80 48 80.0% 80 64 80 46 80 55

近畿 農 食品栄養 80 96 101.3% 80 81 93.8% 80 75 80 83 80 －

摂南 農 食品栄養 80 ★ 100.0% 80 80 102.5% 80 82 80 98 80 65

千里金蘭 栄養 栄養 80 ★ 62.5% 80 50 82.5% 80 66 80 35 80 55

相愛 人間発達 管理栄養 80 40 55.0% 80 44 61.3% 80 49 80 45 80 73

帝塚山学院 食環境 管理栄養 80 ★ 123.8% 80 99 100.0% 80 80 80 84 80 74

梅花女子 食文化 管理栄養 40 ★ 57.5% 40 23 80.0% 40 32 40 37 40 39

羽衣国際 人間生活 食物栄養 60 54 103.3% 60 62 96.7% 60 58 60 53 60 42

※入学者数欄の数値は各校HP公開データ（入学者数・1年生在籍者数）より

※ ★マークは6/30現在未公開

※ 令和4（2022）年度以前の各校の入学定員が把握出来ないため充足率は未算出

入学

定員

入学

定員
充足率

入学

定員

令和5（2023） 令和4（2022） 令和3（2021）

入学

者数

入学

者数

入学

者数

大学 学部 学科 入学

者数

入学

者数

令和7（2025）

入学

定員

入学

定員

令和6（2024）

充足率
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4. 学費・諸経費 　※留学生の学費・諸経費については、p.90 をご参照ください。

▪音楽学部� 注）諸費についてのみ若干改定することがあります。　単位：円

※ 1 沙羅の木会特別推薦入試、相愛大学附属音楽教室特別推薦入試合格者は、入学金が免除となります。
※ 2 諸費計は後援会入会金・会費、敬愛会（保護者会）入会金・会費、学生会費、同窓会費、演奏会チケット代等の合計額です。
〔編入学の学費・諸経費について〕編入学生の学費・諸経費については、入試課までお問い合わせください。

▪人文学部	� 注）諸費についてのみ若干改定することがあります。　単位：円

項目
学科

納付金 納付金
計

※2諸費
計

合　計 年　額
入学金 授業料 維持費 施設費

入学
年次 人文学科

前期 ※1250,000 430,000 − 120,000 800,000 39,700 839,700
1,402,900

後期 − 430,000 − 120,000 550,000 13,200 563,200
２年次
以降 人文学科

前期 − 430,000 − 120,000 550,000 16,200 566,200
1,129,400

後期 − 430,000 − 120,000 550,000 13,200 563,200

※ 1 寺院特別推薦入試合格者は、入学金が免除となります。
※ 2 諸費計は後援会入会金・会費、敬愛会（保護者会）入会金・会費、学生会費、同窓会費等の合計額です。
〔編入学の学費・諸経費について〕編入学生の学費・諸経費については、入試課までお問い合わせください。

▪人間発達学部	 � 注）諸費についてのみ若干改定することがあります。　単位：円

項目
学科

※２ 納付金 納付金
計

※3諸費
計

合　計 年　額
入学金 授業料 維持費 施設費

入学
年次

管理栄養学科
前期 ※1280,000 520,000 − 140,000 940,000 39,700 979,700

1,652,900
後期 − 520,000 − 140,000 660,000 13,200 673,200

２年次
以降

管理栄養学科
前期 − 520,000 − 140,000 660,000 16,200 676,200

1,349,400
後期 − 520,000 − 140,000 660,000 13,200 673,200

※ 1 寺院特別推薦入試合格者は、入学金が免除となります。
※ 2 実験実習費を含む。ただし学外実習等で必要に応じて別途徴収することがあります。
※ 3 諸費計は後援会入会金・会費、敬愛会（保護者会）入会金・会費、学生会費、同窓会費等の合計額です。
〔編入学の学費・諸経費について〕編入学生の学費・諸経費については、入試課までお問い合わせください。

▪音楽専攻科	 � 注）諸費についてのみ若干改定することがあります。　単位：円

項目
学科

納付金 納付金
計

※2諸費
計

合　計 年　額
入学金 授業料 維持費 施設費

音楽専攻科
前期 ※1250,000 320,000 − 90,000 660,000 39,700 699,700

1,127,400
後期 − 320,000 − 90,000 410,000 17,700 427,700

※ 1 本学卒業生が入学する場合は、入学金は半額免除となります。
※ 2 諸費計は後援会入会金・会費、敬愛会（保護者会）入会金・会費、学生会費、同窓会費、演奏会チケット代等の合計額です。

〔授業料の延納制度について〕
本学では入学金を除く入学手続納付金（授業料等）の延納措置を講じています（入学金は必ず締切日までにご納入
ください）。手続きには、条件や必要な書類等がありますので早めに入試課までお問い合わせください。
手続きは各入試の前期授業料等納入の締切日までとなっております。

項目
学科

納付金 納付金
計

※2諸費
計

合　計 年　額
入学金 授業料 維持費 施設費

入
学
年
次

音
楽
学
科

演 奏 コ ー ス
前期 ※1350,000 620,000 一 230,000 1,200,000 39,700 1,239,700

2,107,400
後期 一 620,000 一 230,000 850,000 17,700 867,700

音楽創造コース
前期 ※1350,000 580,000 一 190,000 1,120,000 39,700 1,159,700

1,947,400
後期 一 580,000 一 190,000 770,000 17,700 787,700

音楽文化コース
前期 ※1350,000 520,000 一 170,000 1,040,000 39,700 1,079,700

1,787,400
後期 一 520,000 一 170,000 690,000 17,700 707,700

2
年
次
以
降

音
楽
学
科

演 奏 コ ー ス
前期 一 620,000 150,000 230,000 1,000,000 16,200 1,016,200

2,033,900
後期 一 620,000 150,000 230,000 1,000,000 17,700 1,017,700

音楽創造コース
前期 一 580,000 140,000 190,000 910,000 16,200 926,200

1,853,900
後期 一 580,000 140,000 190,000 910,000 17,700 927,700

音楽文化コース
前期 一 520,000 130,000 170,000 820,000 16,200 836,200

1,673,900
後期 一 520,000 130,000 170,000 820,000 17,700 837,700

資料 確保⑫

104351
長方形



主な職種 （人）

栄養士職（栄養教諭含む） 28

総合職・製造職・営業職
（食品関連企業）

8

事務職（一般企業） 2

その他 8

＜主な就職先＞

1 （株）チキンジム その他 1
2 相愛大学 事務職 1
3 （株）マルワ 栄養士 3
4 友栄食品興業（株） 営業職 1

5 （株）第一食品 栄養士 1

6 （株）クスリのアオキホールディングス営業職 2

7 （株）塩梅 栄養士 3

8 ウエルシア薬局（株） 営業職 2

9 日本レストランシステム（株） 営業職 1

10 （福）帝塚山福祉会 その他 1

11 （株）サンドリヨン その他 1

12 豊中市教育委員会 その他 1

13 こばやし歯科 管理栄養士 1

14 （医）IMSグループ 管理栄養士 1

15 SKハウジング 事務職 1

16 （株）あきんどスシロー 営業職 1

17 北京医科学学院腫瘍医院 栄養士 1

18 フジ産業（株） 栄養士 1

19 飲食ネット（株） 営業職 1

20 （株）ブレーントラスト その他 1

21 （社医）生長会ベルキッチン 管理栄養士 1

22 （株）日京クリエイト 栄養士 2

23 （医）育歩会　坂井歯科医院 管理栄養士 1

24 （株）サンエッセン 栄養士 1

25 日清医療食品（株） 栄養士 7

26 シダックス（株） 栄養士 1

27 学園前山田兄弟歯科 その他 1

28 やさしい手東京 その他 1

29 ふじいでら駅前歯科 その他 1

30 （株）ニチダン 栄養士 1

31 （福）博愛社 栄養士 1

32 （株）お弁当の浜乃家 栄養士 1

33 （福）宇治福祉園 栄養士 1

合計 46

管理栄養士 4

栄養士 24

栄養教諭 0

総合職・製造職・営業職 8

事務職 2

その他 8

計 46

年度別 管理栄養学科 就職状況（2021年度）     　　　　　     資料 確保⑬

就職決定率 100％!!

令和３年３月卒業生

栄養士職（栄

養教諭含む）

グラフ タイトル

事務職（一般企業）

４．３％

総合職・製造職・営業職

（食品関連企業）１７．４％

その他

１７．４％

栄養士職

（栄養教諭含む）

６０．９％



年度別 管理栄養学科 就職状況（2022年度）

主な職種 人数 人数 栄養士職（栄養教諭含む） 67.3% 33

栄養士職（栄養教諭含む） 33 4
総合職・製造職・営業職・販売職

（食品関連企業）
24.5% 12

総合職・製造職・営業職・販売職 12 29 事務職（一般企業） 4.1% 2

（食品関連企業） 0 その他 4.1% 2

事務職（一般企業） 2 12

その他 2 2 計 100.0% 49

計 49 2 計 49

〈就職先〉 職種 人数

日清医療食品㈱ 栄養士 3

栄養士 ※就職実態調査に対応

栄養士 〇管理栄養士 4

㈱マルタマフーズ 栄養士 2 〇栄養士 29

栄養士 〇栄養士職以外 16

（社医）生長会　ベルキッチン 管理栄養士 1 　・類する業務 12

栄養士 1     販売職（セントラルフルーツ） 7

㈱マルワ 栄養士 1 　　総合職（ロピア） 2

富士産業㈱ 栄養士 3 　　販売職（ロマンライフ） 1

栄養士 　　総合職（大黒天物産） 1

栄養士 　　介護職（由寿会） 1

㈱LEOC 栄養士 1

㈱ツルハホールディングス 栄養士 3 　・その他 4

栄養士 　事務職（グランマルシェ） 1

栄養士 　事務職（Sky） 1

㈱東海セイムス 栄養士 2 　美容師（リーブ２１） 1

栄養士 　販売職（コロンビアスポーツ） 1

㈱コスモス薬品 栄養士 1

㈱キリン堂 栄養士 1 〇未就職 8

（社医）弘道会　萱島生野病院 管理栄養士 1 　・進学

（医）医誠会 管理栄養士 1 　  専門学校 1

（医）錦秀会 管理栄養士 1 　・アルバイト 7

（社福）協同福祉会 栄養士 1

（社福）由寿会 介護職 1

（社福）友朋会 栄養士 1 合計 57

（社福）愛美会　門真保育園 栄養士 2

栄養士

（社福）大阪福祉事業財団　東桃谷幼児の園 栄養士 1

（社福）共同保育の会　上野芝陽だまり保育園 栄養士 1

㈱セントラルフルーツ 販売職 7

販売職

販売職

販売職

販売職

販売職

販売職

㈱サンエッセン 栄養士 1

㈱お弁当の浜乃家 栄養士 3

栄養士

栄養士

グランマルシェ㈱ 事務職 1

㈱ロピア 総合職 2

総合職

㈱ロマンライフ 販売職 1

大黒天物産㈱ 総合職 1

Sky㈱ 事務職 1

㈱毛髪クリニックリーブ２１ 美容師 1

㈱コロンビアスポーツウエアジャパン 販売職 1

だいとうSAKURA保育園 栄養士 1

計 49

就職決定率１００％

事務職

その他（介護職・美容師）

職種

管理栄養士

栄養士

栄養教諭

総合職・製造職・営業職・販売職

栄養士職（栄養教

諭含む）67.3%

総合職・製造職・営業職

（食品関連企業）24.5%

事務職（一般企業）

4.1% その他 4.1％



年度別 管理栄養学科 就職状況（2023年度）

主な職種 人数 人数 栄養士職（栄養教諭含む） 72.3% 34

栄養士職（栄養教諭含む） 34 4
総合職・製造職・営業職・販売職

（食品関連企業）
19.1% 9

総合職・製造職・営業職・販売職 30 事務職（一般企業） 6.4% 3

（食品関連企業） 9 その他 2.1% 1

事務職（一般企業） 3 9

その他 1 3 計 100.0% 47

計 47 1 計 47

〈就職先〉 職種 人数 就職決定率１００％

名阪食品（株） 栄養士 1

エームサービス（株） 栄養士 2 ※就職実態調査に対応

栄養士 〇管理栄養士 4

（株）アドバンスフードサービス 総合職 1 〇栄養士 30

日清医療食品（株） 栄養士 4 〇栄養士職以外 13

栄養士 　・類する業務 7

栄養士     販売職 1

栄養士 （サンプラザ）

洋泉興業（株）ワカキヤフードサービス 総合職 1 　　総合職

（株）マルタマフーズ 栄養士 2 　（アドバンス、洋泉興業、きちり、JIS、 6

栄養士 　Food&Life、サラダカフェ）

中央フードサービス（株） 栄養士 1

藏ウェルフェアサービス（株） 栄養士 1 　・その他 6

（社医）生長会　ベルキッチン 管理栄養士 1 　事務職（徳洲会、相愛、イオン） 3

シップヘルスケアフード（株） 栄養士 1 　総合職 2

（株）メフォス 栄養士 1 （アサヒディード、自営業）

（株）マルワ 栄養士 2 　SE 1

栄養士

（株）グリーンハウスフーズ 栄養士 1 〇未就職 12

（株）魚国総本社 栄養士 1

Nishiki  Foods（株） 栄養士 1

（株）東海セイムス 栄養士 1 　・進学

（株）せいき（キタバ薬局） 管理栄養士 1 　　　　大学院 3

（株）コスモス薬局 栄養士 1 　・アルバイト 6

（株）キリン堂 栄養士 1 ・家事 3

イオンディライト（株） 事務職 1

（医）朋愛会 管理栄養士 1 合計 59

（医）徳洲会 事務職 1

（医）成和会 栄養士 1

（社福）恵由福祉会 栄養士 1 留年 3

（学）今村学園 栄養士 1 退学 1

（社福）夢の樹 栄養士 1

（学）梅川学園 栄養士 1 全合計 63

mamatoco（株） 栄養士 1

（社福）玉美福祉会 栄養士 1

（社福）真優福祉会 栄養士 1

（株）やさしい手大阪イースト 管理栄養士 1

（株）きちりホールディングス 総合職 1

（株）ＪＩＳ 総合職 1

（株）Food&Life  Companies 総合職 1

（株）サンプラザ 販売職 1

（株）サンエッセン 栄養士 1

サラダカフェ（株） 総合職 1

（株）HL SE 1

（株）アサヒディード 総合職 1

（学）相愛学園 事務職 1

自営業（美容院） 総合職 1

計 47

事務職

その他（SE）

職種

管理栄養士

栄養士

栄養教諭

総合職・製造職・営業職・販売職

栄養士職（栄養教諭

含む）72.3%

総合職・製造職・営業職

（食品関連企業）19.1%

事務職（一般企業）

6.4%

その他 2.1％



年度別 管理栄養学科 就職状況（2024年度）

主な職種 人数 人数 栄養士職（栄養教諭含む） 80.3% 49

栄養士職（栄養教諭含む） 49 11
総合職・製造職・営業職・販売職

（食品関連企業）
6.6% 4

総合職・製造職・営業職・販売職 38 事務職（一般企業） 3.3% 2

（食品関連企業） 4 その他 9.8% 6

事務職（一般企業） 2 4

その他 6 2 計 100.0% 61

計 61 6 計 61

〈就職先〉 職種 人数 就職決定率１００％

関西給食㈱ （本田華凛） 栄養士 1

エームサービス㈱ （石塚あみ） 管理栄養士 1 ※就職実態調査に対応

㈱グリーンヘルスケアサービス （村上かのん） 栄養士 1 〇管理栄養士 11

（社医）生長会ベルキッチン 管理栄養士 1 〇栄養士 38

（岸田楓音、片山天斗） 管理栄養士 1 〇栄養士職以外 12

㈱テスティパル （柏岡菜々子、井上花乃香、加治屋渉） 栄養士 1 　・類する業務 4

栄養士 1     販売職 2

栄養士 1

㈱ＬＥＯＣ （深井萌瑛） 栄養士 1 　　総合職 1

㈱アスモフードサービス （神藤怜） 管理栄養士 1

デリケア㈱ （北西生弥） 管理栄養士 1 調理師 1

㈱ミールケア （平野葉月） 栄養士 1

㈱センダン （SUN TUANSHU） 栄養士 1 　・その他 8

㈱富士産業 （荒井梨緒、大西凛、 栄養士 1 　事務職 2

香川絢梨、柴坂歩夢、 栄養士 1 　総合職 5

清原百花、山住魁星、 栄養士 1 検査員 1

小島凛、小牟田帆華、 栄養士 1

牧野結衣） 栄養士 1

栄養士 1 〇未就職 10

栄養士 1

栄養士 1

栄養士 1 　・進学

日清医療食品㈱ （西山沙音、呂暁寧、 栄養士 1 　　　　専門学校 2

NGUTEN THI NGUYET ANH、 栄養士 1 　・アルバイト 6

岡田真衣） 栄養士 1   ・家事 1

栄養士 1   ・科目 1

㈱アカカベ （平七虹） 管理栄養士 1 合計 71

ウエルシア薬局㈱ （船木あゆみ） 栄養士 1

㈱サエラ （森千尋） 管理栄養士 1

㈱サンドラッグ （尾中秋妃、須藤花菜） 栄養士 1 留年 4

栄養士 1 退学 0

㈱スギ薬局 （吉岡伸洋） 管理栄養士 1

㈱ポオトデリカトウカツ （中馬美良乃） 事務職 1 全合計 75

㈱カノー（食品館アプロ） （田端梨子） 販売職 1

㈱サンエッセン （馬屋原亜以） 栄養士 1

大熊物産㈱B.Bドラッグストア （江卓〇） 栄養士 1

㈱AIAI　Child　Care （藤本琴羽） 栄養士 1

（学）愛集学園 （岡崎加歩） 栄養士 1

（福）柿の木福祉の園 （岡田優海） 栄養士 1

㈱クオリス （髙橋まいか） 栄養士 1

（福）恵由福祉会 （倉橋歩美） 栄養士 1

（福）水仙福祉会 （原田玲奈） 栄養士 1

（福）丹波福祉会 （有田椎菜） 調理師 1

（社福）みおつくし福祉会 （伊庭萌々花） 栄養士 1

㈱やさしい手大阪イースト （辻野礼華、 管理栄養士 1

　横田美玲） 管理栄養士 1

（福）友朋会 （小林里緒） 栄養士 1

DIOクリニック （田中里奈） 栄養士 1

幸南食糧㈱ （播岡咲音） 栄養士 1

㈱パトリオットバトン （八田朱梨） 総合職（類） 1

㈱ピークアドバンス （白石歌耶） 総合職（その他） 1

ヤマタ生鮮スーパーたこ一 （原田佳奈） 栄養士 1

㈱OSGコーポレーション （元田捺） 総合職（その他） 1

河上薬品商事㈱ （濱田海胡） 総合職（その他） 1

㈱コロワイドMD （大車愛葉） 栄養士 1

大黒天物産㈱ （畔上舞紀、河井朋華） 販売職 1

事務職 1

㈱タイムレス （金岡美紅） 総合職（その他） 1

㈱リヴ （吉田彩乃） 総合職（その他） 1

市立福知山市民病院 （塩見彩花） 管理栄養士 1

京都微生物研究所 （松原有希） 検査員 1

計 61

事務職

その他

職種

管理栄養士

栄養士

栄養教諭

総合職・製造職・営業職・販売職

栄養士職（栄養教諭

含む）80.3%

総合職・製造職・営業職

（食品関連企業）6.6%

事務職（一般企業）

3.3%
その他 9.8％



年度別 管理栄養学科 就職状況（2025年度）

就職決定率１００％

主な職種 人数 割合 職種 人数

31 51.7% 管理栄養士 14

栄養士 17

栄養教諭 0

0 0.0% 総合職 15

2 3.3% 営業職 1

合計 60 100.0% 販売職 11

事務職 0

その他 2

合計 60

〈就職先〉 職種 人数

エームサービス㈱ 管理栄養士 4 ※就職実態調査に対応

　村上尚也、安宅隆哉、） 管理栄養士 〇管理栄養士 14

管理栄養士 〇栄養士 17

薄木花実 栄養士 〇栄養士職以外 29

㈱ジャパンメディカルフード （高見愛生 栄養士 2 ・類する業務

　久保璃佳） 栄養士 　販売職 11

(社医)生長会　ベルキッチン （西川愛莉） 管理栄養士 1 　総合職（食品関連企業） 10

㈱センダン （西尾知加代） 栄養士 1 　調理師 1

㈱テスティパル （内野果穂、 管理栄養士 3 　歯科助手 1

　岡野沙理、瀧本佑都） 栄養士 　営業職（食品関連企業） 1

栄養士

㈱Nishiki foods （藤井日向子） 栄養士 1 ・その他

日清医療食品㈱ （中野来美、山田愛、吉良美紅） 栄養士 3 　総合職（一般企業） 5

栄養士

栄養士 〇未就職 3

葉隠勇進㈱ （友松真子） 栄養士 1 ・進学 1

㈱富士産業 （松田莉子、山本巧人） 栄養士 2 ・アルバイト 1

栄養士 ・科目等履修 1

㈱マルワ （石谷佳穂） 管理栄養士 1

㈱LEOC （中村千晴、井上匠） 管理栄養士 2 合計 63

管理栄養士

㈱アクセスライフ （森千晴） 管理栄養士 1

㈱サエラ （大田綾夏） 管理栄養士 1 ・留年 7

㈱サンドラッグ 販売職 6 ・休学 1

　藪口実空、山内風花、山本龍輝） 販売職 ・退学 1

販売職

販売職 全合計 72

販売職

販売職

㈱スギ薬局 （西田梓紗） 栄養士 1

日本メディカルシステム㈱ （東莉奈）
販売職（メディカル

コーディネーター職）
1

㈱富士薬品 （岡本有未） 販売職 1

㈱マツキヨココカラ&カンパニー （垣内佑希乃、下川悠愛） 総合職（類） 2

総合職（類）

オリジン東秀㈱ （寺下舞優、野崎愛恵） 総合職（類） 2

総合職（類）

際コーポレーション㈱ （和田栗功大） 調理師 1

㈱コメダ （田中伽蓮） 総合職（類） 1

㈱551蓬莱 （井上塁） 販売職 1

SeaBank㈱ （東木春輔） 総合職（類） 1

㈱鈴明 （中村心音） 総合職（類） 1

大黒天物産㈱ （小倉駿之介） 総合職（類） 1

㈱西原商会 （林優花） 営業職 1

㈱マルシェ （藤本愛） 総合職（類） 1

リクロー㈱ （篠崎美桜）
販売職（店舗ス

タッフ職）
1

あゆみ歯科クリニック （坂東祐衣） 管理栄養士 1

上本町おとな・こども矯正歯科 （明山美法） 栄養士 1

(社医)きつこう会　多根総合病院 （大西千里） 管理栄養士 1

西峠歯科 （益岡伶名） 歯科助手 1

アクアホームなら山 （池田亮子） 栄養士 1

㈱ケア21 （嵯峨花純） 栄養士 1

水仙福祉会 （谷本奨太） 管理栄養士 1

㈱やさしい手 （中井舞桜） 管理栄養士 1

稲畑香料㈱ （菊地ゆう菜） 総合職（その他） 1

瀚海国際㈱ （鞠賢楓） 総合職（その他） 1

相愛大学 （藤原野々香） 総合職（その他） 1

TBCグループ㈱ （中川りりこ） 総合職（その他） 1

㈱DHC （田村朱里） 販売職 1

フジアルテ㈱ （樂野玲奈） 総合職（その他） 1

自営業（レストラン） （杉浦賢人） 総合職（類） 1

合計 60

その他

栄養士職（管理栄養士・栄養教諭含む）

総合職・営業職・販売職

（食品関連企業）
27 45.0%

事務職（一般企業）

栄養士職（管理栄養士・

栄養教諭含む）51.5%

総合職・製造職・営業職

（食品関連企業）45.0%

その他 3.3％



資料 確保⑭

管理栄養士国家試験合格状況（過去5カ年）

受験者 合格率 受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率

大阪公立 66 90.9% 64 58 90.6% 65 63 96.9% 67 65 97.0% 66 65 98.5%

大阪青山 健康科学 健康栄養 26 61.5% 32 21 65.6% 56 39 69.6% 33 29 87.9% 51 30 58.8%

大阪樟蔭女子 健康栄養 健康栄養（管理栄養士） 68 95.6% 65 63 96.9% 94 92 97.9% 94 93 98.9% 111 109 98.2%

関西福祉科学 健康福祉 福祉栄養 36 77.8% 37 29 78.4% 41 37 90.2% 54 53 98.1% 58 55 94.8%

近畿 農 食品栄養 79 83.5% 75 54 72.0% 74 68 91.9% 84 81 96.4% 79 73 92.4%

摂南 農 食品栄養 55 76.4% 53 50 94.3% － － － － － － － － －

千里金蘭 栄養 栄養 66 43.9% 40 34 85.0% 44 40 90.9% 45 39 86.7% 58 48 82.8%

相愛 人間発達 管理栄養 34 76.5% 40 26 65.0% 40 33 82.5% 32 29 90.6% 31 31 100.0%

帝塚山学院 食環境 管理栄養 49 89.8% 54 44 81.5% 59 46 78.0% 56 55 98.2% 53 51 96.2%

梅花女子 食文化 管理栄養 27 66.7% 33 22 66.7% 26 16 61.5% 36 21 58.3% 38 29 76.3%

羽衣国際 人間生活 食物栄養 29 89.7% 38 25 65.8% 38 31 81.6% 36 33 91.7% 51 47 92.2%26

42

29

26

44

18

60

16

65

28

66

大学 学部 学科
合格者

令和3（2021）令和7（2025） 令和6（2024） 令和5（2023） 令和4（2022）







フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

--- 学長
前田
マエダ

　昌宏
マサヒロ

＜令和７年４月＞

音楽学士
相愛大学　学長

（令和７年４月～令和１１年３月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

年齢
調書
番号

役職名
現　職

（就任年月）

学 長 の 氏 名 等

保有
学位等

月額基本給
（千円）

教員名簿-1
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